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　プロローグ



　充実した高校生活を送るために、必要な要素はなんだと思う？

　帰り道、コンビニで一緒にダベれる仲間？

　どんな悩みも打ち明けられる同性の親友？

　机をくっつけて教科書を見せてくれる、異性の友達？

　それとも……手をつないで一緒に帰れる可愛かわいい恋人？

　どれも魅力的だ。

　……だが、違う。

　真っ先にそういうことを思いつく連中は、すでに充実した高校生活を送ってるやつらだ。

　充実した高校生活を送るために、最も必要なこと。それは……。

　──クラスで浮かないことだ。

　クラスで浮きさえしなければ、きっと何もかもうまくいく。

　仲間も、親友も、女友達も、あわよくば彼女だって、必ずできる！

　──クラスで浮かない。

　人間として最低限のようにも思える、そんなささやかな願いすら……中学時代の俺には、叶かなえられなかったんだ。

　その理由は……。俺──三み道どう千ち秋あきは、庭先で燃え盛る焚たき火びを見つめた。

「こいつのせいだ……」

　俺は、五ご芒ぼう星せいを書き入れたお手製の眼帯を、右目からむしり取って炎に投げ入れた。

「こいつのせいだ……！」

　赤い絵の具で血染めに見せかけた包帯を、右腕から外して投げ入れた。

　肩に羽織ったマントも、外して丸めて投げ入れた。

「こいつの、こいつの、こいつのっ、せいだっ！」

　禍まが々まがしい文様の刺青いれずみシール、折り紙で作った呪符の束、分厚い設定資料集……中学時代の『遺物』を、次から次へと、炎の中へ投げ入れていく。

「はぁっ……はぁっ……これで、全部っ……！」

　戒めのために身に着けた衣装の数々が燃えていくのを眺めて、俺は安あん堵どの息をついた。

　友達の一人もいない、暗黒の中学生活を送ることになった原因……中二病の痕跡は、これで綺き麗れいさっぱり、消え去った。

「……いや、まだか」

　大事な物を忘れていた。

　あれが残っている限り、俺の入学準備は終わらない。

　俺は部屋に戻り、一台のノートパソコンをとってきた。

　天板に、痛々しい紋章が刻まれている。

　焚き火の前でノートパソコンを開き、無線でインターネットに接続、とあるサイトにアクセスする。表示されるのはエラーの文字。かつてそこにあったサイトは、完全に消失している。

　安心して、俺はノートパソコンを閉じた。

　これで準備は完了。もはや、俺の高校デビューを邪魔する物は、何もない。

「……三千世界を統べる大魔王、終焉の創手ラグナフオール、か」

　一年前。とあるブログサイトに、そう名乗る魔王がいた。

　魔王は絶大な魔力と、圧倒的な統率力をもち、すべての時空──三千世界を支配していた。恐ろしくも頼もしく、決して敵に回してはならない大魔王。

　人々は畏い敬けいの念を込めてその名を口にし、天使も悪魔も、等しくその眼前に跪ひざまずく。

　その魔王の正体は……──この俺だ。

　すべては、当時中学生だった俺の……妄想設定。

　痛々しい服装に、意味不明の言動。学校の勉強はどんどん落ちこぼれていくくせに、ブログの内容ばかりがどんどん凝っていくという、自己満足だけの中学時代。

「ああああああああ、もうっ！」

　俺はノートパソコンを乱暴に持ち上げ、焚たき火びの中に、ぶち込んだ。

「死んでしまえええっ！」

　中二病だった過去の自分に、心からの憎悪を込めて叫ぶ。

　痛々しい過去の『遺物』は、これで全て、消えた。

「ラグナフォールは……今、死んだ」

　もはや、俺が中二病だったことを示す証拠は、どこにもない。

　これから通う名な空そら高校に、中学時代の同級生がひとりもいないことも、すでに確認済み。

　完璧だ。

「俺は、中二病を、やめる」

　言って、俺はくるりと身をひるがえした。

「そして、まっとうな高校生活を送るんだ！」

　声を張り上げ、俺は拳を天に突き上げる。

　──瞬間、背後で爆発が起きた。

　焚き火の中のノートパソコンが、爆発したのだ。

　まるで俺の門出を、祝うかのように。

「…………」

　ちょっとカッコ良かったな……──なんて、お、思ってないからな。


















　昇降口に入るなり、セーラー服の女の子と目があった。

「三み道どうくん、おはよう」

　俺に向けられた挨拶だと、気づくのに少し時間がかかった。

　だって中学時代の俺にとって、女子というのは、俺のことを空気のように無視するか、俺を指さしてクスクス笑っているだけの存在だったからだ。

「お、おはやう」

　やばい、噛かんだ。

　だが女子……確か、クラスメイトだ……は、気にした様子もなくひらりと手を振って、先に校舎へ入っていく。俺も学ランやセーラー服の人波に混じって、教室へ向かいながら、内心……涙が出そうなほど感激していた。

　クラスメイトに、挨拶してもらえた！　しかも、女子に！

　暗黒の中学時代からは考えられない快挙だ！

　俺が教室に入ると、クラスメイト達からまばらに「おはよう」と挨拶が飛んでくる。

「お、おはよう！」

　俺は、感激と緊張で震える声をなんとか抑えて、挨拶を返す。

　ああ、これだよ。これこそが俺の求めていた学校生活だよ。

　死ぬ気で猛勉強して、知り合いのいない進学校に入った甲か斐いがあった……！

　充実感に満たされながら席についた時、ちょうど始業のチャイムが鳴った。

　教室に入ってきた担任教師が、なぜだか嬉うれしそうな顔で教室を見回す。

「転校生を紹介します」

　クラスがざわつく。俺も、おかしいなと思った。まだ入学式から三日しか経たっていない。

　こんな中途半端な時期に……転校生？

「さあ、入ってきていいわよ」

　教室のドアがゆっくりと開いて、ひとりの女の子が姿を現した。

　──その輝く銀髪に、クラス中の視線が吸い寄せられた。

　新雪よりも白く輝く、腰まで伸びた銀髪が、どこか幼さの残るやわらかな輪郭を、まばゆく縁取っている。

　緊張のためか、微かすかに頬ほおをこわばらせながら、彼女はそっと教室の中へと入ってきた。

　教室のざわめきが、波が引くように静まっていく。

　見る者の口を無意識につぐませるほどに、それほどまでに圧倒的に……その女の子は、美しかったのだ。

「転校生のルリファーさんです。さ、ルリファーさん。こっちへ来て自己紹介を」

　転校生……ルリファーさんが頷うなずいて、その白く細い足を踏み出す。

　腰まで流れる銀の髪も、恐ろしいほどに整った顔立ちも、セーラー服がはちきれそうなほど豊満な胸元も、ほっそりと伸びた手の指さえも……浮世離れして美しい。まるで、ファンタジー世界の姫君だ。

　ただ一つ、その小柄な身にまとった、ちょっとオーバーサイズのセーラー服だけが、彼女が俺たちと同じ世界の人間だと……同じクラスの生徒なのだと、主張している。

　彼女は教卓へと向かいながら、緊張気味の視線を、ちら、ちらと教室のあちこちに放っていた。

　……ふと、彼女の視線が、俺を見た瞬間にぴたりと止まる。

　吸い込まれそうな、深い蒼あお色の瞳が、見開かれた。

　……え？

　思わずじっと見つめ返すと、ルリファーさんは慌てたように、ふいっと視線を逸そらした。

「それじゃあ、自己紹介してもらおっかな」

　ルリファーさんはそれきり俺の方を見ることもなく、教師に促されてクラスを見渡した。

　クラス中が、息を詰めて彼女を見返す。

　ルリファーさんはゆっくりと、恐る恐るといった様子で口を開き、

「わ……わっ……」

　震える声で何か言おうとしては口をつぐみ、何度も言いよどんだ。

　彼女の美貌をよく見ると、神秘的な輝きを宿す蒼あおい瞳は不安げに揺れていて、華きや奢しやな撫なで肩がたも微かすかに震え、ちっちゃな両手は、手の甲までを覆おおい隠している余り気味の袖を、しわになるほどきつく握っていた。















　どうやら、とんでもなく緊張しているらしい。

　俺は「頑張れ」と心の中で応援した。いつの間にか、きつく拳を握っていた。

　クラスのみんなも、どこか力の入った様子で、ルリファーさんを見つめている。

　ついに、ルリファーさんが意を決したように、口を開いた。

　クラス中の視線が集中するなか、彼女が放った第一声は、

「わらわの名は、ルリファー・シエル・ド・サクリファイス！　魔界の王の娘にして、第一王位継承者……すなわち、次期魔王なのじゃ！」

　教室の空気を、一瞬にして凍りつかせた。

　ま、魔王……？

　クラスメイト達の、困惑したような視線と言葉が飛び交う。

「わ、わらわは、ゆえあって魔界より……は、馳はせ参さんじたのじゃ。次期魔王として、ふさわしい振る舞いを心がけるゆえ、ふ……ふつつか者ではありますが……どうかよろしく、お願い申し上げるのにゃうっ!?」

　最後に思い切り舌を噛かんだらしく、口もとを押さえてうずくまったルリファーさんを、クラス中が、呆ぼう然ぜんと見ていた。

　ざわめきが、さざなみのように広がっていく。

「マカイって、なに？」「ギャグ？」「ひょっとして、そういうキャラづけ？」「ぶりっこアイドルがやるみたいな？」「……でもあの子、本気で言ってるっぽくない？」

　……本気で言ってる？

　俺の脳裏に、一つの単語が浮かび上がった。そうだ、ルリファーさんのような言動をする人のことを何と呼ぶか、俺はよく知っている。

　俺は……おそらくこのクラスで唯一、ルリファーさんの発言の意味を、正確に理解した。

　つまり、ルリファーさんは、昔の俺と同じ……──中二病なのだ。

　クラス全体がざわめきに包まれる中、担任がわざとらしく咳せき払ばらいした。

「こっ、こほん。えーっと、な、なかなか個性的な自己紹介でしたね……。では、ルリファーさん。席に着きましょうか。席は……」

「あっ。わらわ、あそこに座りたいのじゃ！」

　ルリファーさんは、しなやかな指をすっと伸ばして……俺の前の席をさした。そこにはもちろん、もう生徒が座っている。

「あー、えっと、でもあの席にはもう……」

　ちら、と教師に視線を放られると、俺の前に座っていた女子が、慌てて席を立った。

「あのっ、よかったらこの席どうぞっ！」

　女子は荷物をまとめ、ルリファーさんのために用意されていたらしい端っこの席に移動する。

　彼女の気持ちは、よくわかった。

　俺だって、下手に逆らってルリファーさんの不思議な言動に巻き込まれたくはない。

「じゃ……じゃあルリファーさんの席は、あそこね」

「はいなのじゃっ！」

　ルリファーさんは、俺の方へと……正確には、俺の前にある空席へと向かう。

　まだ少し緊張しているのか、袖をぎゅっと握ったまま歩くルリファーさん。足取りはぎくしゃくして、手と足が一緒に出ているし、あぶなっかしいったらない。

　おもわず手を差しのべてやりたくなるほどの可愛かわいらしさだが……それはできない。

　俺は目立たないようにさりげなく目を伏せ、ルリファーさんから視線をそらした。

　美少女だろうと、愛らしかろうと、この子は重度の中二病。

　せっかく中二病をやめたのに、下手に関わってお仲間だと思われるのはゴメンだ。

　──なのに。

「あのっ……」

　自己紹介の時よりもなお緊張した声が、頭上から降ってきた。

　無視するわけにもいかず、恐る恐る顔を上げると……ルリファーさんの吸い込まれそうな蒼あおい瞳と、ばっちり目があう。

　なんだろう、激しく嫌な予感がする。

　不安で押し黙る俺に向かって、ルリファーさんは、言った。

「あの、そのっ、どうかわらわを……──弟子に、していただきたいのじゃ！　三千世界の魔王・ラグナフォール様！」

　そう叫ぶや否や、ルリファーさんは自己紹介の時よりもさらに深々と頭を下げる。

　がんっ、と俺の机におでこがぶつかった。

「はうわっ」

　可愛い悲鳴が響く。さらりと跳ねた髪の毛から、甘い香りがした。

「あうぅ……い、痛いのじゃ」

　涙声になりながらおでこをさするルリファーさんに、俺は……言葉を返せずにいた。

　いま、この転校生は、俺の事を……三千世界の魔王と、呼んだ。

　俺が中学時代、ブログで散々名乗っていた「真の名」を。

　ルリファーさんは、おでこをぶつけたせいだろう、瞳に涙を浮かべながら、続ける。

「し、失礼いたしましたのじゃ、魔王さま……。わらわは、魔王さまがブログにて公開していたお言葉に感銘を受け、是非、教えを乞こいたいと……その一心で馳はせ参さんじたのじゃ。どうか、どうか……わらわを、立派な魔王にしてほしいのじゃっ！」

　この子……俺のブログの読者だ。

　だとしたら、意地でもかかわり合いになるわけにはいかない！

「えっと……ごめん、なんのことだか、俺にはさっぱりわかんないんだけど」

「わ、わらわには正体も明かせないということかの!?　そんなこと言わないでほしいのじゃ、魔王さま！　どうか、わらわを弟子にしていただきたいのじゃ……！」

　ルリファーさんが、うるうると潤む瞳で俺を見つめる。

　捨てられた子犬みたいな愛らしさに気け圧おされて、俺は慌てて顔をそらした。

「いや、だからね？　正体も何も、俺はえっと、ナントカ世界の魔王？　じゃないからさ！」

「いいえあなた様は確実に、完璧に、絶対に、三千世界の魔王さまにあらせられるのじゃ！　意地悪しないで欲しいのじゃ！　わらわを弟子にしていただきたいのじゃ！」

「違うってば！」

「そんなはずないのじゃ！　ブログに、魔王さまの人間界での仮初の御名と、お住まいと、猛々しいお姿を撮影した写真が、載っておりましたのじゃ！」

　そうだったあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！

　本名も、住所も、痛々しいコスプレ写真も、プロフィール欄にばっちり載せてたわ！

　何してくれてんだよ、昔の俺！

「わらわは魔王さまのお言葉に感銘を受けたのじゃ！　師と仰あおぐにはこの方しかいないと、そう決めたのじゃ！」

「勝手に決めないでもらっていいかな!?　そもそも、魔王じゃないからね俺は！」

「うう……魔王さまが、正体さえ明かしてくださらないのじゃ……」

　じわりと溢あふれ出だした涙を、ルリファーさんが袖で拭う。

　小動物的な可愛かわいさを持つ美少女の涙に、クラスがざわつき始めた。

「なんかよくわかんないけど、三み道どうがルリファーさんのこと泣かせてる……？」「転校生、三道の知り合いなんじゃない？」「ていうか、ブログって何？」

　まずいまずいまずい！

　平穏な高校生活に、ひびが入っていく！

「魔王さま……どうしたら、わらわに正体を明かしてくださるのじゃ……？」

「いやだから、話聞いてる？　俺は魔王じゃないんだってば！」

「わらわが弟子になりたいなどと、おこがましいことを申したから怒っておられるのじゃ!?　であれば、わらわはただの配下でも構わないのじゃ！　魔王さまの持つ７７７人の配下の次の、端っこの方の配下でいいのじゃ！」

「７７７って、スロットか！　６６６人の配下だろ！　……あ」

　ルリファーさんの表情が、まぶしいばかりにほころんだ。

「わらわよりもブログの内容を熟知しておられる……さすが、魔王さまなのじゃ……！」

　今までルリファーさんに向けられていた胡う乱ろんげな視線が、俺に集中し出すのを感じた。

　……やばい。

「なあ、三み道どう。ブログって……」

「ブログなんて俺は知らない！　ただ、この子が魔王とか魔界とか言ってるから、配下の数は６６６かなって思っただけで！　ほら、聖書に出てくる悪魔の数字じゃん、６６６！」

「６６６って悪魔の数字なのか？」

　あれ!?　これ一般常識じゃないの!?

「三道って結構、そういうオカルト？　みたいな話、詳しかったり……」

「詳しくない！　ぜんっぜん詳しくない！　ただそう、おばあちゃん！　おばあちゃんがキリスト教徒で聖書の話とかよく聞かされただけで！　いやあ懐かしいなぁあははは！」

「へ、へえ……」

　俺の剣けん幕まくに若干引き気味ながらも、みんな一応、納得してくれたみたいだった。

　今はなんとか乗り切れたが……これ以上、ここでルリファーさんと話すのは、まずい。

「あのさ、とにかく、俺も、皆も、先生も困ってるから、一旦席に着いてくれないかな？」

「ご迷惑、なのじゃ……？」

「とてもね！」

「……わかった、のじゃ」

　ルリファーさんは捨てられた子犬のようにしゅんとして、俺の前の席に着いた。

　ただでさえ華きや奢しやな背中が、余計に小さくみえる。

　罪悪感で胸が傷んだが……ここで情にほだされたら終わりだ。

　やがて担任がＨＲを再開して、クラスのざわめきは収まっていった。



　昼休み。

　俺はルリファーさんから逃げるように、教室を出た。

　だが……ほんの数メートル後方に、ちょこちょこ動く、小柄な人影。

　俺が振り返ると、人影……というかルリファーさんは、慌てたように周囲を見渡して、手近な教室に飛び込んだ。教室の出口から、そーっと、俺の方を窺うかがっている。

　そんなルリファーさんのおかしな行動は、当然、周囲の興味を引くわけで……たびたび話しかけられている。

「あの……きみ、ここでなにやってるの？」

「わらわに話しかけないで欲しいのじゃ！　魔王さまに気づかれてしまうのじゃっ！」

　当然、彼らの興味は、ルリファーさんの視線の先にいる俺の方へ。

「魔王さまって……あの人のこと？」

「ご存ぞん知じないのじゃ!?　魔王さまじゃよ!?　この世界を含めた、三千の世界を統べる魔王、ラグナ──」

　うわああああああああっ！

　俺はとっさに駆け出した。

「あ。魔王さまっ！」

　ルリファーさんは話を切り上げて俺を追ってくる。

　このままあの子を野放しにしていたら、本当に俺の高校生活が終了する！

　こうなりゃもう、なんとか説得してつきまとうのをやめてもらうしかない！

　とはいえルリファーさんと、人目のあるところで話をするのは危険だ！

　俺は今日の昼ごはんを諦めて、人気のない屋上に駆け込んだ。



　屋上には、運良く誰もいなかった。

　ちら、と振り返ると、屋上のドアの陰に隠れて、ルリファーさんがこちらを窺うかがっている。

「えっと、ルリファーさん……？」

　俺の呼びかけに、ルリファーさんは目をキラキラさせながら、近づいてきた。

「ま、魔王さま……。いま、わらわのことを呼んだのじゃ？」

「あー、うん。話があるからさ」

「お話というのは、つまり!?」

　期待に満みち溢あふれた目が俺を見上げる。

　わくわく、そわそわ。

　プレゼントをもらう前の子供みたいな、期待に満ち溢れた無邪気な顔。

「ルリファーさん。最初に言っておくけど」

　俺が言いかけると、ルリファーさんはふるふるっ、とかぶりを振った。

「敬称なんて恐れ多いのじゃ。わらわのことは、ルリファーとお呼びくださいなのじゃ」

　仕方ない……話を先に進めるためだ。

「わかった。じゃあ、ルリファー」

　俺の呼びかけに、ルリファーの幼い顔立ちが、みるみるほころんでいった。

「はい、なのじゃ！」

　眩まぶしいばかりに嬉うれしそうな笑顔を向けられて、ちょっと、気け圧おされる。

　……いかんいかん。

「最初に言っておくけど、弟子にはしないからな？」

　途端、しおしおとルリファーの笑顔が枯れていく。

「まだ……お許しいただけないのかの……」

　罪悪感が俺の胸を締め付けてくる……が、ここで押し切られるわけにはいかない。

「だからさ、お許しも何も、俺は、ほんっとに、魔王なんかじゃないんだってば」

　俺の真剣な様子に、ルリファーは首をかしげながらも黙って聞いている。

「たしかに、俺は昔、魔王だって名乗ってネットで荒あらぶってたよ。それは認める。でも俺はもう、そういうのはやめたんだ」

「退位なされたということかの？」

「退位とかじゃなくて、もともと魔王でもなんでもないの」

「魔王でも何でもない……つまり、そこいらの凡百の魔王どもと一緒にするな、我は大魔王である、ということかの？」

「ぜんっぜん違う！」

　くそ、話が通じねえ！

　なに、中二病ってこんなに話通じないもんなの？　そりゃあ中学時代、みんな俺から離れていくわけだわ！

「だからさ、俺は魔王なんかじゃなくって普通の人間なの！」

「はう……またそのように、正体をお隠しになるのかの……」

「だから、正体とかじゃなくて本当に……あー、もう」

　もういい、やり方を変える！

「だからさ、俺は魔王なんかじゃないし、それに……きみだって、次期魔王なんかじゃないだろ？」

　きょとん、とルリファーが小首をかしげた。

「と、仰おつしやいますと？」

「現実を見ろってことだよ。きみは次期魔王なんかじゃないし、魔界の出身でもない。自分でも本当はわかってるんだろ？　自分がなんの力もない、ただの女の子なんだって」

　自分に、本当に特別な力があると信じている中二病なんて、たぶん、きっといない。

　自分が中二病だったから、その気持ちはよくわかる。

「俺だってそうだったからよくわかる！　やめるのは怖いよな!?」

　妄想の設定をつくりこみ、自分に特別な力があるんだと思い込んで、思わせぶりな振る舞いで、周りに注目してもらって……自分がすごい人間になれたかのように、錯覚する。

「でもさ、いつまでもそんなこと、してる訳にはいかないんだよ！」

　それが虚むなしいことだと気づいても、そう簡単にやめられない気持ちも、わかる。

　それをやめたら、自分にはもう何もないと、知っているから。

　でも……ずっとそのままじゃ、いられない。

「なあ、勇気だそうぜ？　そういうの、もう卒業しよう？　そりゃ、最初は遠巻きにされるかもしれないけどさ、きみが中二病やめるって言うんだったら、俺も協力する。友達にだってなるよ！　だからさ、もうここらでおしまいにしよう。……なっ？」

　俺の、百パーセント実体験からくる言葉に、ルリファーは呆ぼう然ぜんとして……そっと、顔を伏せた。

「……わらわは、魔王なんかじゃ、ない」

「そう！　そうなんだよ！　わかってくれた？」

「……ええ。よくわかったのじゃ」

「そっか！　良かった！」

　さすが俺！　だてに重度の中二病を患わずらってたわけじゃないな！

　この子が中二病をやめてくれさえしたら、友達になるのは全然構わない！　むしろ大歓迎だ。なにせ、高校に入ってから初の友達になるわけだし。

　とにかくこれで、俺の痛々しい過去も掘り返されずに済むし、ルリファーが俺の二の舞になることもない。いやー、本当によかっ……、

「……つまり、魔王さまはわらわのことを、本物の魔王候補だと、信じておられなかったということじゃな？」

　ルリファーは、はふ……と悲しげに吐息をこぼし、瞼まぶたを伏せて、長いまつげを震わせる。

「なるほど、魔王さまが正体をお明かしくださらないわけじゃ。わらわがあまりに不ふ甲が斐いないので、魔王を騙かたっているだけの人間だと思われていたのじゃな」

「い、いやいやいや、信じていないもなにも、この世に魔王なんかいなくてね？」

　俯うつむいていたルリファーが、すっと、顔をあげた。

　まっすぐに俺を射貫く凜りんとした瞳は、決意に満ちていた。

「わかったのじゃ。不ふ肖しようこのルリファー。魔王さまに、魔王候補たる証をお見せするのじゃ！」

　ルリファーはスカートのポケットからチョークを取り出した。屋上の真ん中にしゃがみ込むと、床に何かを描き始める。

「えっと、ルリファー？」

「少々お待ち頂きたいのじゃ、魔王さま。今、わらわが扱える中で最大の魔法……魔獣召喚を、ご覧に入れるのじゃ」

「真顔で召喚とか言うの、やめてくんないかな……」

　昔の自分もこんな風だったのかと思うと、叫び出したくなるからさ……。

　ルリファーは時に柔らかな動作で、時に床を薙なぐような激しい動作で、複雑な文様を描いていく。その所作は、まるで舞でも舞っているかのように美しくて……つい、見み惚ほれてしまった。

　教室でずっこけて、右手と右足を同時に出していた彼女とは思えない。

　そうして、屋上の床に描かれたのは、元中二病の俺にとっては馴な染じみ深ぶかい文様……魔法陣だった。ルリファーはちょっと息切れしながら、立ち上がる。

「そ、そそ、それでは、いくのじゃ……」

　目を閉じ、すーっと深く息を吸って、ルリファーは何かを呟つぶやき始める。

「ルゥライ・レ・アモ・クワンツォ・ティライ・ヌ・バウラ……」

　理解不能な、けれど、不思議とワクワクしてくる、意味ありげな言葉の羅列……呪文だ。

　不意に、ルリファーの銀髪が、ふわりと風に巻き上げられた。

「え？」

　風は、まるでルリファーにまとわりつくように、魔方陣の中でだんだんと渦巻いていく。

「お……おい。まさか、マジで何か出てくるとか、ない……よな？」

　ルリファーの銀髪がたなびき、呪文と思おぼしき言葉が響く。

　風の中のルリファーが両腕を天に向かって突き出し、そして高らかに叫んだ。

「クレ・ア・ベイ・エ・ドゥ・ベヒモス！」

　ゴオッ！

　魔法陣の中で渦巻いていた風が、放たれた矢のように天へと駆け上がる。

　俺は、呆ぼう然ぜんと空を仰あおいだ。

　上空は抜けるような青空。雲ひとつない快晴で……特に、これといった変化はない。

「…………」

　俺は、視線をどんどん下げていき……魔方陣の中で、ほけっと口を開けて空を見上げるルリファーを見た。















「……で？」

「あ、あれ？　あれれ？　呪文は噛かまなかったし、髪の毛でくしゃみもしなかったし、初めて成功したと思ったのじゃが……」

　いままで、随分とイージーミスを連発してきたんだな。

「とにかく、ちょっと待って欲しいのじゃ魔王さま！　そのうちきっとゴロゴロっと……」

　ルリファーは祈るような表情で空を見つめているけど、ピチチチッとすずめが視界を横切ったくらいで、特に何も起こらない。……まあ、何も起こらなくて当然だ。

　だって、ルリファーはただの中二病なんだから。

「……もう気は済んだ？」

　ため息をついた俺に、ルリファーが駆け寄ってくる。

「ま、まって欲しいのじゃ魔王さま！」

「いや、結構待ったじゃん」

「お、お願いなのじゃ！　もう一度チャンスをっ、はうっ！」

　ルリファーが何もないところで躓つまずいた。

「危ねっ！」

　俺はとっさに手を伸ばして、よろめいたルリファーを受け止めた。

　はねたルリファーの銀髪が、ほのかな甘い香りを漂わせながら、俺の頬ほおをくすぐる。

　ふわりと軽いルリファーの体を支えた拍子に、ひじが、柔らかな膨らみに触れた。

　むにゅんとしてるのに、ぷるんっと気持ちのいい弾力もあって……いやいや。

「なんで何もないところで躓けるんだよ……」

　俺は、服越しにも伝わってくるぬくもりと肌の弾力に、極力意識を向けないようにしながら、そおっと腕をルリファーから離した。

「あ、ひゃわっ!?　魔王さま、すみませんなのじゃっ！」

　慌てて俺から離れたルリファーは、しかし、俺の制服の袖をつかんで、ぺたん……と力なく座り込んでしまった。

「本当に、すみませんなのじゃ……」

「え、いや、コケたくらいで、そんなに深刻にならなくても……」

「そうではなく……魔法、失敗した、のじゃ……」

　ルリファーに合わせて膝をついた俺を、彼女は瞳を潤ませて見上げてくる。

　けれど、俺と目があった途端、口を引き結んで、俯うつむいてしまった。

　制服をつかむルリファーの、小さな手。きつく握られたその手は、かすかに震えていた。

　とてもじゃないけど、振りほどけない。

「……てないで、欲しいのじゃ」

　すがるような声は、かすかに震えていた。

「……どうか、見捨てないで欲しいのじゃ、魔王さま」

　ぽたり、と、俺の手に熱い雫しずくが落ちる。……涙だ。

「お……おい、どうしたんだよ、いきなり……」

「わらわには……もう、魔王さましかいないのじゃ……っ」

　こいつは、一体どうして、こんなに俺にこだわるんだ？

　妄想設定を演じるとか、そういう域を超えてるぞ……。

「なあ……お前に、一体何があったんだよ……」

　思わず聞くと、ルリファーは余った袖でぐしゅぐしゅと顔を拭った。

「わらわは……見ての通り、魔王としては落ちこぼれなのじゃ」

　……また、魔王の話か。でも、とてもツッコミを入れられる雰囲気じゃなかった。

「落ちこぼれなのに……血統ゆえ、わらわは先日、正式に次期魔王に選ばれたのじゃ……。じゃが、家臣も国民も、納得してはくれなかったのじゃ……」

　……似た話なら、知っている。

　すごい奴やつと比べられたり、ちょっとの失敗で笑われたり、もう魔王でも演じなきゃ、やってられない気持ち。昔の俺が、まさにそうだった。

「納得してもらえなくて当たり前なのじゃ。わらわが魔王として未熟だからいけないのじゃ。だから、わらわ……一生懸命、立派な魔王になろうと頑張ったのじゃ。でもっ……どうしても、わらわ一人では……無理で……」

　ルリファーの口調は切実で、真に迫っている。華きや奢しやな肩は小刻みに震え、うつむく彼女の頬ほおからは涙が伝い、屋上の床を濡らしていた。

　これは本当に、ただの妄想設定で……この涙は本当に、ただの演技……なのか？

　その時だった、俺の鼻の頭に……ぽつ、と雨粒が落ちてきた。

　さっきまであんなに晴れていたのに？

　空を見上げた俺の顔を、バケツをひっくり返したみたいな豪雨が襲った。

「うわっ……!?」

　ひどい通り雨……ではない。雨が降っているのは、俺たちがいる学校の屋上だけだ。

「ま、魔王さま！　こ、こここっこれなのじゃ！」

「これって、何が!?」

「さっきの召喚術は成功していたのじゃ！　ほら！」

　ルリファーが、細い指で空を差した。

　そこには雷を伴う暗雲が、まるでとぐろを巻くようにうごめいていた。

　うずの中心部から、なにか禍まが々まがしいものが……ずるりっ、とはいだしてくる。

「……は？」

　奇妙に捻ひねくれた二本の腕、複雑にうねる無数の触手、骸骨の上にそのまま黒い皮を貼ったような頭……。いったいどれほどでかいのだろう、地上から見上げていても、ありありと細部の形が見えるほど巨大な、おそらくこの世界には絶対に姿を見せてはいけない類のナニモノかが……今まさに、暗雲の中から生み出されようとしていた。

「な、なななな、なんだあれ!?」

「キングベヒモスなのじゃ！」

　ルリファーは豊満な胸をそらして、ちょっと自慢げに微笑ほほえむ。

「なに自慢げな顔してんの!?　つーかあれ、お前がやったの!?」

「そうじゃ！　魔王さまの魔法に比べれば、及びもつかない初歩的な召喚術じゃが……」

「帰ってもらって！　いますぐ！」

「え？　なぜなのじゃ？　恥ずかしながら、初めて召喚に成功したのじゃし……魔王さまに、ぜひ最後まで見て欲しいのじゃ」

　だめだこいつ、止める気ねえ！

　そうこうしているあいだに、禍まが々まがしいナニモノかは、既にその巨体の半分以上を覗のぞかせていた。これは単なる憶測だが、あれは人間を食べる気がする。

「……ええいっ」

　ルリファーに頼んでいても埒らちがあかない。とはいえ、魔王でもなければ隠された力が目覚めたわけでもない俺には、あんな化け物をどうにかする方法なんて……ふと、雨の中でも不思議と消えていない、赤く輝く魔法陣が目に入った。

　あの魔法陣の力で化け物が召喚されてるなら、もしかしたら……俺はイチかバチか、魔法陣を足で踏み消した。

　すると、禍々しい化け物も、暗雲も、豪雨さえ、まるで嘘うそのように、ふっとかき消えた。

　まだ召喚されきっていなかったから、魔法陣を消しただけで消えてくれたんだろうか。

　もし魔法陣を踏み消すのが少し遅かったら……考えたくもない。

　あとに残ったのは、豪雨でびしょ濡ぬれになった俺とルリファー。

　いまのが決して幻じゃなかったという、証拠だけ。

　なんだったんだ、今のは。

　まるで……俺が中学の頃に憧れていた、魔王の召喚術みたいだったぞ!?

　……魔王の、召喚術？

　俺は、情けないくらい震える指で、ルリファーを指差した。

「あのさ……えっと、まさか、絶対ありえないことだと思うんだけどさ……もしかして、ルリファーって、本当に、本物の……魔王の娘？」

　俺の言葉にルリファーは、ちょこんと首をかしげてみせた。

「じゃから、わらわは魔王の娘だと、最初にそう申し上げたのじゃ」

　ルリファーは自慢げに、それでいて、当たり前のように、言った。

　これは……とんでもないことになってしまったかもしれない。



　※



　背後から、かすかな衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

　時々「……っと」とか「わっ」とか、女の子の慌てた声。

　あいつ、ただ着替えるのさえ危なっかしいのな……。

　結局、豪雨のせいで、俺もルリファーもびしょ濡ぬれになった。

　俺は放っとけば乾くからいいけど、ルリファーは濡れた制服がぴったり張り付いて、やたらと柔らかくて起伏のある体の線がバッチリあらわになって、おまけに胸元には下着っぽい布地が透けて見えるような……人前に出すととっても危険な姿になってしまった。

　おまけにルリファーが着替えを持ってないとか言うもんだから、一度教室に戻って、俺のジャージを貸してやったのだ。

　いま、俺の背後……給水塔の陰で、ルリファーが着替えている。

　気を抜くと、衣擦れの音でいけないことを想像しそうになる頭を振って、考える。

　ルリファーが本物の魔王の娘らしい、ってことを。

　正直、ぜんぜん理解が追いつかない。俺のブログが、本当に、魔界に伝わってたってこと？　ワールドワイドにも程があるだろ、インターネット……。

「……ルリファー。さっき、弟子にして欲しいって言ってたよな。具体的には、どんなことをするつもりなんだ？」

　聞くと、ルリファーから期待に満ちた声が返ってきた。

「と、言いますと!?」

「聞くだけ！　一応聞くだけだからな!?」

「聞いてくださるだけでも嬉うれしいのじゃ！　……えっと、これを」

　そっと、背後から何かを差し出された。

「ここ、こっち見ちゃダメなのじゃ！　こっち見ないまま、これを……」

　渡されたのは、黒革のノートだった。長いこと使っているものらしく、革が擦れてぼろぼろになっている。うかつに開くと、今にもバラけてしまいそうだ。何度も何度も、読み返しているものだとわかった。

　ノートの中には、痛々しい中二病設定がびっしり書き連ねられていた。

　６６６の魔物を配下にしているとか、七つの人格を持っているとか、三千もの世界を統べているとか……そんな馬鹿げた妄想が書き連ねられた、直視したくないほど痛々しい設定資料集。元中二病の俺でもドン引きする凝りようだ。

　誰だよ、こんな気持ち悪い設定、ノートいっぱいになるほど作ったやつは。

　著者は……『三千世界の魔王・ラグナフォール』

　……俺だった。

　読めば読むほど見覚えのある、俺のブログの内容が、ノートの中に網もう羅らされていた。

「お前、なに書き写してくれてんの!?」

「当然のことをしたまでなのじゃ！　尊敬する魔王さまのお言葉じゃから！」

「うわぁ……今すぐ燃やしてぇ」

「燃やす？　あ、儀式にお使いになるのじゃ？　なら、もっと綺き麗れいなものがあるのじゃ」

「へ？」

「わらわの部屋には、まだ20冊以上の写しがあるのじゃっ！　全部、頑張って手書きで書き写したのじゃ！」

　ルリファーが自慢げに胸を張ったのが、背中越しでも、ありありとわかった。

「わらわは、そのブログに書かれたお言葉を参考にして、立派な魔王にふさわしい振る舞いを身につけるための試練……すなわち、魔王クエストをやりたいのじゃ！」

「ブログに書かれていたことを、一つ一つ試練として真ま似ねしていくってことか？」

「そういうことじゃ！」

　マジかよ……。

「あ、あと……出来れば魔王さまにお力添えをいただきたいのじゃが……」

「は!?」

　俺の黒歴史の再現に、なんで俺が手を貸さなきゃなんないんだよ!?

「ちょ、ちょっと待てよ。そのクエストってやつを全部クリアしたところで、立派な魔王になんかなれないぞ!?」

「そんなはずないのじゃ！　魔王さまも、このブログに書かれている内容をこなしたからこそ、三千世界の魔王になれたと書かれていたのじゃ！」

「だからその記述も含めて、全部ただの妄想なんだって！」

「でも……でも……魔王さまのブログに書いてあるのじゃから……！　じゃからきっと、いいえ必ず、クエストを全部クリアできたら、わらわは立派な魔王になれるのじゃ！」

　この俺に対する信頼は、一体どこから湧いてくるんだよ……。

　いやしかし、待てよ……？

「……ルリファー、クエストを全部達成したら、お前は満足するんだよな？」

「もちろんなのじゃ！　その頃には、わらわは立派な魔王になっているはずじゃから！」

「そうなったら、魔界に帰ってくれるんだな？」

「それは……はい、なのじゃ。いつまでも、魔王の座を空席にしておくわけにもいかないので……」

　なんだか不本意そうに、ルリファーは言った。

　となると……これは、チャンスかもしれない。黒歴史の再現なんて本当は絶対やりたくないが、それで、この意味不明な状況から解放されるんなら……。

「……わかったよ。お前のこと、弟子にする」

「ま、ま、魔王さまっ！　そそ、それはまことなのじゃ!?」

　ルリファーが俺の正面に回って、瞳にいっぱい涙をためて、手を握ってくる。

「っ!?　お、おいバカ……」

「魔王さま……ほんとに、ほんとかの？」

「あ、ああ、うん。それくらいなら手伝う。でもその前に」

「魔王さま……っ、ぐすっ。わらわ、わらわ、嬉うれしいのじゃ……っ」

「わかったから服着てもらっていいかな!?」

「……ふえ？」

　ルリファーは、まだジャージの上を着ていなかった。

　なだらかなラインを描く鎖骨、つるんとまるい肩、豊満な胸を覆おおう純白の布地、すべすべのお腹なか、ほっそりした腰……胸を除いて、上半身は肌色一色だ。

　ルリファーは顔を真っ赤にして、俺のジャージを抱きしめて胸元を隠した。今にも泣きそうなくらいの涙目でまくし立てる。

「ま、まままま魔王さま、あのあのあの無礼は承知の上なのじゃがあの、えっと、着替えが終わるまで見ないで欲しいとわらわは」

「おまえの方から視界に飛び込んできたんだろ！」

　とにかくルリファーが離れたので、俺は慌てて背を向ける。背中越しに、衣きぬ擦ずれの音がかすかに響く。

「……魔王さま。ほんとに、ありがとうなのじゃ。わらわ……希望が湧いてきたのじゃ。不ふ甲が斐いない魔王候補じゃが、どうかこれから、よろしくお願いしますのじゃ……」

　涙混じりの声で、ルリファーが言う。

　まあ、正直迷惑な話ではあるんだけど……そんなに、悪い気分じゃなかった。



　俺のジャージを着たルリファーを連れて、教室の前まで戻って来た。

　ちなみにルリファーは、袖も裾も三回折り返してるのに、両手の甲まで袖に隠れている。

　俺、そんなに大柄じゃないんだけど……こいつ、本当に小さいんだなぁ。

「なあ、ルリファー。ジャージに入った俺の名前、見えないように気をつけてくれよ」

　いまはスカートみたいになった上着の裾に隠れているが、ジャージのズボンの腰のところには『三み道どう』と刺し繍しゆうが入っている。もし万が一刺繍を見られて、この（対外的には）中二病の彼女と、ジャージの貸し借りをするような深い関係だと知られたら……俺まで中二病のお仲間扱いされるに決まってる！

　ルリファーは上着をめくって『三道』の刺繍を見て、なぜだか顔を赤らめていた。

「三み道どう、ルリファー……。人間界での仮初の名前とは言え……畏おそれ多いのじゃ……」

　こいつ、ほんとに事の重大さがわかってるんだろうか。俺の平穏な高校生活が賭かってるんだけど……。俺は教室に戻る前に、ルリファーに念押ししておくことにした。

「いいかルリファー。教室で俺のことを魔王とか呼ぶの、禁止な？　俺が魔王だって設定とか、自分が魔王候補だってことも隠せよ？」

　途端、ルリファーがはっとして俺を見た。

「そっ、それはクエストなのじゃ……!?」

「いや、違うけど」

「いいえ、た、確かにそのようなクエストも、ブログにはあったのじゃ。お、おかしいと思っていたのじゃ……魔王さまが、配下の皆さんに全然敬われていないことが……。でも、それは訓練だったのじゃな!?　魔王だと自ら名乗らなくても、誰もが正体に気づき、跪ひざまずくだけの、圧倒的魔力を身につけるための……！」

「あー、うん。じゃあそういうことでいいや」

　クエストってことにしておけば、ちゃんと言いつけ守ってくれるだろ。

「りょっ、りょりょりょ了解したのじゃっ！　や、ややや、やってやるのじゃ！　魔王さまのクエストで、わわわ、わらわは立派な魔王に……」

　え。どうしたのこの子。急にがたがた震え出したんだけど!?

「る、ルリファー？」

「ひゃいっ!?」

「大丈夫か？　なんかだいぶ様子がおかしいけど？」

「だっ、だだ大丈夫に決まってるのじゃ魔王さま！　あ、ちがうのじゃ、魔王さまじゃなくって、魔王さまじゃないえっと魔王さまじゃない名前を呼んではいけないお方！」

　ダメだこの子！　完全にテンパってる！

「いや少し落ち着こう！　な？」

「おおお、落ち着いてるのじゃまま魔王さま……あわわっ、わらわ、また魔王さまと呼んでしまって……あ、あれ。今の失敗？　もうクエスト失格!?　ごごごごごめんなさいなのじゃ魔王さまっ！　どうか破門だけはご勘弁をーっ！」

「だから魔王って呼ぶの禁止ーッ！」

　教室に向かう間も、ルリファーは右手と右足が一緒に出て、何もないところでコケた。

　こいつ、緊張するとありえないほどドジになるのか……。クエストって言葉を聞くだけでこれじゃあ……クエストを全て達成するなんて、不可能なんじゃなかろうか。

　俺は、教室のドアを開けそこねて、顔からドアに突っ込んだルリファーの半泣き顔を眺めながら、内心、頭を抱えた。

　その時だった。やってきた担任教師が、ルリファーに声をかけた。

「ああ、ルリファーさん。ちょうど良かったわ」

　ドアにぶつけて赤くなったおでこを押さえたルリファーが、涙目で教師を見上げる。

「ルリファーさん、放課後、保健室に行ってもらえる？　身体測定があるから」

「身体測定、なのじゃ……？」

「そ。よろしくね」

　担任教師が教室に入ったあとも、ルリファーは「身体測定……」と呟つぶやいていた。

「身体測定がどうかしたのか？　ルリファー」

　俺の言葉に、ルリファーが、ぱっと顔を上げた。

　吸い込まれそうな蒼あおい瞳が、キラキラと、見とれるほど綺き麗れいに輝いている。

　……なんか、嫌な予感。

　ルリファーは、ブログの写本を広げて、俺に突きつけてきた。

「魔王さま！　クエストをやるチャンスなのじゃ！」

「クエスト!?　もうやるの!?」

　全然心の準備が出来てないんだけど!?

　だが俺の言葉でルリファーが止まるはずもなく……結局、ルリファーを説得できないまま、最初のクエストが始まってしまったのだった。


















　放課後。俺とルリファーは保健室に来た。ノックをしても返事がなかったので入ってみたら、机の上に少し留守にするという書き置きがあった。

「先生いないのか……まあ、これはこれで都合がいいか」

　なにせ今から、立派な魔王になるためのクエストとかいう、得体の知れないものをやるわけだし。人目がないに越したことはない。

「ルリファー。先生いないみたいだし、今のうちにクエストとやらを……」

　不意に振り返ったら、ルリファーが宙に浮いていた。

　足元に描かれた魔法陣が血色の輝きを発し、浮世離れした美少女が銀髪を舞わせながら、優雅に天へと昇っていく。俺の視線に気づいて、ルリファーは柔らかに微笑ほほえんだ。

　なにこれ天使？　マジかっこいい。……じゃなくて！

「お前なにやってんの!?」

「魔王さま、頭をなでなでしてもよろしいのじゃ？　せっかく身長を伸ばしたのじゃし、普段できないことを……」

「俺の話聞いてる!?　つーか、背伸びてねえから！　浮いてるだけだから！」

「はわ!?　こ、これは背が伸びたうちに入らないのじゃ!?　うう、名案だと思ったのじゃが……」

　しゅん、とルリファーがうつむく。いつもと違ってルリファーの目線が高いせいで、うつむいたルリファーと、見上げる俺の目線がバッチリ合った。このまま背伸びしたら唇が触れてしまいそうで、なんだかドキドキ……じゃなくて！

「そもそも、なんで宙に浮かぼうと思い至いたったのか教えてくれよ！」

「じゃから、今回は身長を伸ばすクエストじゃから……」

「身長を伸ばす!?」

　ルリファーが、ブログの写本を開いて、俺に突きつけた。

「うわ……」

　そこに『本当の身長は、13㎞ある──』なんていう一文を見つけてしまい、俺は思わず呻うめいた。いまどき子供だって、もう少しまともな嘘うそをつくぞ。

「いきなり13㎞は無理としても、立派な魔王になるため、わらわ、少しでもおっきくなりたいのじゃ！」

「身長がでかけりゃ立派な魔王なのかよ……」

　俺、元中二病だけどさ、そんな魔王の条件、いま初めて聞いたわ。

「とにかく、宙に浮くのは中止！　こんなもん身長が伸びたうちに入らないし、浮いてるとこなんて見られたら中二病どころの騒ぎじゃない」

「はうう……わかったのじゃ……」

　言いつつ、ルリファーはどんどん上昇していく。

「ところで魔王さま……どうやったら降りられるのかの？」

「俺が知るか！」

「わらわもわからないのじゃ。ど、どうしましょう魔王さま。このままじゃわらわ、天井を突き破ってしまうのじゃ！」

「頭ぶつけて終わりだよ！」

　既に見上げるほど浮いたルリファーの手を、とりあえず掴つかむ。うわ、ちっちゃくてあったかい……じゃなくて、とにかく掴んだ手を、思い切り引っ張ってみる。

「ひゃわっ!?」

　短い悲鳴とともに、ルリファーが支えを失ったみたいに落っこちてきた。豊満な胸が顔にのしかかってきて、そのまま後ろにぶっ倒れてしまう。

「ひゃわあっ!?　ま、魔王さま！　お、おおおお顔がっ！」

　ひたすら柔らかい感触といい匂いが、俺の顔をもみくちゃにする。苦しい。

　退こうとしてるつもりなんだろうか、じたばた暴れるばかりのルリファーの撫なで肩がたを掴んで、ぐいと押し返した。ルリファーの軽い体が、ころん、と横に転がる。

「……ぷはっ」

　なんとか上体を起こす。ルリファーはその場にへたりこんで、抱くように胸を隠した。

「ま、魔王さまが……わわ、わらわの、胸を……」

「不可抗力だから！　とにかく、こうなるから浮くのは禁止！」

「はう……ではわらわ、どうやって身長を伸ばせば……」

「宙に浮かなくたって、身長くらい伸びるだろ……」

　毎年ちょっとずつでも伸びるから、毎年身体測定があるんだから。

　すると、ルリファーはきらきらと目を輝かせて俺を見た。

「そんなに簡単に、身長を伸ばせるのじゃ？　さすが魔王さまなのじゃ！」

「別に、何もしなくたって、去年から比べたら少しは伸びてるよ。成長期だろ」

「いえ、そうではなくて、この場で身長を伸ばすクエストじゃから」

「ああこの場でね。……て、この場で身長伸ばす!?」

　物理的に不可能だろそれは！　できたらノーベル賞もんだ！

　だが、ルリファーは俺を信頼しきった笑顔で、こっちを見ていた。

「魔王さま！　では是非、身長を伸ばす秘術をご教授頂きたいのじゃ！」

　……知らねえよ、そんなもん。

「そ、それではお願いします、なのじゃ」

　ルリファーが、身長計の上に立って言った。柔らかそうなほっぺたがカチコチにひきつり、声もかすかに震えている。

「それじゃあ、測るぞ。緊張しないで、まっすぐ立ってな」

「まっすぐ！」

　ルリファーは、ビシィッ、と両手を横につけ、直立不動の姿勢で固まった。

「あと、アゴが上がってる。ちゃんと引いて、顔を水平にした方がいいぞ」

「すいへい！」

　グンッ、とアゴが勢いよく引かれた。

「……なんか、ロボットみたいだな」

「ろぼっと！」

「待て、それはやらなくていい」

「ろぼ……ろぼっと？　ろぼっとって、なんなのじゃ!?」

「落ち着け！　身長測るだけだから、な？」

　どんだけ緊張してんだ、こいつ。

　ルリファーが落ち着いたところで、身長を測るバーを下ろした。

「１５２．２センチだな」

「はう……」

　俺の申告に、ルリファーが肩を落とした。この落ち込みよう。どうやら、もともと低身長を気にしてるっぽい。

「去年から、一センチも伸びてないのじゃ……」

「ま、まあまあ。この場で伸ばすのが、クエストの目標だろ？　何回か測ってみようぜ」

「あ……は、はいっ！」

　誤差で一ミリでも伸びてくれればいいんだ。というか、ほかにこの場で身長を伸ばす方法なんて思いつかない。先生が帰ってくる前に、とにかく測りまくるしかない。

「１５２．１センチだな」

「１５２．０センチ、だな」

「１５１．９センチ……」

　申告するのが悲しくなってきた。俺もルリファーも、惨さん憺たんたる結果に口をつぐむ。

　伸びるどころか、最初の数値すら出ないんだけど!?

「……ま、魔王さまっ！」

　ルリファーが身長計からおりて、俺に迫ってくる。

「やっぱり、魔王さまの秘術を教えてほしいのじゃ！」

　大きな瞳にうるうる涙を浮かべて、ぐっと顔を近づけてくる。俺のジャージを着ているというのに、甘い、女の子の匂いが鼻をくすぐる。

「いや、秘術って言われても」

　言いながら、俺はそっと距離を取る。

「お願いなのじゃあ！」

　言って、ルリファーが距離を詰めてくる。切羽詰まったルリファーに迫られている内に、カーテンで仕切られたベッドの近くまで追い詰められた。

「このままじゃ、クエストに失敗してしまうのじゃ！　最初から失敗なんて、あんまりにもダメダメなのじゃ！　なんとか、なんとかしたいのじゃ！　わらわ、大人になってもこんなちんちくりんなのは、ヤなのじゃよう！」

「クエスト以外の願望も入ってるぞ!?」

「魔王さまみたいに、身長13㎞になりたいのじゃあ！」

「いやだから、あれは嘘うそで……」

　なんて押し問答を続けていた時だった。

「……三み道どう、なにやってんの？」

「へっ？」

　俺の名を呼ぶ、男子の声。振り向くと、カーテンの隙間から、クラスメイトの男子が顔を出していた。名前は確か……佐さ藤とうくん。メガネの似合う、秀才っぽい男子だ。

「さ、佐藤くん？　なんでそこに」

「ちょっと、体調悪くてさ」

「あ、そ、そうなんだ。うるさくしてゴメン」

「……それより、お前。ルリファーさんと随分仲いいんだな」

　うおっ!?　まずい、対外的にはどこからどう見ても中二病なルリファーと仲がいいなんて思われたら、きっと俺まで中二病判定を受ける！

「いいや、仲がいいとかそういうんじゃなくてね!?」

「あー、いや。いいよ無理に否定しなくて。青春……てやつだもんな。俺は全然実感したことねーけど」

　青春＝若気の至いたり＝中二病ってこと!?

「いやほんと違うんだって！　ただ俺はルリファーを保健室に案内してきただけでね!?」

「ところで、身長13㎞って、なに？」

　最悪な質問来たーっ！

「そ、それは……冗談だよ！　ただの冗談！　だよな、ルリファー!?」

「わらわもっ！　わらわも魔王さまみたいに、身長13㎞になりたいのじゃ！」

　ダメだこいつ、聞いてない！　俺は涙目のルリファーを横に退けて、必死になって佐藤くんに言い訳する。

「か、勘違いしないでくれ佐藤くん！　13㎞っていうのはただの……」

　ただの……あれ？　ただのなんだって言って誤ご魔ま化かせばいいんだ!?　自分の身長が13㎞だと言い張る理由として、普通の高校生が最も用いそうな言い訳はなんだ!?

「……そう！　俺、中学時代から毎朝13㎞ランニングしてて！　ランニング始めてから、ぐんぐん身長が伸び始めてね!?」

「毎日13㎞？　超人かお前」

「いやーあはは！　俺、昔っからアウトドア派だから！　ゲームとか漫画とかインドアな趣味に興味ない人だから！　で、ルリファーも身長伸ばしたいから、一緒にランニングしたいって言うんだよ！　でもルリファー？　いきなり無理に長距離走ったら膝壊すぞ？」

　俺の言葉に、ルリファーはポカンとして首をかしげた。くそ、そんなあからさまに『何言ってるかわかりません』みたいな顔しなくてもいいだろ！

「そんなことより佐さ藤とうくん、体調は大丈夫!?」

「え？　ああ、別に大したことないよ。ちょっとめまいがしただけ」

「めまい!?　それは大変だ！　めまいは脳や三半規管の病気、あるいは自律神経や生活習慣病の予兆だってテレビでやってたよ！　はやく安静にしてないと！　さあ寝て寝て！」

「嫌なこと言うなよ……まあ、いいや。寝てるから、あんまり騒がないでくれな」

「うん、おやすみ！」

　佐藤くんが、カーテンの奥に引っ込む。姿が見えなくなる瞬間、ぼそりと声が聞こえた。

「美少女とランニングの約束……か。楽しそうな高校生活だな……」

「ああっ！　ちょっと待って弁解させて！」

「魔王さまぁ……わらわに13㎞になれる秘術を……」

「ええいひっつくな！　俺はいま大事な用事の最中なんだよ！」

「じゃが……このままではクエストが……」

「……うう、確かに」

　この場は弁解よりも、さっさとクエストを終わらせる方が先決だ。

　ルリファーをなだめて落ち着かせ、佐藤くんに聞こえないよう、小声で囁ささやいた。

「本当に、俺は身長を伸ばす秘術なんか、全然知らないんだって」

「うう……どうしても秘術はお教えくださらないのじゃな……」

　しゅん、と、ルリファーはひと時目を伏せたが、すぐに顔を上げた。蒼あおい瞳に、何やら決意がみなぎっている。

「なるほど。分かりましたのじゃ！」

「え、何？　もしかして身長を伸ばすアイデアでも思い浮かんだか!?」

「つまり魔王さまはこう仰おつしやられているのじゃな！　秘術などに頼るな、クエストをクリアする方法など自分の手で見つけ出せ、と！　……なるほど、不ふ肖しよう、このルリファー、及ばずながら自らの力で、身長を伸ばしてご覧に入れるのじゃ！」

　ルリファーは、ポケットから白いチョークを取り出した。

「ちょっと待て！　浮くのは禁止っつったろ！」

「いえ、今度は違いますのじゃ！　簡単な巨大化の魔法を自分にかけるだけなのじゃ！　13㎞には程遠いのじゃが……キングベヒモスくらいにはなれるのじゃ！」

「お前あのサイズになるつもりなの!?」

　思わず、大きな声が出てしまった。

　しゃっとカーテンが開き、ベッドから佐さ藤とうくんが顔をのぞかせる。

「うるさいんだけど……」

「ごめん！　静かにする！　ルリファーもほら、佐藤くんが寝てるんだから」

「魔王さま！　しばし配下の方とご歓談いただきたいのじゃ！　そのあいだにわらわは魔法陣を」

「やめろバカ！」

　今しも床に魔法陣を描こうとしていたルリファーから、慌ててチョークを取り上げた。ルリファーに取り返されないように頭上に掲げる。

「ま、魔王さまっ！　意地悪しないで欲しいのじゃー！」

　ルリファーは、ちっちゃい体でぴょんぴょん跳ねて、チョークを取り返そうとするが、幸い全然届いていない。

　佐藤くんが、再び怪け訝げんな顔で俺を見た。

「さっきから、魔法陣とか、べひもす？　とか、なんの話してんの？」

「え、あー、いや……そう、ゲーム！　ゲームの話だよ！」

「ふーん。三み道どうってゲームとかやるんだ」

　何気なく言われた一言に、俺ははっとした。ゲーム？　確かに俺は中学時代、ゲームしまくってたけど……あれ？　普通の高校生って、もしかしてゲームとかやらない!?　高校生にもなってゲームやるとか、オタクと中二病くらいのものなの!?

「あー、いや、俺はやらない……かな」

　とりあえず、危険な橋は避けることにする。

「じゃあ、なんでゲームの話ができるんだよ」

「え!?　あー、それは、あれだよ、えっと……そう！　ルリファーが日本のゲームが好きで、俺はそれを後ろで見てたっていうか！」

「あー。なるほどな」

　よかった！　とりあえず納得してもらえた！

「三道とルリファーさんって、一緒の部屋でゲームする仲なんだ。転校前から知り合い？　つーか、恋人？」

　新たな問題発生!?　俺はもうどうすりゃいいんだよ!?

「違うんだ佐藤くん！　俺とルリファーは全然、そういう関係じゃなくて……！」

「なんだよ、別にいいよ。お前とルリファーさんが付き合ってたって、俺は全然気にしないからさ。二人で勝手に幸せになれよバカ」

　気にしてない割には言葉が辛しん辣らつじゃない!?

「頼むから、せめて静かに寝かせてくれよ。どうせ俺はこれから、脳か三半規管の病気を発症して孤独に死んでいく運命なんだから」

　言うなり、佐さ藤とうくんはカーテンの奥に引っ込んでしまった。ああ……またなにか、余計な誤解が……。

　俺はがっくりと、その場に膝をついた。とにかく、このままルリファーとクエストを続けていたら、誤解が増える一方だ。早くクエストを済ませないと……。

「……ルリファー。とりあえずもういっかい測ってみるか？」

　俺が苦し紛れに聞くと、ひどく押し殺した声が返ってきた。

「ちょ……ちょっとお待ち頂きたいのじゃ……」

　見ると、ルリファーは何やらうずくまって、小刻みに震えていた。

「どうしたんだよ、お腹なかでも痛いのか？」

「いえ……その……ちょっと、背中がつったのじゃ……」

　ああ……そういやさっき、チョークを取り戻そうとして飛び跳ねてたもんな。

　……うん？　まてよ？

「なあ。背中の筋肉を伸ばしてみるのはどうだろう」

「背中の筋肉、なのじゃ？」

「ああ。背中の筋肉に引っ張られて姿勢が良くなると、身長がちょっと伸びるって、前になんかで見たことがあるんだ」

「じゃが……それはどうすれば伸びるのじゃ……？」

「だから、誰かと背中合わせになって」

　ルリファーに背中を向けて、両腕を後ろに突き出す。

「こうやって両腕を組んだら、引っ張られて背中に乗り上げる感じ……分かるか？」

「えと、えと……」

　ルリファーは俺の動きをトレースするように、両腕を後ろに突き出したり、エビ反りになってみたりして……、

「ひゃぐっ!?」

　またうずくまった。

「……大丈夫か？」

「せ……背中がずきんずきんなのじゃ……。さすが、魔王さまの秘術……。この痛みを乗り越えねば、クエストは達成できぬということじゃな……？」

「いや、それはただ背中がつってるだけだから」

　ルリファーの痛みが引くのを、しばらく待つ。

「そろそろ……痛くなくなってきたのじゃ！」

　言うなり、ルリファーは俺の背後に回り込んだ。

「……あ、俺とやるしかないのか」

「魔王さまに引っ張ってもらえば、１㎞ぐらいは伸びる気がするのじゃ！」

「学校が全壊するだろ……あ、待て。ここじゃまずい」

　佐さ藤とうくんの位置を確認して、カーテンで視線が遮られる場所まで、移動する。

「ここでいい、かな」

「よ、よろしくお願いします、なのじゃ」

　カチンコチンに固まったルリファーと、背中合わせになる。両腕を組み合わせて──、

「……う」

　細い腕が、絡みついてくる。スベスベで、柔らかくて、不思議な気持ちよさがあった。心臓が、勝手に高鳴り始める。腕だけじゃない。俺の腰にも、なにやら柔らかいものが当たっていて──だ、ダメだ、これ以上じっとしてたら、余計なことを考えてしまう。

「……っ、い、いくぞ？　絶対、大きな声は出すなよ？」

「は、はいなのじゃっ」

　ルリファーの緊張が、背中越しに伝わってくる。俺は、ルリファーを背中に乗っけるようにして、体を前に倒した。

「ひゃわっ!?」

　押し殺した悲鳴が上がる。驚くほど軽いルリファーの体が、ふわりと俺の背中に乗った。身体の色んな部分がぴったり密着して、これは、何というか……は、恥ずかしい。

　おまけに、顔のすぐ横から、「ひゃわ」とか「わわっ」なんていう、ルリファーの慌てふためく声が聞こえてくる。耳元で囁ささやかれてるようで、くすぐったい。……心臓に悪いな。

　しばらくその体勢を保たもった後、ルリファーを下ろした。

「よ、よし。急いで測るぞ！」

「はいっ！」

　ルリファーが身長計に乗って、俺がバーを下ろす。

「……１５２．２センチ！」

　小声で俺がそう告げると、ルリファーの表情に笑顔が戻った。

「魔王さま！　最初の数字に戻りましたのじゃ！」

「まだだ。もう一回やるぞ」

「は、はいっ！」

　すぐにもう一回、ルリファーを背中合わせで持ち上げた。

　いける。

　この調子で繰り返していけば、きっと──。

「いやー、ごめんね遅くなって。野球部で怪け我が人にんが出てさ」

　ルリファーを背中の上に乗せた瞬間、保健の先生が帰ってきた。

「……なにやってんの、キミ達」

「あー……いえ、ちょっとストレッチを……」

　俺は顔がほてるのを感じながら、すとん、とルリファーを床におろした。

「ふうん……？　ま、いいや。んじゃ、ささっと測っちゃいますか」

　先生はテキパキと用意をはじめた。

「ま、まま、魔王さまっ。困ったのじゃ、次が最後のチャンスみたいなのじゃっ」

「み、みたいだな。……ちなみに失敗したら、また後日っていうのは？」

　後日のチャンスがあるなら、今回は諦めるのもアリかも。

「だ、ダメなのじゃ。身体測定の日にやるクエストじゃから」

「……は？　じゃ、じゃあもしかして、これ失敗したら、次はまた来年？」

「なのじゃ」

　やべえええええええええ！　どうする、どうする俺。このままじゃ、少なくともあと一年間、ルリファーに付きまとわれるの確定だぞ!?　そんなことになったら、俺の高校生活は終了したも同然だ！

　考えろ、考えろ俺！　この場で、今すぐに、身長を伸ばせる方法を……。

「……ルリファー、じっとしてろ！」

　言って、俺はルリファーの頭を鷲わしづかみにした。

「ひゃ、ひゃあ!?　魔王さま!?」

「大人しくしろ、上う手まくできないから！」

「で、でも、ああ、な、なにを……」

　戸惑うルリファーには構わず、俺は急いで手を動かした。

　うん。我ながら上手く出来た。

「ま、魔王さま？　いったい何を」

　俺は、無言で鏡を指差した。そこには、輝く銀髪をポニーテールにしたルリファーが映っていた。頭の頂点辺りから、後ろに伸びるポニーテール。これで少しは、頭頂部を底上げできる……はずだ。

　ルリファーが、目を丸くする。

「ま、魔王さま、お上手なのじゃあ」

「ああ。昔はよく、妹の髪を結ってやってたからな」

「ほええ……」

「さあ、これで大丈夫だ。お前はもう、何も心配しなくていい」

「え……あ、もしかして」

　ルリファーが、何かに気づいたように目を見開く。















「これが、秘術なのじゃ？　この髪型にすると、背が伸びるのじゃ!?」

「え？　あー、そ、そうだ。そういう訳だから、行ってこい！」

「は、はいっ！」

　かなり強引だったが、ルリファーを送り出す。身長計に乗って、直立するルリファー。……ああもう、腰が曲がってる。まだ緊張してるのか。

「ルリファー、まっすぐ！」

「まっすぐ！」

「あとほら、顔を水平に」

「すいへい！」

「……君たち、仲いいね」

　先生に苦笑された。……が、気にしちゃいられない。

　計測が始まる。ルリファーはしっかり直立している。その頭に、先生の手でバーが下ろされていく。……頼む、伸びててくれ！　一ミリでもいい！　俺の、俺の平穏な高校生活のために！

　やがて、先生が口を開いた。

「……１５２．４センチ、だね」

「──っ！」

　俺とルリファーは、目を見合わせた。へなへなと、ルリファーがその場にへたり込む。

「ま、魔王さま……わらわ、やったのじゃ……！」

「ああ、やったなルリファー！」

　正直ほとんどイカサマに近い手だったとは言え、ルリファーが成功だと思ってくれたんならクエストは成功だ。ひとまず、ルリファーが一年残留する危険はまぬがれた！

「さて、いくら仲がいいって言っても、こっからは男子禁制だよ」

「はい？」

「体重に、スリーサイズ」

「あ……そ、そっか」

　身長だけで終わりのはず、ないよな。ルリファーを見る。俺の視線に、ルリファーは顔を真っ赤にして、両腕で胸を隠した。

「待ってるなら、そこね」

「え、ちょ、先生？」

　先生は、ベッドを隠すカーテンの方を指差した。

　俺がカーテンを閉めると、すぐに、衣きぬ擦ずれの音が聞こえ始める。「し、下着も取らなきゃダメなのじゃ!?」とかいうルリファーの声で、よからぬ想像が頭に浮かぶ。

　俺は慌ててかぶりを振って、ベッドに視線を向けた。

「……三み道どう」

　佐さ藤とうくんが、俺にジト目を向けていた。

「さ、佐藤くん？　その目はなに？」

「この際はっきり聞くけど、お前とルリファーさんって、どういう関係？」

　まずい。そういえばまだ、なんでルリファーが俺を慕ってくるかとか、なんで魔王さまなんて呼ばれてるかとか、まるで弁解してなかった。

「あー、えっと……そう、俺とルリファーは、実は昔ネットの掲示板で知り合って、魔王さまって呼ばれてるのは、えっと……当時の俺のハンドルネーム！」

「え？　あー、いや、そうじゃなくて、今どんな関係なのかなって」

　今の関係!?　ルリファーが俺の弟子とか言ってるからか!?　確かに、リアルで師弟関係とか絶妙に中二病っぽい！

「いやあの、昔、ネットで日本のこととか教えてたから、もっと日本のこと教えてください師匠！　みたいなノリ！　だから弟子とか言ってるの！　ちょっと日本語の使い方がおかしいだけ！」

「いやいや、そうじゃなくってさ、付き合ってんのかどうかってこと」

「あー、そうそう！　ちゃんと正しい日本の知識が覚えられるように、付き合ってやってんの！　日本の文化のレクチャー！　それを、ルリファーはクエストって呼んでてね？」

「あー、なるほど。現地の人と付き合うと、言葉とか覚えやすいって聞いたことあるな」

「そうそう！　言葉！　正しい言葉遣いを教えてんの！　そういう関係！」

「そっか……よくわかったよ」

「わかってくれた!?」

　我ながらナイスな言い訳だ。全然中二病っぽい要素もなく、ちょっと言葉が不自由な外国の子に言葉と常識を教えてる！　うん、これでいこう！

「そういうわけだから、みんなが誤解しないように、それとなく伝えといてもらえる？」

「伝える？　みんなに？　……まあ、ルリファーさん美人だしな、周知しとかないとあとあと面倒かもな」

「へ？　まあ、確かにルリファーは美人だけど……」

「わかったよ。俺から伝えとく」

　佐さ藤とうくんはなんだか遠い目をして請け負ってくれた。ああ、よかった、これでクラスでの誤解も解ける！

　……後日。

　クラス中に「三み道どうとルリファーが付き合ってる」という噂うわさが流れた。しかも「三道がルリファーに乞こわれて、仕方なく付き合ってるらしい」とまで。

　……一体、どこで何を間違えた。


















「ルリファーはついてきてない……よな？　さすがに」

　放課後、俺はそそくさと逃げるように下校した。

　もしかしたら放課後も付きまとわれるかも、と心配していたのだが杞き憂ゆうだったらしい。

「……そういや、あいつ、どこ住んでんだろ」

　周囲への警戒を解いて家の玄関の鍵を取り出しながら、そんな疑問が口をついた。

　人間界に、ルリファーが頼れるような人がいるとも思えない。魔法でなんとかしたんだろうか。そんなことを思いながらドアを開けたら、ルリファーが玄関で三つ指をついていた。

「お帰りなさいませ魔王さま。お風呂にするのじゃ？　それともご飯にするのじゃ？」

「……ここで何してんの」

「弟子として、魔王さまの寝食のお世話をするのは当然のことなのじゃ」

「いや、当然じゃないんで。帰ってもらっていいかな」

「ですが魔王さまのブログには『魔王は家事の手伝いなどしない。なぜなら忠実なメイドが食事からベッドの中まで』……」

「うわああああああっ！　思い出させないでくれええええっ！」

　中学時代、自分で淹いれた紅茶をすすりながら『ふむ、エミリー（メイドでサキュバス）の淹れた紅茶は格別だな』とか言って悦に浸ってた記憶が脳裏をかすめる。

「とにかく！　お世話とかいらないから！　帰ってもらえる!?」

「いいえ魔王さま。それではわらわの気が収まりませんのじゃ！」

「お前がいると俺の気が休まらないんだよ！」

　ああくそ、いつものことだが話がまるで通じない！

　俺は急いで家に上がって、ルリファーの腕を掴つかんで引っ張った。

「とにかく、ここじゃまずい。俺の部屋で話すぞ！」

「はわ？　ま、魔王さまのお部屋!?　わ、わわ、わらわまだ心の準備が……」

「いいから来いって！」

　このまま、玄関で話しているのは非常に危険なのだ。なぜならそろそろ……とんでもなく怖い同居人が帰ってくる。玄関先でルリファーと鉢合わせでもされたら、非常にまずい。

　ルリファーの手を引いてそろそろと階段を上り、自室の前にたどり着いてほっと息をつく。どうやらまだ「あいつ」は帰ってきていないらしい。安心しきった俺は、なんの警戒もなくドアを開けて……部屋の中にいた女の子と目があった。

「あ」

　俺は慌てて、ルリファーを背中の後ろに隠す。

　女の子は、切れ長の涼やかな瞳で俺を見る。ゆるくウェイブのかかった艶あでやかな黒髪、しゅっとした輪郭、ファッション誌の表紙を飾っていてもおかしくない、垢あか抜ぬけた顔立ち、スラリとした体つき……身内の贔ひい屓き目めを抜きにしても美少女の部類に入るであろう彼女は、俺がこの世で最も恐れている同居人にして……俺の、妹だ。

「えと……お前、何してんの……？」

「別に」

　妹は冷たく言うと、俺の方を見ようともせず、部屋を出ていった。

　おかげで、背中に隠したルリファーのことはバレずに済んだが……。

　とにかく、俺はルリファーを部屋に引っ張り込んで、ドアを閉めた。

「ルリファー。大事な話がある」

　俺はルリファーをまっすぐ見つめて、華きや奢しやな撫なで肩がたを掴つかんだ。

「ま、魔王さまのお部屋で……だ、だ、大事なお話……！」

　ルリファーはハッとして、わたわたと目を泳がせた。

「そ、そそそ、それはちょっと早すぎなのじゃ、魔王さま！　いいえ早すぎというかなんというか、そもそもわらわはただの弟子であって、それ以上には……」

「俺の話聞いてる!?　頼むから落ち着いて聞いてくれ！　本当に大事な話だから！」

　ルリファーは頬ほおを赤く染めて、こくんと頷うなずいた。……頼むから真面目に聞いて欲しい。

「今、部屋を出ていった女の子いたろ？　あれ、俺の妹なんだ」

「ふえ？　妹さま、なのじゃ？」

「ああ。それで、妹に、えっと……ルリファーみたいな子が家にいると知られると、その、ちょっと、やばい」















　ルリファーの手前、言葉を濁にごしてしまったが……つまるところ、うちの妹は、重度の中二病嫌いなのだ。

　一つ年下の妹は、どうやら俺が三千世界の魔王だと荒あらぶっていた頃、兄のおかしな言動のせいで、だいぶ嫌な目にあっていたらしい。

　具体的に何があったのかは、まるで話してくれなかったけど……「お兄ちゃん大好き！」なんて言って、何ど処こへ行くにも俺の後ろをついてきていた妹が、いつの間にか「ゴミ出してきて。なんならあんたも回収されてきて」なんて言うようになったんだから、きっと相当のことがあったんだろう。

　そんな変化に俺が気づいたのは、ゴミ箱に丸めて捨てられていた、妹の作文『将来の夢』を読んだときだ。

『わたしの夢は、兄のようにならないことです』

　作文は、そんな一文から始まっていた。

『兄は、ある時を境に、変わってしまいました。私の夢は、まともに生きて、まともに学校を卒業して、まともな職業に就くことです。私がまっとうに生きているのを見て、兄が昔の……変わってしまう前の兄に戻ってくれること。それだけが、私の将来の夢です』

　この作文をきっかけに、俺は、中二病をやめようと決心した。

　中二病をやめ、自分では更生したつもりの今でも、妹の態度は中学時代と同じ、冷たいままだ。いま、対外的には中二病でしかないルリファーと一緒にいるところを見られたりしたら……考えたくもない。

「ともかく、妹に、お前が家に上がったことがバレるとまずいんだよ」

「なるほど……わかったのじゃ」

　ルリファーは、いつになくあっさり頷うなずいた。

「それではわらわ、今から妹さまにご挨拶を」

「ちょっと待って俺の話聞いてた!?　バレたらまずいんだって！」

「わかっておるのじゃ！　わらわが断りもなく家に上がり込んだので、妹さまが怒っておられるということじゃろ？　いまからきちんと、謝罪とご挨拶を」

「そういう意味じゃないんだって！　とにかく妹に会って欲しくないの！」

　ルリファーは、ハッとして悲しげな顔になった。瞳にうるうる涙がたまる。

「もしかして……わらわのような落ちこぼれの弟子は、妹さまに見せたくないと……？」

「いや、落ちこぼれだなんて言ってないだろ？」

　しゅんとして、ルリファーはうつむいてしまった。ああ、このままじゃ話が進まない……。なんとか、穏便にルリファーを妹から隠せないだろうか？

「あー……そうだ、ルリファー。これはクエストなんだよ！」

「クエスト……？」

　ルリファーが、長いまつげをふるふるさせながら、上目遣いに俺を見た。

　俺は必死に、思い出したくもないブログの内容を思い出す。

「そうそう、ほら、俺が愚民どもに追われて逃げたとか……そんなブログがあったろ？」

　俺の言葉に、ルリファーはぱっと顔を輝かせて、写本を取り出した。

「なるほど！　このクエストじゃな！」

「うんうんそうそう。それだから。あんまり俺に見せないで直視したくないから」

「なるほど、魔王さま。いつでもわらわのことを第一に考えてくださる……。分かりましたのじゃ、魔王さま！　わらわ、このブログ通り三回……いえ、先ほど一度隠れたので、あと二回、立派に妹さまの目を欺あざむいてみせるのじゃ！」

「二回と言わず、ずっと……ああ、いいや、自主的に隠れてくれればそれで……」

　こうして不本意ながら、俺の家での「かくれんぼクエスト」が始まった。

　……とはいえ、部屋にこもっている限り、妹に見つかる心配はそうない。妹は俺が中二病になってからというもの、目を合わせるのも嫌なようだし、部屋になんて入ってくるはずがない。さっき俺の部屋にいたのが不思議なくらいだ。

　やることがなくなってくると……今更ながらに、ルリファーのことを意識してしまう。よく考えたら俺、美少女と部屋でふたりっきりだ。

　ルリファーも、なんだか所在無さげに、俺の枕をふにふにといじっている。

「あの、魔王さま……」

「へ!?　な、なに!?　喉でも渇いたか!?　飲み物とってくるか!?」

「いえ、そんな滅相もないのじゃ！　そうではなく……あの、ご家族の他に、魔王さまのお部屋に上がった方は、今までおられるのじゃ……？」

「へ？　……いや、いないけど」

　部屋に呼べる友達なんていなかった。するとルリファーは、なぜか嬉うれしそうに笑った。

「では……わらわが、初めて魔王さまの部屋に上がった弟子、ということじゃな。それは、とっても、光栄なのじゃ」

　さらっ、とルリファーは髪の毛をかきあげた。俺の枕を見下ろすルリファーの蒼あおい瞳が、なんだか、いつになく……色っぽく見えた。

　……なんだか、ドキドキしてきた。再び部屋に満ちた沈黙に……耐えられそうにない。

　本当に飲み物でもとってこようかと思った、その時だった。

「……いる？」

　ドアの外から、妹の声が聞こえてきた。

　やばい!?

「隠れるぞ、ルリファー！」

　俺は声を抑えて言って、ルリファーの手を取った。ドアノブがガチャガチャと動く。俺はとっさに、目についたクローゼットに飛び込んだ。

　クローゼットの扉を閉めるのと、妹が部屋のドアを開けるのが、ほぼ同時だった。

『あれ、いない……？』

　扉の向こうで、妹の困惑した声がする。……つーか、俺まで隠れる必要なかったじゃん。

「あの……魔王さま……ちょっと……」

　ルリファーの声が、すぐ間近に聞こえる。それもそのはず、狭いクローゼットの中で、ルリファーは俺に正面から抱きつくような形でなんとか収まっているのだ。

「ルリファー、静かに」

「すみませんのじゃ、魔王さま……。でもその、膝が……ひゃうっ」

　ルリファーがぴくんと震えて、俺の胸にしがみついてきた。腹のあたりに、柔らかな胸が触れて……俺の片膝を、すべすべした温かい何かが挟み込んでいた。

「そのっ……魔王さまの膝が……えと、あ、足のあいだに、す、滑り込んで……」

「うわっ、ごめんルリファー！」

「ひゃわあっ！　動かないでほしいのじゃあっ！」

「しーっ！　ルリファー！　しーっ！」

　ルリファーの顔を胸に押し付けて、なんとか声を押し込める。ルリファーの銀髪と、クラクラするほど甘い匂いが間近にあって……どうにかなりそうだ。

『……ま。あいつがいないならいないで、好都合かな』

　扉の向こうから、妹の声が聞こえる。とりあえずバレてはいないようだ。

　……と思ったら、引き出しやら戸棚を開ける音が聞こえ始めた。

　俺の部屋を漁あさってる!?　なんで!?

「ま……魔王さま……くるし……」

「あ。ごめん……」

　手を緩めてやると、ルリファーはフラフラしながら、俺から離れようとした。

「わらわ、わらわもう……いろいろ限界なのじゃ……」

「バカ待て！　今出たら見つかるって！」

「じゃけど……じゃけどぉ……」

　俺の手から逃れようとするルリファーは、なぜか耳まで真っ赤だ。

　そうこうしているあいだにも、妹の足音が近づいてくる。クローゼットのすぐ隣の本棚を漁る音がする。次は……ここだ。くそっ。

　俺はルリファーを片手で抱きよせ、胸に当たる柔らかな感触に極力意識をやらないようにしながら、内側からクローゼットの扉を押さえた。

　間一髪、妹がクローゼットの扉を外から引っ張る。

『あれ？　鍵かかってる……』

「ひゃわ……魔王さま……わらわ、気が遠く……」

「我慢しろ！　もうちょっとだから！」

　妹は、何度かクローゼットの扉を引っ張ったが、開かないとわかると、

『……ふん。どうせここに隠してるんでしょ』

　と、捨すて台詞ぜりふのように言って、部屋を出ていった。

　部屋のドアが閉まる音と同時に、俺とルリファーは転げるようにクローゼットを出た。

　助かった……。

　ルリファーは真っ赤になったままへたりこんで、何やらつぶやいている。

「魔王さまに抱きしめられた……魔王さまに抱きしめられた……」

「あ……ごめんな、不可抗力とは言え」

「ひゃわっ!?　いい、いいえっ！　いいのじゃっ！　くくく、クエストじゃからっ！」

　自分の体を守るように抱きしめながら、ルリファーはぶんぶんとかぶりをふった。

　しかし……なんで今日に限って、こう何度も妹が部屋に入ってくるんだろう。

　さっき「隠した」とかなんとか言ってたし、もうルリファーのことに感づいているのかもしれない。……なんにせよ、ルリファーには早く出て行ってもらったほうが良さそうだ。

「ルリファー。それじゃあ次は、妹に見つからないように、こっそり外へ……」

　がちゃっ。

　ドアノブがひねられた。俺は反射的にルリファーを抱えあげ、クローゼットに放り込む。妹が部屋に入ってくるより一瞬早く、クローゼットのドアを閉めることができた。

　妹が俺を見て、切れ長の瞳をちょっと開く。

「いたの」

「あー、うん。なんで？」

「別に」

　妹はふいっと俺から顔を背けて、クローゼットに向かった。その手には……マイナスドライバーが握られていた。

「え、ちょっと待って。クローゼットは……」

「うるさい」

　ぴしゃりと言って、妹はクローゼットの扉にドライバーを差し込むと、テコの原理でこじ開けた。……お、終わった。

　だが幸い、開けてすぐ見える位置にルリファーはいなかった。妹は、中二病グッズや衣装を捨てたことでだいぶすっきりしたクローゼットを一いち瞥べつする。

「……前は、クローゼットいっぱいに詰まってたのに」

　ぽつりと呟つぶやいて、妹が振り返った。冷たい眼まな差ざしが、俺を見る。

「あのさ。ひとつ聞いていい」

「な、ななな、なに!?」

　見つかったか!?　見つかったのか!?　……妹はじっと俺を見据えたまま、言った。

「あんた、中二病やめたの」

「……へ？」

「だから、魔王がどうとか魔界がどうとか、おかしなこと、やらなくなったの？」

　有無を言わせぬ妹の言葉に、俺は話の流れが読めないながらも、頷うなずいた。

「お、おう……」

「変な本とか衣装とか、全部捨てたの」

「あ、ああ……」

「ふーん……ちょっと前から薄々思ってたけど、やっぱそうなんだ……」

　妹は独り言のように言ってから、再び、俺を睨にらんだ。

「ほんっとーに、もう何も残ってないのね」

「も、もちろん。何一つ残ってないし、もう思い出したくもない」

「……そっか」

　不意に……妹の頬ほおに、かすかな笑みが、浮かんだ気がした。

「それだけ確認したかったの。……勝手に部屋あさって、ごめん」

　妹が俺に謝るなんて……何年ぶりだ？

「ねえ、今日の夕御飯。私が作ってあげようか」

「え？　なんで？　っていうかお前、料理苦手じゃ……」

「別に、そういう気分なの。それに、料理くらいできるよ。バカにしないで」

　ふい、と視線をそらして、妹は部屋を出ていく。あっけにとられた俺が見守る中、妹は、後ろ手にドアを閉める直前に、視線だけで俺を振り返った。

「ご飯できたら呼ぶから、すぐ来てよね。……──お兄ちゃん」

　ぱたん。

　妹が出て行って、部屋に静寂がもどる。俺は……大きくため息をついた。

　とにかく、見つからずに済んだ……。それに期せずして、クエストもひとつ消化だ。

　ルリファーを出してやんなきゃな、とクローゼットに向かいながら、俺は、そういえば妹に「お兄ちゃん」なんて呼ばれたの、小さい頃以来だなと、ふと思った。

「ルリファー？　クエスト達成だ。もう出てきていいぞ」

　クローゼットの奥に仕し舞まい込こんだ、冬用の毛布をどかすと、ルリファーがちっちゃく丸まっていた。また、いいところに隠れたものだ。だがルリファーは、掘り当てられても俺の方を見ず、ただ、耳まで真っ赤になって、手に持った一冊の本を凝視していた。

「……ま、魔王さまは……おお、お、おっぱいの大きい女の人が好みなのじゃ……？」

　見られちゃいけない本だった。

「ルリファー！　その本をしまいなさい！　今すぐ！」

「ひゃっ、ひゃわあああああ!!　ダメなのじゃ魔王さま！　わらわと魔王さまは健全な弟子と師匠で！　わわ、わらわ実は本当はおっぱいちっちゃいのじゃー！」

　本を奪い返しにかかった俺に、なんの勘違いをしたのか、ルリファーは本を抱えて胸元を必死に隠す。だが俺も必死だ。本を取り返そうと、ルリファーの胸元に手を伸ばし……。

　がちゃっ。

「お兄ちゃん。カレーとシチューだったらどっちが……」

　部屋に入ってきた妹に、バッチリ見られた。

　ここ数年でもっとも柔らかくなっていた妹の眼まな差ざしが、刃物のように鋭く変わる。

「何やってんだ、あんた」

　妹の冷たい声に、俺は返事が出来なかった。



　※



　俺とルリファーは、リビングの、固く冷たいフローリングの上に、正座していた。

　目の前には、椅子に腰掛けた妹が、足を組んで俺たちを見下ろしている。

　刃のように細められた瞳に宿る、圧倒的なプレッシャー。ルリファーが召喚した魔獣と、今の妹、どっちかと喧けん嘩かしなきゃいけないと言われたら……俺は僅きん差さで魔獣を選ぶ。

「なに女の子連れ込んでんの」

　恐ろしいほど静かな声で、妹は言った。

「ええとですね、これには色々と事情があってですね」

「なに女の子連れ込んでんの」

「別にやましい目的があって連れ込んだとか、そういうわけでもなくて……」

「なに女の子連れ込んでんの」

「頼むから話を聞いてください！」

　そこで、隣で涙目になって縮こまっていたルリファーが、決然と顔を上げた。

「妹さま！　魔王さまは悪くないのじゃ！　わらわが無断で家に……」

「魔王さまぁ!?」

　妹の絶対零度の眼差しが、俺を射貫いた。

「なに!?　もしかしてこの子、中二病のお仲間!?」

「いやそうじゃなくて！　ただえっと……ほら、この子外国の人だから、ちょっと日本の文化を誤解してて、アニメとか漫画の影響が強くてね!?」

「つまりなに、日本の知識のないこの子に、魔王だとか魔界だとかってわけわかんないこと教えて、中二病のお仲間にしようとしてるってこと!?」

「違うよ！　どうしても俺を中二病にしたいのか、お前は！」

「そうなのじゃ！　魔王さまがお教えくださってるのはチューニビョーではなく立派な」

「ちょっと黙っててねルリファー！」

　妹が、胡う乱ろんげな眼まな差ざしで俺とルリファーを交互に見る。

「じゃあ、百歩譲って中二病のお仲間じゃないとして、なんでこの子がうちにいるの」

「それは……あー、えっと、この子は今日、俺のクラスに転校してきた子で……えっと、あれだ、父さんが海外で知り合った人の娘さんで、ホームステイをね……」

「なに!?　もしかして家に泊めたいって話!?　中二病のお仲間じゃないし、友達なんているはずのないあんたが、家に女の子泊めたいってことは……それってつまり……」

　妹が、めまいでも起こしたように頭を抱えた。

「却下。絶対却下。許さないから。今すぐ生まれた国に強制送還してきて」

「待って欲しいのじゃ妹さま！　わらわは、わらわはどうしても、この家にお仕えしたいのじゃ！」

「なによお仕えって！　外国から来たばっかりのあなたに、何ができるの!?」

　妹の鋭い視線に気け圧おされてちっちゃくなりながらも、ルリファーは言う。

「そ……それではわらわ、晩御飯を作りますのじゃ！」

　ルリファーの言葉に、妹の眼差しが獲物を見つけた猛もう禽きん類るいみたいに細まった。

「へーえ。じゃあやってもらおうじゃない。ただし、ほんのちょっとでも不手際があったり、出来上がったご飯がまずかったりしたら、追い出すから。いい？」

「お任せ下さいなのじゃ！」

　ルリファーは決意に満ちた眼差しで言って、キッチンに駆け込んで行った。妹が、ふんと鼻を鳴らす。こいつ……全力で難癖つけて追い出すつもりだ……。

　ちなみに、俺も妹も料理はからきしできないので、いつも食事は買って済ませてしまう。そのため、冷蔵庫に大した食材はない。それも見越しての申し出だろう。

　俺としてはそれ以前に、ドジのルリファーに火や包丁を使わせるのがまず怖いのだが。

　俺は、せめてルリファーに精一杯頑張るだけの時間を作ってやろうと、すぐにでも様子を見に行こうとした妹を呼び止めた。だが、俺の言葉は全て、妹の「だからなに」でぶった切られ、ほとんど足止めの役には立たなかった。……すまん、ルリファー。

　ついに、妹がキッチンを覗のぞき込こんだ。

「遅い！　どんだけ手際が……」

　言いかけた妹が絶句した。俺もキッチンを覗き込んでみて……言葉を失う。

　ふわふわのだし巻き卵、シーザーサラダ、その他もろもろ。あのすっからかんの冷蔵庫からどうしてこれだけ作れたのかと不思議になるような料理が、すでに出来上がっていた。

「もうちょっとお待ち頂きたいのじゃ！　いまご飯が炊けるのじゃ！」

「……ルリファー、お前、料理うまいのな」

　ルリファーは、照れたように微笑ほほえんだ。

「えへへ。わらわ、魔王としては落ちこぼれじゃったから……少しでも、ほかのことでみんなの役に立ちたいと思って、お料理とか、お掃除の練習をたくさんしたのじゃよ」

　こいつ、魔王の娘に生まれなかったら、ものすごく幸せに生きられたんじゃなかろうか。

「……ぐぬぬ」

　妹が憎々しげに、だし巻き卵を睨にらんでいた。しかし口の端からは、よだれが垂れていた。

　やがて食卓に並んだ料理の数々は、いつもコンビニ弁当で済ませてしまう俺たちにとっては、ちょっとしたご馳ち走そうだった。まだ不満そうな妹が、だし巻き卵を箸でつまむ。

「ふん。どうせ見た目だけ……」

　だし巻き卵を口に入れた妹が、言葉を失った。

　俺も試しに、一口食べてみる。卵のほのかな甘あま味みと、だしの香りが、口の中にあふれた。

「……うまい」

　エプロン姿のルリファーが、ぱっと顔を輝かせる。

「お、お口にあったのじゃ？」

「ああ。ほんと。こんなうまい卵焼き、食べたことない」

「え、えへへ。ほんとなのじゃ？　ほんとに美お味いしいのじゃ？」

「ああ、うん、だから美味しいって」

「もう魔王さまったらー、褒めすぎなのじゃよう」

　ルリファーが心底嬉うれしそうに、体をくねらせてエプロンの端をぎゅうっと握った。……こいつ、褒められる機会が少ないだけで、実は結構調子に乗りやすいんじゃなかろうか。

「……美味しくない！」

　突然、妹が箸をテーブルに叩たたきつけて立ち上がった。

「なんなの一体!?　お兄ちゃんもお兄ちゃんよ！　中二病やめたと思ったら女の子連れ込んでいちゃいちゃして、最低！」

「お、お前、なんで半べそ……」

「うるさいっ！　美味しくないったら美味しくないの！　私は……私は絶対認めないからね！　お兄ちゃんの恋人と同居なんてっ！」

　妹の叫ぶような声が、リビングに響き渡った。

「…………えっと。誰と、誰が、恋人だって？」

「お兄ちゃんとそのひとよ！　中二病のお仲間じゃないのに同居したいってことは、そういう事なんでしょ!?」

　びしっ、と妹に指さされて、ルリファーの白い頬ほおが……ぼっ、と真っ赤になった。

「わ……わらわと、まま、魔王さまが、恋人……!?　そ、そそそんな滅相もない！　畏おそれおおい！　そんなことあるわけないのじゃ！　わらわはせいぜい帰り道に後ろをついてきたケルベロス！　ただのペットくらいにしか思われてないのじゃ！　ねっ!?」

「そこまで言われると、逆に同意しづらいんだけど」

「あ……わらわごときでは、ペットの立ち位置すらおこがましいのじゃ……？」

「いやそうじゃなくって。そもそもペットだなんて思ってないし」

「魔王さま……わんわん、なのじゃ」

「やめて！　それはそれで変な誤解を招くから！」

　俺とルリファーの言葉に、妹が、きょとんと目を丸くした。

「……恋人じゃ、ない？」

「だから、違うってば。この子は父さんの知り合いの娘で、ホームステイしに来ただけ。別に恋人でもないし、中二病のお仲間とかじゃ断じてない」

「なんでそれ、最初に言わないの」

「お前が全然話聞いてくれなかったんだろ!?」

　俺の言葉に、妹は、すとん、と席に座った。そのまま、シーザーサラダのレタスを一口。

　もぐもぐ、ごくん。

「おいしい」

　……はい？

「ルリファーさん、だっけ？　これから、ごはん当番お願いしてもいい？」

「へ？　あ、はいなのじゃ！　喜んで！」

「そう。じゃあ、これから宜よろしくね」

　……なんだ、突然のこの切り替えは。

　とにもかくにも、俺とルリファーは顔を見合わせた。

「お許しが出たのじゃ！　魔王さま、わらわ、わらわ嬉うれしいのじゃ！」

　ルリファーの満面の笑みに、俺も笑顔で返して……あれ、まてよ？　そもそも俺、ルリファーと同居なんて望んでたっけ？　否いや、望んでない。学校の外でまで、こいつに付きまとわれるなんてまっぴらだ。

「……あー、えっと、妹よ。やっぱり、年頃の男女がひとつ屋根の下で暮らすというのはいささか問題がね？」

「じゃあルリファーさんは、うちの両親の部屋使って。二人とも長期出張で、空き部屋になってるから」

「はいなのじゃ！　妹さま！　ありがとうなのじゃ！　ありがと、あ痛っ」

　ルリファーは感激してぺこぺこ頭を下げ、勢いよくテーブルに額を打ちつけた。

「ちょっと二人とも俺の話聞いてくれない!?」

「なにようるさいなぁ。いいじゃない、料理できる人がいたほうが食費も浮くし、それに、どうせ私が嫌って言っても、引かないつもりだったんでしょ？」

「どうしてそうなるんだよ!?」

　流れでルリファーに味方しちゃってたけど、正直今すぐ出てってほしいよ!?

「だって、右も左もわかんない外国で、女の子ひとり放り出せるようなやつじゃないもんね。……そんくらい、私にもわかってるよ」

　いいやお前は俺のことを何一つわかってない！

　だが妹は、ちょっと恥ずかしげに顔をそらすと、呟つぶやくように言った。

「お兄ちゃんのそういう、バカみたいに優しいとこ……私は、嫌いじゃないし」

　なんで数年ぶりの俺への褒め言葉を、こんなところでブッ込んできやがる!?

　そんなこと言われたら、もう、今から追い出したいなんて……言えるはずもなく。

　エプロン姿のルリファーが、眩まぶしいばかりの笑顔とともに、頭を下げてきた。

「これから、誠心誠意お仕えさせていただきますのじゃ、魔王さま！」

　こうして、ルリファーは我が家に住むことになった。

　……俺の平穏な高校生活は、一体どこへいったんだ。


















「魔王さま！　わらわがこの数式を解くと、何が出ると思うかの!?」

　うららかな午後の昼下がり。屋上の床に数学の教科書を広げて、ルリファーが言った。

　なにかを期待するように前のめりになって、息がかかるほど間近で、きらっきら輝く蒼あおい瞳を俺に向けてくる。

　数式を解くと出るのは『答え』……と、順当に答えていいものか。

　遊んでとねだる子犬みたいなルリファーの態度は、別の何かを期待している気がする。

　俺は、とりあえず口に運んだ唐揚げを咀そ嚼しやくしながら、考える。

　ルリファーがいつ、俺の暗黒時代の逸話をほじくり返すかわかったもんじゃないから、最近は、ルリファーと二人、人気のない屋上で弁当を食べるのが日課になっていた。

　ちなみに弁当は、ルリファーのお手製だ。

「えーっと」

　俺が答えに迷っていると、ルリファーの大きな瞳が、うるうるしてきた。

「あ、わ、わらわ……魔王さまに恐れ多いことを聞いたのじゃ……？」

　また何か勘違いしだしたぞ……。

「この数式をといたら何が出るかくらい、お分かりにならないはずないのに……わらわ、自慢げな口を利いてしまって……」

「えっと……３ｘじゃないかな」

「ああっ！　魔王さまがとぼけてらっしゃるのじゃ！」

　ルリファーが、ちっちゃな両手で顔を覆おおった。な、なにを期待されてるんだ一体……。

「えーっと、俺にはよくわかんないなー。ルリファー、教えてくれる？」

「ま、魔王さまが……わらわを咎とがめないばかりか、知識を披露するチャンスまでくださっているのじゃ……。わらわ、わらわ……お優しい魔王さまの弟子で、幸せ者じゃ……」

　俺の言葉をありがたがっていたルリファーは、こほんっ、と可愛かわいく咳せき払ばらいをすると、豊満な胸を張って言う。

「魔王の言葉は等しく呪文！　ゆえに、たとえ数式であろうとも、魔王が答えを解き明かせば、魔界の眷けん属ぞくどもが召喚される大魔法となる！　のじゃ！」

　……ああ、話の流れが読めた。

「ゆえに！　魔王たるもの、あらゆる言葉に自覚と責任を持ち、純然たる世界の真実のみを告げるべし！　すなわち……」

「また、クエストやるんだな……」

「さすが魔王さま！　わらわが言う前に、答えを導き出してしまったのじゃ！」

「いや、誰だって分かるから」

　ああ……また俺の平穏な高校生活に、終しゆう焉えんの危機が……。



　青空の下、美少女とふたりで勉強会。

　それだけ聞いたら、まさに理想的な、充実した高校生活だ。

「魔王さま。クエスト達成のため、ご教授のほどお願いしますのじゃ！」

　その美少女が、俺のことを魔王さまなんて呼んでなければ。……ほんと、なんでこいつ、魔王の娘なんだろう。

　とにかく今回のクエストは、ルリファーが午後の授業中、教師に質問されたすべての問題を、正確に答えられればクリアだ。午後の授業は日本史と世界史。ルリファーが何を質問されてもいいよう、今のうちに予習をしておくことにする。

「ところでルリファー。お前、勉強得意なんだっけ？」

　俺の質問に、ルリファーは、はたと黙った。もじもじしながら、ちっちゃく縮こまる。

「わ、わらわ……その、家庭科なら得意なのじゃっ。今日の晩御飯は肉じゃがなのじゃ！」

「うん。午後の授業は歴史オンリーなんだ」

「えと、えと、魔界の歴代魔王の名前なら、全員そらで言えるのじゃっ！」

「言ってもみんな分からないと思うけど、絶対言わないでくれよな」

「はうう、で、では、わらわは一体どうすれば……」

　こっちのセリフだよ……。けどまあ、人間界に来たばかりのルリファーに、いきなり歴史の授業は難しいか。

　幸い、高校のはじめなので、授業は中学時代の復習が主だ。そんなに難易度は高くない。

「じゃあ、簡単な問題からいくか」

「わ、わらわ頑張るのじゃ。魔王さまに呆あきれられたら、ヤじゃから……」

Ｑ１　日本史

　天下取りを目指した武将たちの気性を表した、「ホトトギス」が出てくる句の中で、織田信長を表した句は？

「それなら知ってますのじゃ！　ホトトギスの絵が可愛かわいかったので覚えたのじゃ！」

　魔王らしからぬ覚え方だが、それはもう、この際置いておく。

「鳴かぬなら、こ……」

　はっとして、ルリファーの口が止まった。おっきな瞳に、うるうると涙がたまりだす。

「鳴かぬなら、こ、ここ、こ……」

「どうした。あってるぞ。もう一息」

「鳴かぬなら……ご飯をあげよう、ホトトギス」

「いい飼い主だな」

　ルリファーが、あわあわしながら俺の肩を掴つかんでくる。なにやら焦っているようで、ルリファーは気にしてないみたいだが、端正な顔立ちが息がかかるほど近づいてきて……ちょっと、気け圧おされる。

「だって！　だって！　鳴かないからって、殺すなんてやりすぎなのじゃ！」

「いや別に本当に殺したわけじゃなくてさ。他人が作った俳句だからさ」

「そんな！　なんて酷ひどい句を作るのじゃ！　鳴かないホトトギスをあいつはきっと殺すだろうってことなのじゃ!?　まるで血も涙もない魔王みたいなレッテルじゃ！」

　そりゃ信長は第六天魔王とか呼ばれてたけどさ。まさか本物の魔王候補に魔王呼ばわりされるとは思ってなかったろうよ。

「わかった、問題を変えよう」

「はうう……ごめんなさいなのじゃ……」

Ｑ２　世界史

　マリーアントワネットが飢えたフランス国民に向かって発した言葉は？

「それも覚えてますのじゃ！　お姫様のドレスが素敵だったので！」

　魔王らしからぬ覚え方……いや、もういいや。

「パンがなければお菓子を……」

　はっ、とルリファーが目を見開き、また、瞳がうるうるし出す。

「お菓子をあげるのじゃ……」

「お前がアントワネットだったら処刑されずに済んだのにな」

「だって！　パンも食べられない人の家に、お菓子があるはずないのじゃ！　アントワネットは意地悪なのじゃ！」

「だから処刑されたんだろ！　てかちょっと顔近い！　落ち着け！」

　再び俺の肩をつかみ、鼻先がつくほど顔を寄せていたルリファーは、顔を真っ赤にして、慌てて俺から離れた。小さく縮こまって、もじもじと、ルリファーは言う。

「ご、ごめんなさいなのじゃ……」

「いや、いいけど……」

　そんなに真っ赤になられると俺も、さっきまで間近にあった銀髪の甘い匂いを思い出してしまう。

　そのまま俺たちは、お互いちょっと顔を背け合ったまま、ひとしきり、沈黙した。

　いや、何ドキドキしてんだ俺！　こいつは美少女とは言え魔王候補だぞ!?　対外的には中二病だ！　さっさと帰ってもらわないと、俺の高校生活はノーフューチャー！

「と、とにかくあれだ……。お前は勉強より、その性格をなんとかしないとな」

　残酷な答えが一切言えないとなると、特に歴史はハードルが上がる。……なら。

「実践形式にしよう！　俺を今から先生だと思え！」

「せ、先生なのじゃっ!?」

「おう。本番を想定するんだルリファー。一問でも間違えたらクエスト失敗。お前は、立派な魔王にはなれなくなる！」

「ま、間違えたら、し、しし失敗……!?」

　ルリファーの端正な顔立ちに、緊張が走る。ルリファーにとって、立派な魔王になることこそが至上命題なはず。失敗したら魔王になれない、と意識できれば、解答に集中できる……はずだ。

「じゃあルリファーさん。答えてもらおうかな」

「ひゃ、ひゃいっ！」

　教師を装った俺の言葉に、ルリファーが姿勢を正して、豊満な胸を張る。

「天下取りを目指した武将の気性を表した句で、織田信長の句は!?」

「はわ、な、ななな鳴くよウグイス！　ホトトギス！」

「どんだけ鳥好きなんだよ！　次、マリーアントワネットが飢えた国民に言ったのは!?」

「えと、えと、ぱっ、パンもお菓子も食べませんっ！」

「ダイエット中か！」

「ごっ、ごごごめんなさい魔王さまっ。わらわ……わらわ、失敗しちゃいけないって思うと、あたま、真っ白になるのじゃ……」

　ルリファーは長い銀髪をかき集めて、自分の顔をうずめて隠した。細い肩が、緊張のせいだろうか、小刻みに震えている。……そうだった、こいつのテンパリぐせを忘れてた。

　リラックスすれば残酷なことを言えなくなる、緊張させればテンパる。じゃあもう、どうすりゃいいんだよ！

「ごめんなさい、魔王さま……。ごめんなさいなのじゃ……。今度はちゃんと成功します、成功しますのじゃ……だから、だから次の、問題を……」

　言いながらも、ルリファーの体はかちこちで、髪の毛の先まで震えていた。

　……こいつは、なんでこんなに、失敗するのが怖いんだろう。

　魔王候補だから？　立派じゃなきゃいけないから？　それにしたって、この緊張しいは行きすぎじゃないか。もっと気楽に行けば、うまくいくこともあるだろうに。

　まるで、絶対失敗するなと、誰かに言われ続けてきたみたいだ。

　不意に、震えるルリファーの姿が、昔の自分と重なった。

　まだ、「俺は魔王だ」と言い出す前。優秀な妹と比べられて、馬鹿にされて、まだ、そんな現状を、まっとうな方法でなんとかしようとしていた頃の、自分。

　優秀にならなきゃと焦るたび、何もかもうまくいかなくなったっけ……。

「……ルリファー。失敗したって怒ったりしないから、落ち着けよ」

　ルリファーが銀髪の中から、涙で赤くなった顔を上げた。

「とにかく焦らないで、どうしてできないのか、根っこからゆっくり考えてみようぜ」

「魔王さま……ありがとう、ございますなのじゃ……」

　まだぽろぽろと涙を流しながら、ルリファーは何度も頷うなずいた。

「とにかく、お前は残酷なことが言えないんだな」

「はい……なのじゃ。信長さんもマリーさんもひどいのじゃ。人の上に立つ人なのに。わらわはもっと……優しい魔王になりたいのじゃ……」

　なんだよ、優しい魔王って……。

「でもさ、俺のブログにだって、結構ひどいこと書いてあっただろ？　そっちはなんでスラスラ言えるんだよ」

　ルリファーは、なぜだかうっとりと頬ほおを緩ませた。

「魔王さまのブログは言うなれば……哲学、じゃからかの」

　そうですか。作者の意図しないものまで汲くみ取とっておられて、ありがたいやら迷惑やら。

　……待てよ？　どうもこいつの中では、勉強＜∧残酷なこと言いたくない＜∧俺のブログってことらしい。

「あ」

　……今、すごい名案思いついた。正直、やりたくない手だけど。

　ちら、とルリファーを見る。捨てられた子犬のような目で、すがるように俺を見ていた。

　……くそ。後できちんとフォローすれば、いいか。

　意を決して俺は言った。

「ルリファー、覚え方を変えよう」



　※



　午後の授業中。先生に指名されて立ち上がったルリファーは、俺ですら初めて見るほどよく喋しやべっていた。

「信長さんを表した句は「鳴かぬなら、殺してしまえ、ホトトギス」なのじゃ！　これは本人が読んだ句ではなく、後世の人々が作った川柳で、随筆『甲子夜話』に詳しい記述が」

「よ、よく勉強してますね、ルリファーさん。ですがそこから先は、先生が」

「ちなみにホトトギスを使った句には、豊臣秀吉さん、徳川家康さん、加藤清正さんの句があって、それぞれ「鳴かぬなら」……」

　俺はルリファーのセーラー服を、ちょいと引っ張った。

「ルリファー。もうそのへんにしておいてやれよ……。先生、半べそになってるから」

「へ？　じゃが、ここからがいいところなのじゃ！」

「お前はもう、将来魔王じゃなくて教師になれよ……」

「も、もう！　おだてないで欲しいのじゃ、魔王さま」

　おだててねーよ。魔王より教師になりたいのか、お前は。

　ルリファーは照れたようにはにかんで、やっと席についてくれた。

　結局ルリファーは午後の授業中、すべての質問にこんな調子で答え続けた。楽しそうに補足説明をたくさん加えて、先生より喋しやべってたくらいだ。

　やがて、授業終了のチャイムが鳴る。文句なしのクエストクリアだ。

　くるりと振り返って、ルリファーが微笑ほほえむ。

「えへへ。魔王さまが、暗記の秘ひ訣けつを教えてくださったおかげなのじゃ」

　……暗記の秘訣、か。

「……なあ、ルリファー。クエストが終わったところで、ひとつ、言っておかなきゃいけないことがあるんだけど。さっき教えた秘訣な、あれは」

　クラスメイトの女子が、俺とルリファーの間に割って入ってきた。

「さっきの授業、びっくりしたよ！　ルリファーさん、日本史好きなの？」

「あ、いえ。さっきのは、ぜんぶ昼休みに覚えたことなのじゃ」

「昼休みだけで!?　うそ、すごい！　どうやって!?」

　女子の驚く声に、「ええー、なになに？」と、別の生徒が集まってくる。あっという間に、ルリファーの周りに人だかりができあがった。……まずい。

「る、ルリファー!?　すっごく大事な話があるから、ちょっと、こっちへ……」

「なんだよ三み道どう！　こんな時までルリファーさんを独占する気かよ！」「貧しい者に幸せを分け与える気はないのか！」「マリーアントワネットかお前は！」「処刑されろ！」

「え、なに!?　俺、そこまで罵倒されるようなこと言った!?」

　みんな、特に男子たちが、俺の介入を拒むように壁を作った。人ごみをかき分けられずにいる俺をよそに、ルリファーが自慢げな声で言った。

「すごいのはわらわではなく、この国の歴史すべてを作った魔王さまなのじゃ！」

　……言ってしまった。

「信長さんは、そこにおわす魔王さまから七つの大罪のひとつ「憤怒」の力を授かったのじゃ！　鳴かぬなら殺してしまえとは、実は魔王さまから賜った憤怒の力を表しているのじゃよ！」

「ルリファーちょっと待って！」

「マリーアントワネットさんが「パンがなければお菓子を食べればいい」と言ったのは、実は魔王さまがマリーさんを操ってわざと言わせ、国民を怒らせることで、私欲の限りを尽くしていたマリーさんを王妃の地位から引きずり下ろさせたという……」

「ストップ！　ルリファー、スト──────ップ！」

　……そう、これが俺が教えた暗記の秘訣。ルリファーが、俺のブログの記述だけはきっちり覚えているのを利用して、すべての歴史を「つまり俺がすごいからである」に結びつけたのだ。……正直、昔取った杵きね柄づかとはいえ、そういう設定がスラスラ自分の中から出てきたときは泣きそうになった。

　ルリファーに集まっていた視線が、じわじわと俺の方へ向きはじめる。

「お前、ルリファーさんに、そんなこと吹き込んでるのか……？」

　なんて呟つぶやく佐さ藤とうくんを筆頭に、クラスメイト達の視線が俺に突き刺さってきた。

　状況がわかってないルリファーが、戸惑ったようにみんなを見回す。

「……あ、あれ？　みんな、どうして魔王さまを、そんな目で見るのじゃ？」

　ざわざわと、みんながささやき始めた。

「勉強教えるにしても、さぁ……」「憤怒の力って……ねえ」「中学生の妄想じゃないんだからさ……」

「みんなちょっと待って！　俺はただ、ルリファーに勉強覚えてもらいたくて知恵を絞っただけでさ！　あんなイタい設定、本気で言ってないから！　中学で卒業してるから！」

「中学の頃は本気で言ってたの？」

「あれ!?　いや違う！　違います！　中学の頃も全然本気じゃありませんでした！」

「本気じゃないけど言ってたんだ……」

「いやいやいや！　やっぱり言ってない！　一度も言ってない！」

「あんな設定が思い浮かぶだけで、十分すごいと思うけど……」

「そ、それは……ゲーム！　ルリファーが好きなゲームとか漫画の設定に絡めて教えたら、覚えやすいかなーと思って！」

　俺の言葉に、クラスのみんなは怪け訝げんそうに顔を見合わせた。

「ああ、そういうこと……ならまあ、納得……かな？」

　みんな、やっと納得したように頷うなずいてくれた。

　ルリファーが、きょとんと首をかしげる。

「魔王さま。げえむとは一体」

「ルリファー!?　もうちょっと歴史を教えてあげようか！」

「本当なのじゃ!?　魔王さまの武勇伝をもっと聞きたいのじゃ！」

　ルリファーが目をキラキラさせて駆け寄ってくる。あ、あぶなかった……。

　クラスのそこここから、ひそひそと「屋上で、二人きり？」「ルリファーさんと、個人レッスンってこと？」「ええ、なになに？　青春？　青春なの？」なんて囁ささやきが聞こえてくるが……もういいや。ひとまず、中二病だと思われずに済んだから……。

「つ、疲れた……」

　机に突っ伏して、脱力する。クエストに言い訳にって、ハードワークすぎるだろ……。

「……もしかして、わらわのせいで、魔王さまの評価が落ちてるのじゃ……？」

「ん？」

　前の席で、ルリファーが何か呟いていた。その表情は、真剣そのもの。

　……また、別のクエストでも考えてるんだろうか。気にはなったが、疲れきった今の俺には……その表情の意味を、深く考える余力はなかった。


















「魔王さま。衝撃波ってどうやったら出せるのじゃ……？」

　朝方のグラウンド。

　土にまみれて涙目になったルリファーが言った。

　おでこや膝小僧からは、たぶんすりむいたんだろう、うっすら血が滲にじんでいる。

　朝、いつもは俺と一緒に登校するルリファーが、俺と妹の朝食を作り置いて姿を消していたので、家出でもしたのかと思っていたのだが……学校に着いたら、体操着姿のルリファーが、グラウンドでランニングをしているのを見つけたのだ。

　俺は、今しがたルリファーから聞いた「衝撃波」という言葉に、首をかしげた。

「衝撃波って……そんなの常人に出せるかよ」

　まあ、こいつは魔王の娘だけど。

「じゃが……じゃが魔王さまは衝撃波を出せるはずじゃ！」

「出せねーよ」

「わらわはぜひ、衝撃波を出せるほどのランナーになって、一位になりたいのじゃ……！」

「一位？」

「そうなのじゃ！」

　ルリファーはグラウンドを駆けていって、カバンから黒革のノートを引っ張り出してきた。それを大事そうに胸に抱えながらこっちへ駆け戻ってきて……あ、コケた。

　すりむいた膝でも打ったのだろう、しゃくりあげながら帰ってきたルリファーは、泥だらけの手で、ブログの写本を開いてみせた。

「あー、つまり、今度はそういうクエストをやるってこと？」

「はいなのじゃ……。わらわ、ぐすっ、立派な魔王になるために、マラソン大会で一位になるのじゃ……」

　立派な魔王になるためにマラソン頑張るって、もうわけがわからんな。……まあ、俺としてはルリファーが満足して帰ってくれれば、なんでもいいんだけど。

「ですからわらわっ、朝から頑張って練習を……ひゃわっ！　まま、魔王さま！　しみるのじゃ！」

「我慢しろって」

　俺はルリファーの膝に水道の水をかけ、傷口についた砂を洗い流してやる。

　ルリファーは傷口に水が触れるたび、悲鳴を上げて俺の肩をぺちぺちタップした。

　傷口に、保健室からもらってきた絆ばん創そう膏こうを貼ってやって、一息つく。

「んで……今回は、お前のランニングに付き合えばいいのか？」

　絆創膏を貼った膝をさすっていたルリファーは、はっとして、かぶりを振った。

「い、いいえ魔王さま。今回はわらわ、一人で頑張りますのじゃ！」

「ひとりで？　なんで？」















「とにかく、わらわは一人で頑張るのじゃ！　一人で立派にやり遂げてみせるのじゃ！　衝撃波の出し方だけ教えていただければ大丈夫なのじゃ！」

「だから衝撃波なんて出せねーって」

「はうう……わらわではまだ、衝撃波を出すには力不足かの……？」

「俺が衝撃波出せない、って選択肢は、はなから無いのな」

「と、とにかく大丈夫なのじゃ！　たとえ今回失敗しても、マラソン大会は来年もあるのじゃし！」

「今回失敗したら来年まで居座ること決定かよ！」

「わらわ、魔王さまにばんそーこーを貼っていただいただけで、もう十分お力をお借りしたのじゃ！　あとは一人で頑張るのじゃ！」

「いや待って来年まで残留確定とかホント勘弁なんだけどちょっと!?」

　ルリファーは、膝小僧の絆ばん創そう膏こうを誇らしげになでると、くるりと回れ右、グラウンドに向かって駆けていった。

　ゆったりとしたランニングの速度で、ルリファーがトラックを周り……半周もしないうちにコケた。ルリファーはよろよろと立ち上がったものの、数歩も走らないうちにまたコケる。……あ、立ち上がれなくなってる。グラウンドに突っ伏したルリファーに、登校してきた生徒たちの視線が集まり始めていた。

　うわぁ……関わりたくないなぁ……。

　でも、このまま放っておいたら、もっと致命的に面倒な場面で手を貸さなきゃいけない羽目になりそうだ。俺はため息をついて、ルリファーに駆け寄った。

「大丈夫かよ、ルリファー」

「ぜっ……だっ、だいじょぶ、なのじゃっ……魔王さま……っ」

「何でそんなに息きれてんの!?　だいぶゆったり走ってたよね!?」

「わらわ……一生懸命走ってましたのじゃ……」

「あのランニングみたいなスピードが全速力かよ！」

　こいつの運動能力、絶望的すぎる！

　俺はとにかく、ルリファーの手を取って引き起こしてやった。ふらふらと立ち上がったルリファーは、さっきせっかく洗ってやったのに、おでこも膝小僧もまた砂だらけだ。

　俺の手前、なんとか泣くのを我慢していたらしいルリファーは、砂だらけになった膝小僧に目をやるや、突然ぼろぼろ泣き出した。

「どうしたルリファー!?　どっか痛いか!?」

「ぐすっ……。魔王さまっ……」

「どうした？　足か？　コケた時、骨でも……」

「せっかく魔王さまが貼ってくださったばんそーこーがっ……ばんそーこーがっ……剥はがれてしまったのじゃ……」

　ルリファーは、この世の終わりみたいにぼろぼろ泣く。……まあ、とにかく身体の方は無事みたいだった。

「……とにかく、練習付き合うからさ」

　俺は泣きじゃくるルリファーをなだめて、正直非常に不本意な申し出をした。ルリファーは、今度は意地を張らずに、ごしごし涙を拭いながら、こくりと頷うなずいたのだった。



「ごめんなさいなのじゃ、魔王さま……。せっかくお力をお借りしたのに、わらわ、ダメで……」

　あれから一週間、毎日放課後に練習をしたけれども、当然ながら、ルリファーの足がめちゃくちゃ速くなるはずもなく、マラソン大会はあすに迫っていた。

「やっぱり急に練習しだしても無理があるよな……」

　もうほとんど確定していたとはいえ、今年はやっぱり諦めるしかないのか。来年までルリファーに付きまとわれるの決定、というのは、正直、気が重い。

　……と。うつむいていたルリファーが決然と顔をあげた。

「あの……魔王さま！　わらわ、転移魔法を試してみるのじゃ！」

「転移？　ワープみたいなもんか？　そんな便利な魔法があるなら……」

　いや、待て。この壊滅的にドジなルリファーの魔法が、そうそう思惑通りに発動するだろうか？

　俺は恐る恐る、聞いてみる。

「……一応聞くけどさ、その魔法って失敗したら、どんなことになるの？」

「座標がずれて壁の中とかに」

「よし、やめよう」

　そんな、遺体発見者が思わず首をひねるような死に方、絶対したくない。

　地道に頑張るしかないのか……と、俺が多難すぎる前途に肩を落とした時だった。女の子の楽しげな笑い声が、不意に耳をくすぐった。声のした方を見ると、うちのクラスの男女数人が、コンビニの前でめいめい、アイスやジュースを手に、笑い合っていた。

　楽しそう、だなぁ……。俺も、高校ではああいう学生生活を送るつもりだったんだけどな……。

　小さくため息をつくと、ルリファーが慌てたように俺を見上げた。吸い込まれそうな蒼あおい瞳で、俺の目を覗のぞき込こんでくる。

「あのっ……あの、魔王さま、わらわ頑張るのじゃ！　もっともっと、頑張るのじゃ！」

　そう言われても……明日のクエストクリアは絶望的だ。

　背後では、みんなの楽しそうな笑い声。

　けれど俺は明日も、ルリファーの手を引っ張って、きっとまた泥だらけになりながら、必死で走らなきゃならない。……なんでこんなことになっちゃったんだろう。

「あのっ……あのっ……わらわ、本当に頑張るのじゃ……」

「……まぁ、頑張っても、多分一位にはなれないだろうけど……」

　落ち込みすぎて、ぽろりと弱音が口をついた。ルリファーの足が、ぴたりと止まる。しばらくそのまま歩いた俺は、隣にルリファーがいないのに気づいて、振り返った。

「何してんだ。帰ろうぜ」

「……はい、なのじゃ」

　うつむくように頷うなずいた、ルリファーの顔が、まるで泣き出すのをこらえるように、口元をきゅっと結んでいるように見えたのは、俺の気のせいだったろうか。



　※



　迎えたマラソン大会当日。

　雨になって延期されることを少し期待したんだが、あいにくの快晴だった。

　気だるげな生徒たちを小さな体でかき分けて、ルリファーが俺の前までやってきた。俺が貸した大きめのジャージは、一週間の練習で酷使したせいで（ほとんど転んでいただけだが）だいぶくたびれている。

「あの、魔王さま……。少々、お話があるのじゃが……」

「ん。どした？」

　他のクラスの人も大勢いる中で、魔王さまとか呼ぶのはちょっと勘弁して欲しい……。俺は声を抑えて欲しくて、ルリファーに顔を近づけた。

　ルリファーは、真っ赤な顔でジャージの裾をいじくりだす。しばらく、「あの」とか「その」とかもじもじ言いよどんでいたルリファーは、やがて、意を決したように言った。

「あのっ……今日はやっぱり、わらわ、一人で走ろうと思うのじゃ！」

「お前、初日もそんなこと言って、結局俺が手伝うことになったじゃんか……」

「いいえ、こんどこそ、こんどこそ、わらわ、一人でやり遂げてみせるのじゃ！」

　俺の怪け訝げんな顔を見て、ルリファーは慌てたように付け足した。

「いえあのっ！　魔王さまのお力を疑っているわけではないのじゃよっ!?　ただその……わらわと一緒に走ると……魔王さまの順位も下がってしまうのじゃ。ご迷惑をおかけするのじゃ。じゃから、じゃからその……」

　うつむいたルリファーが、消え入りそうな声でつぶやいた。

　いや、ルリファーが一人で頑張ってくれるのは、ものすごく助かるんだけど……。

　クエストに失敗されたら、ルリファーが来年まで残留決定で、困るのは俺なんだけど……。

「……勝算はあるのかよ」

「はい、わらわ、誠心誠意頑張るのじゃ！」

「努力より結果を出して欲しいんだけど!?」

　だめだ、やっぱり不安すぎる……。

　だが、ルリファーの瞳は決然として、揺らがなかった。

「魔王さま。わらわ、一人で頑張りたいのじゃ」

「けど、なぁ……」

「ご心配なさらなくても、いざとなれば転移魔法もあるのじゃ！」

「後日お前が壁の中から発見されたりしたら、さすがにトラウマもんなんだけど……」

　それでも、ルリファーは頑として譲らない。

　……まあ考えてみれば、一人で頑張るなんて言い出してるのは、いい傾向かもしれない。

　たとえ今回失敗して、ルリファーの残留が決定したとしても、俺に頼らず頑張るようになってくれたら……平穏な高校生活が脅かされる頻度は、ぐっと減る。

「……わかった。一人で頑張ってみるか、ルリファー」

「はい！　どうぞ魔王さまはわらわのことなどお気になさらず、真の力を解放し、十二本の腕と三つの頭で破壊の限りを尽くしながら、ぶっちぎりで一位になって欲しいのじゃ！　あっ……でも、わらわが一位になれないと困るのじゃ……ちょっと手加減してくださってもよいかの……？　頭は二つまでしか解放しないとか……」

「頭の数と足の速さの因果関係は何なんだよ」

　ともあれ、今日はルリファーのお守りをする必要がなくなった。と、なると、俺には真面目に走る理由なんてないわけで。……ゆっくり走ろう。

　そうして、マラソン大会は始まった。

　俺は下を向いて一人、黙々と足を動かす。ルリファーがいなくなったとは言え、悲しいかな、一緒に走ってくれる友達なんていない。周りをよく見ていなかったせいで、曲がらなくていい角を曲がってしまった。慌てて引き返そうとしたとき、

「あれ、三み道どうじゃん」

　と、背後から声をかけられた。

　クラスメイトの男子数人が、自販機前でサボっていた。

「あー……っと、なに、みんな休憩中？」

「まーな。こんなん、真面目に走っててもしゃーねーし」

　クラスメイトが悪戯いたずらっぽく笑った。……あ。これ、チャンスじゃなかろうか。

「そっかー……だよなぁ。……お、俺も休憩してこうかな……」

　言った。言ったぞ！

　平穏な高校生活に帰還するための第一歩！　校内行事をみんなと一緒にサボる！

　俺は！　校内行事を！　みんなと一緒にサボるぞおぉぉぉぉぉぉ！

　だが、俺の言葉を聞いたクラスメイトたちは、怪け訝げんそうな顔をした。……まずい、なんかミスったか!?

「……でもお前、ルリファーさんは？」

　畜生ルリファー！　この場にいなくても俺の高校生活を邪魔しにかかりやがる！

「いや……ルリファーはなんか、一人で頑張るっつって、ひとりで行っちゃったし、そもそも、俺はあいつとはなんでもないから」

　俺の言葉に、クラスメイトたちは顔を見合わせて……なんだか嬉うれしそうに笑った。

「何だお前、フられたのかよ」

「ばっ、そんなんじゃねーよ！」

「強がんなよ。喧けん嘩かしたんだろ？」

「してねーって！」

「おい三道！　なに飲みたい？　奢おごるぜ」

「マジで!?」

「おう！　三道が俺らの側にやってきたことを祝って、乾杯！」

　こここ、こういう時、どんな飲み物を選ぶのが一番普通っぽいの!?　中学の頃はブラックコーヒーばっか飲んでたけど！　カッコイイと思ってたから！

　結局、無難に紅茶を選び、手渡されたそれに口をつけながら、俺は涙が溢あふれんばかりに感動していた。

　俺、受け入れられたよ！　俺のバラ色の高校生活が、ここから始まる！

　……そんな時だった。

　待ち合わせでもしていたのだろう、ひとりの男子……佐さ藤とうくんが、こっちに走ってきた。

　みんなとおざなりに挨拶を交わし、俺の姿を見て、首をかしげる。

「あれ、三み道どう？」

　まずい、俺、なんかおかしかったか!?

「お前、ルリファーさんと一緒じゃないの？」

　またかよ！　忘れさせてくれよ！

「いや、だから俺とルリファーは」

「なんか、スタート近くの川原にいるのが見えたから、てっきりまた、ふたりでいちゃついてるのかと思ってた」

「いやだから俺は、あいつといちゃついたことなんて人生で一度も……」

　……川原？　あいつも走るの諦めて、休んでるのか？

　いいや。あいつに限って、諦めてるわけがない。多分、前に言ってた転移魔法でも試そうとしてるんだろう。

　……あいつ、今日は何回転んだんだろうな。

「ん？　どうした三道。なんか顔色悪いぞ」

「……いや」

　マラソン大会の合間に、教師の目を盗んでみんなでダベって、ジュース飲んで笑って、こういう、なんでもない高校生活に俺は憧れていた。

　憧れていた、はずなのに。

　なんだかもやもやした気分だった。

　くそ、ぜんぜん楽しくねーぞ。

　じゃあ、ルリファーの様子を見に行くのか？　このままルリファーが一人で頑張ってくれれば、俺はこういう、普通の高校生活を送れるのに？　このままほっとくのが正解だろ。

　なにも、進んでまたあいつに関わって、面倒背負い込むことはない。

　……でも。

　気づいたら俺は、奢おごってもらった紅茶を一息に飲み干していた。

「俺、落とし物したかも。戻るわ」

　クラスメイトに片手をあげて、駆け出す。何やってんだ俺は。馬鹿か。

　コースを逆走していく。

　スタート近くは、人がいないおかげで見通しがいいのに、ルリファーの姿は見えなかった。

　俺の心配は杞き憂ゆうで、ルリファーは順調にゴールに向かっているのだろうか。こうやって走ってるのは、無駄なのかもしれない。……そうだ、きっと無駄だ。

　なのに、なんで俺は逆走し続けてるんだ？

　あとちょっとで学校、というスタート地点間近まで来た俺の目に、もはや見慣れた、まぶしい銀髪が見えた。ルリファーが、川原にうずくまっている。

　彼女は、擦り傷だらけのちっちゃな手で木の棒を握り、地面に魔法陣を描いていた。何度も転んだのだろう、膝や鼻の頭をすりむいた、泥だらけの姿で、目に涙をためながら。

　ルリファーの周囲には、同じような文様の魔法陣が、いくつも描き捨てられていた。

　次の魔法陣は発動するのだろうか。泣きそうになりながら描く魔法陣は、手がぶるぶる震えて、直線さえ真っすぐにはならないのに。

　俺は川原に降りて、小さく震える華きや奢しやな背中に、歩み寄った。

「今度は成功しそうか？」

　ルリファーは振り返らず、ただ一心に、地面に魔法陣を書く。

「成功するのじゃ。成功させるのじゃ。見てて欲しいのじゃ……ぐすっ、魔王さま……」

　なぜこんなにも、こいつは必死になるんだろう。

　ルリファーのがんばりはいつだってちょっと的外れだけど、ルリファーなりにいつも真剣で……新しい魔法陣がまた一つできあがる。

　だけどやっぱり魔法陣は何も起こさなかった。

　ルリファー、もういいよ。今からゆっくり走っていこう。そう言おうと口を開く前に、ルリファーの瞳から大きな涙の粒がこぼれ落ちた。

「あ、う……」

　涙の雫しずくは次から次へと頬ほおを伝って流れ落ちる。涙の量はどんどん増えて、とうとう、声をあげて泣き出した。

「ひっ……ぐすっ……魔王さま、ごめんなさいなのじゃ……」

「なんで……謝るんだよ……」

「だってわらわ、ダメじゃから……っ。魔王さまにたくさん教えてもらったのに、ダメじゃから……」

　一体なんで……こいつは俺に、こんなにもこだわるんだろう。

「ごめんなさいなのじゃ、魔王さま。わらわ、もっと頑張るのじゃ。次はうまくやるのじゃ。じゃから、怒らないで」

　半ばうわごとのように、誰にともなく言うみたいに、ルリファーはつぶやく。

「じゃから……わらわを、見捨てないで欲しいのじゃ……」

　俺はポケットに手を突っ込んで、ハンカチを引っ張り出した。ルリファーがしょっちゅう転んだり泣いたりするから、持ち歩く習慣がついたのだ。

　無駄にならなくて済んだ、と思ったのに「もったいないのじゃ。わらわなどに」と恐縮するから、仕方なしに拭いてやる。

「いいから使えって。お前が使うためにあるんだからさ」

　泥で汚れた顔がきれいになっても、ルリファーはまだ、うつむいてしゃくりあげている。

「呆あきれたかの、魔王さま。……呆れたに、決まってるのじゃ」

　俺の言葉を、ルリファーは待たなかった。

「みんなそうだったのじゃ。みんな、わらわなんか魔王にふさわしくないって、呆れてたのじゃ」

「……でも、お前は次期魔王なんだろ？」

「違うのじゃ。わらわは、血筋だけ。素質なんか、ぜんぜんないのじゃ。……義ね姉えさまとは、比べ物にならないくらい、ダメなのじゃ……」

　ねえさま。魔王にも、姉妹とかいるんだな……。

「姉ちゃんいるのか、お前」

「はいなのじゃ。腹違いで、王位継承権はわらわより下なのじゃが……わらわなどおよびもつかぬほど優秀で、聡そう明めいで、でも、わらわのことをすごく気にかけてくれる優しい人で……でもっ」

　また、魔法陣の上に涙がひとつ落ちた。

「優しくされるたび、辛いのじゃ……」

　なんだか、胸が痛んだ。魔王だの、王位だの、そんなわけのわからない世界の話になんて、共感できるはずないのに。

「義姉さまが魔王になっていれば、きっと、全部、うまくいったはずなのじゃ……なのに、なんで、わらわなんかが……」

　……ああ、そうか。こいつ、俺に似てるんだ。

　俺も小さい頃からそうだった。優秀な妹と比べて、俺はいつだって落ちこぼれだった。

『妹さん、もうこんな難しい漢字が書けるのね』

『妹さん、この前の運動会で一等賞だったわよ。女の子なのにすごいわねぇ』

『妹さん、クラス委員長やってるんですってね。昔から優秀だったものね』

　みんながちやほやするのは妹で、俺はいつも肩身が狭くて、スケールは違うけど、こいつもそういう思いをずっとしてきたんだ。

　それでもルリファーは、必死に頑張って、失敗できないと思うからこそ、がちがちに緊張して失敗して……そうやってこいつは、いまも頑張り続けてる。

　なのに、俺は……そんなに頑張ってるこいつに、『頑張っても一位にはなれない』だなんて……。

　ああくそ、俺にだって言い分はあるんだぞ!?

　俺だって、普通の高校生活を送るために、必死で頑張ってんだ！

　お前にそばにいられると、困るんだよ！

　だけど……だけどなぁ……！

　俺は、ルリファーの小さな手を、ぎゅっと握って引っ張った。

「行くぞ」

「え……じゃが……」

「まだ走れば間に合うかもしれないだろ。どうせみんな、一位になろうなんて思って走っちゃいないんだから」

　ここでこいつをおいていくのは、やっぱり、なんか違う！

「魔王さま……まだわらわを、見捨てないでくださるのじゃ……？」

「うるさいな！　ホントは見捨てたいよ！　お前はすぐ人前で魔王だの魔法だの言うし！　目立つくせにお構いなしで俺につきまとうし！　やる気ばっかりで空回りし続けるし、正直迷惑極まりない！」

「はわ……ごご、ごめんなさいなのじゃ……」

「でも、それがなんだ！」

　こいつは迷惑で、失敗ばかりで、一刻も早く魔界に帰って欲しいけど！　でも！

「お前と一緒にクエスト全部成功させるって、俺は約束したんだよ！　お前を見捨てない理由が、ほかに要るか！」

　答えを待たず、ルリファーの手を握ったまま走り出す。慌ててルリファーも駆け出そうとしたが……がくんっ、と、ルリファーとつないだ手が引っ張られた。

　こいつ、またコケた……。

「大丈夫か……？」

　と、振り返った俺は、眩まぶしいほどにまばゆく輝く魔法陣を、目にした。

　……まさか、発動した？

　ルリファーが、ぱっと顔を輝かせた。

「ま、魔王さまっ！　見て欲しいのじゃ！　転移魔法が発動したのじゃ！」

「いや待て俺は全然喜べない！　転移したら壁の中に出ましたとかシャレになら」

　ぐらりと、視界が揺らいだ。一瞬の後、俺を襲ったのは浮遊感。

　とりあえず、壁の中に出なかっただけでもラッキーだけど……これは、落ちてる!?

　周囲の様子を確認する暇もなく、俺とルリファーは手をつないだまま、水の中へと落っこちた。慌てて泳いで水の上に顔を出し、泳げないらしく、混乱してバタついていたルリファーを引っ張って岸に上がる。

「はわ、はわわわっ！　魔王さまわらわ、わらわは実は泳げないのじゃがっ！」

「もう陸の上だから落ち着け！」

　ルリファーは陸に上がっても、俺の腕にしがみついたままだった。しっとりと濡ぬれそぼった、温かくて柔らかい感触が、腕に触れている。

　びしょ濡れにはなったけど、お互い、命は無事みたいだ。どうやら川の真上に転移して、そのまま落ちたらしい。川岸から川の真上へ、実質数メートルの移動……。

　ただのタイムロスじゃねーか。

　……泣き言を言ってもしょうがない。魔法が失敗するのなんて想定済みだ。

「まっ、魔王さま、ごめんなさいなのじゃ……わらわ、また失敗を……」

「いいから走る……ぞ……」

　ルリファーの方を見ると、びしょびしょに濡れたルリファーは、俺の貸したジャージがぴったり張り付いて、柔らかな体の凹凸が、くっきり浮き上がっている。

　おまけに、サイズが大きいせいで、濡れて重くなったジャージは脱げかけ、ほっそりとした首から肩までのラインと、なんだか、シャツじゃないものの肩かた紐ひもまで覗のぞいている。

　……とはいえ、着替えさせてる暇はない。

　俺は、うるうると涙目で見上げてくるルリファーから目をそらし、はだけかけたジャージを直してやって、手を引っ張った。

「とにかく走るぞ！　まだ死ぬ気で走れば間に合う……」

　と、周囲を見渡して、おかしなことに気づいた。

　さっきまでいた川原とは、周囲の景色が違う。

　あれ……ここ、さっき魔法陣を描いてた川原じゃない……？

　もしかして……と視線を巡らすと、だいぶ先だが、ゴールテープが見えた。

　転移魔法、成功してる!?

「ルリファー！　あそこまで走りきればゴールだ！」

「ふぇ……」

　状況を飲みこめていないルリファーを引っぱって、土手を駆け上がる。周囲にはまだ誰の姿もない。これなら、一位も夢じゃない！

「やったなルリファー！　なんだかんだで、一位に……」

　後ろをなんとかついてきているルリファーを振り返ると、ルリファーよりさらに後方から、何人かの生徒が駆けてくるのが見えた。まずい、トップ集団だ。

「急ぐぞルリファー！」

「待って欲しいのじゃ魔王さまっ、ジャージが脱げそうで、ひあっ」

　俺はルリファーを引っ張り、ラストスパートをかけた。

　とはいえ、俺はそんなに足が速いわけじゃない。ルリファーに至いたってはなおさらだ。折り返していたジャージの裾が濡れたせいで伸びてしまって、しょっちゅう転びかけている。

　対して背後の集団は、トップでここまで来ただけあって、めちゃくちゃ速い。

　それでも、ゴールテープはもう目の前だ！

「頑張れルリファー、あと少し！」

「はわっ、わ、わらわっ、頑張る、のじゃっ！」

　意気込むようにルリファーが言った、瞬間。

「はわっ！」

　ルリファーはジャージの裾に足を引っ掛けて、そのまま前のめりにコケた。

　俺はとっさにルリファーを支えにかかる……が、ここでコケたらもう、一位でゴールするのは不可能だ。

　もうダメ……なのか!?

　だが、前のめりに倒れたルリファーは、蒼あおい瞳で一心に、ゴールテープだけを見つめていた。

「魔王さまが、手伝ってくれたのじゃ。魔王さまが、一緒に頑張ってくれたのじゃ。わらわは……わらわは、絶対一位になるのじゃあぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ルリファーが倒れながら、ちっちゃな手を目一杯伸ばす。

　その、細い指の先が、ピンと張られたゴールテープを……切った。

「やった……ひゃわっ!?」

　ルリファーの短い悲鳴が響く。俺とルリファーはもつれ合ったまま転んで地面を転がった。

　なにか柔らかなものの上に倒れたまま、俺は荒く息をつく。

　もう、一歩も動けない……けど、やった。

　ルリファーが、ゴールテープを切った！

　クエスト、クリアだ！

「よかったぁ───……」

　溜ため息いきとともに漏れ出たセリフに、

「あの、魔王さま……」

　戸惑ったような、澄んだ声が応えた。

　はっとして、自分の体の下を見る。

　仰あお向むけに倒れたルリファーが、顔を真っ赤にして、俺を見上げていた。銀髪は濡ぬれて額に張り付き、ジャージは上も下も脱げかけで、ちょこんと小さな口で、荒く、熱い息をついている。

「魔王さま……あの、重いのじゃ……」

「わっ、す、すまんルリファー！」

　俺は慌ててルリファーの上から退こうとしたが、なれないオーバーワークがたたって力が入らず、再び倒れそうになる体を支えようと手を伸ばして……むにゅんと、どこまでも指が沈みこんでいきそうなほど柔らかいものを、掴つかんだ。

　……これは、まさか。

　俺を見上げるルリファーの顔が、これ以上ないほど真っ赤に染まって、蒼あおい瞳に大粒の涙が溢あふれ出だす。

「ひゃあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?　ままままま魔王さま！　その手をどかして欲しいのじゃ！　わらわは、わらわは、わらわはもう……っ」

　唐突に、ルリファーの声が途切れて……そのままかくん、と、失神した。



　怪け我がだらけで、おまけに最後にはぶっ倒れて、それでも一位になったルリファーが、クラスのみんなに温かく迎えられている。

　口々にねぎらわれて、ルリファーはうつむいて、もじもじしながら謙けん遜そんしている。

　けれどその頬ほおに、嬉うれしそうな微笑ほほえみを浮かべているのが、俺にはわかった。

　ルリファーの笑顔を見届けて、俺は教室を出た。まだ、やるべきことが残っている。

　ルリファーを１位にするためにズルしたことを、きっちり担任に伝えなければ。

　転移魔法のことを伏せつつ、ルリファーがなるべく叱られないように立ち回るのは骨が折れそうだけど……ルリファーの笑顔を思い返したら、なんとか頑張れそうな気がした。


















「……こんなにゆっくりしたのも、久しぶりだな……」

　自宅のベッドで、ひとり呟つぶやく。

　携帯を見ると、時間は午後四時だった。どうやら、学校を休むと決めてベッドに倒れこんでから、八時間以上ずっと眠っていたらしい。

　まあ、情けない話なんだけど……俺は風邪をひいたのだ。

　先日のマラソン大会で川に落ちたせいだろうか。……いや、ルリファーが来てからこっち、溜たまっていた疲れが、今出たってことなんだろう。

「……まあ、あいつを責める気にはなれないけど」

　朝のルリファーの慌てっぷりは可哀想に思えるくらいだった。この世の終わりみたいに顔を真っ青にして、「わらわの、わらわのクエストのせいで……」とか「回復魔法を！　それか、今すぐ火炎魔法で体内のウイルスをやっつけるのじゃ！」と叫んでは、俺をハラハラさせた。妹に聞かれたら、また面倒なことになりかねないからな。

「まあでも、おかげでゆっくり出来る……」

「魔王さまぁ！」

　……短い平穏だったなぁ。

　もうルリファーが学校から帰って来たらしい。もの凄すごい勢いでドアを開けて入ってきた。

　真っ赤な目に涙を湛たたえながら、人の身体をがくがく揺さぶってくる。

「起きたのじゃ!?　もう起きても平気なのじゃ!?　命に別状はないのじゃ!?」

「…………」

「ま、魔王さま？　どうして何も……ま、まさか、風邪のせいで言葉が喋しやべれなく」

「聞いたことないわ、そんな症状。……っていうか、ちょっと待て。その格好は、なんなんだ？」

「ふぇ？」

　ルリファーは薄いピンクで統一されたジャケットとスカートを着ていた。わりとぴったりと身体のラインが出るそのセットは、どこからどう見ても、女性看護師さん──ナースだった。ご丁寧に頭にも、ピンクのナース帽がちょこんと乗っている。

「……どうしたんだ、それ」

「あ、この服なのじゃ？」

　ルリファーが両腕を小さく上げて、小首を傾かしげてみせる。う、ちょっと可愛かわいい。

「これは、作ったのじゃ」

「いや、そんなことを聞いているわけじゃなくて、なんでそんな格好を……え？　作ったの？」

　ナース服って、個人で作れるの？

「はい。わらわ、魔王さまがお眠りになった後も、気が気じゃなくって……な、なにかしてないと、怖いことばっかり考えてしまって」

「……それでそんなものを作った、と」

「なのじゃ。人間界の服を作ったのは、初めてじゃったが……に、似合ってる、かの？」

　……相変わらず、魔王とはかけ離れた才能を持ってるな、こいつ。

「ま、まあ、似合っている、かな？」

「えへへ、良かったのじゃ」

　ルリファーは屈託のない笑顔を浮かべる。と、はたと我に返ったように声をあげた。

「あ！　そ、それで！　せっかく作ったので、この服で、魔王さまの看病をさせて頂こうと思うのじゃ！」

「看病？」

「はいっ！　何でもこの服をまとうナースという存在は、人間界では『白衣の天使』と呼ばれ、その微笑ほほえみだけで不治の病をも治す、天上から舞い降りし存在だとか！」

　なにそれ、格好かつこいい──じゃない、違う違う、思ってない。

「わ、わらわは立派な魔王を目指す身ではあるのじゃが、今だけは『白衣の天使』となり、魔王さまの風邪を笑顔で治すのじゃ！　……あ、あはは、あはははは」

　ルリファーは一生懸命、万病に効くらしい微笑みを浮かべているようだったが……残念なことに、涙の跡と引きつった頬ほおのせいで、不自然極まりない。さっきの方が自然でいい笑顔だったぞ。

「お前……そのナース像、誰から聞いたんだ」

「ふぇ？　魔王さまのブログに」

「やっぱり俺か！」

　ちくしょう、バッチリ書いた記憶があるよ！

「と、とにかく看病とか、いいから。だいぶ熱も下がってきたし」

「ダメなのじゃ！　わ、わらわのせいで風邪を引いたのに、それで魔王さまが命を落とすなんてことになったら、わらわは……」

「いやいや、風邪くらいで死なないから」

　しかしルリファーは、首をぶるんぶるんと横に振り、

「ここは、あのクエストの出番なのじゃ！」

「……へ？」

「看病クエストなのじゃ！　魔王さまのブログには、病人の熱を下げるというクエストがあったのじゃ！　今こそ、それに挑戦して、魔王さまの熱を下げる時なのじゃ！」

　クエスト、って。

　俺が風邪を引こうが、学校を休もうが、結局そうなるのね。

「……分かったよ。そのクエストも、さっさとクリアしちゃおう」

「はいっ！　頑張るのじゃっ！」

　こうして、俺とルリファーの、看病クエストが始まったのだった。



　※



「看病クエストには、いくつか段階があるみたいなのじゃ」

　写本を持ち出してきたルリファーが、パラパラとページをめくりながら言う。

「あー、そんなこと書いた気がするな。確か」

「初めが、『おかゆを、あーんする』なのじゃ」

　想像以上にバカバカしかった。

「……つ、続きは？」

「二つ目が、『氷枕を、替えてあげる』。三つ目が、『汗をかいた身体を、拭いてあげる』。それを乗り越えた時、病人の熱は下がっている──と、魔王さまは仰おつしやってるのじゃ」

「欲望丸出しだな、昔の俺……」

　特に三つ目なんて、自分で拭けよっつー話なんだけど。ここに書いてある以上、ルリファーにやってもらわないと、ダメなんだろうな……。

「魔王さまを健康体に戻すため、わらわ、誠心誠意頑張るのじゃ！」

「……おう、よろしく」

　色々と内容に文句はあるけど、正直なところ、不安はない。

　ルリファーは壊滅的なドジっ娘だが、家事スキルだけは、誰よりも秀でている。今この時に限って、これほど頼もしい奴はいない。

　俺もほとんど完治寸前だし、この看病クエストは、簡単に終わるんじゃなかろうか。

　なんて考えていたところで、部屋の扉が開いた。

　妹だ。

「あ、あれ。帰ってきてたのか」

「ん」

　まだ制服姿の妹は、不機嫌そうに返事をして、部屋に入ってくる。

　その手には、お盆が。その上には、どんぶりが乗っている。

「お前、それって」

「ちょっと」

　俺の質問を、妹が遮って──睨にらみ付つけてくる。

「ルリファーさんの格好、なに？」

「え、俺に聞くの？」

「お兄ちゃん、よくコスプレみたいなことしてたじゃん」

　そこで妹の目が、更に鋭い物になる。

「……まさかお兄ちゃん、風邪じゃなくて中二病をこじらせてたの？」

「なわけあるか！　ってか、そもそもナース服と中二病は関係ないだろ!?」

「だとしても、さっき、クエストがどうこう言ってたよね」

「ち、違う、違うぞ！　さっきのは……が、学校で、流は行やってるんだよ」

「学校で？」

「そ、そう！　なんか、授業のことをクエストって呼ぶのが、ウチのクラスでブームなんだよ！　だよな、ルリファー！」

「ふぇ？　ブーム、なのじゃ？」

　可愛かわいらしく、首を傾かしげられてしまった。

「……全然、ピンと来てなさそうなんだけど。っていうかそれ、中二病が集まったクラスなんじゃないの」

「そ、そんなクラスなら、俺もどれだけ気が楽か」

「は？」

「いえ、なんでもありません！　ってか、お前何しにきたんだよ」

「見てわからない？　はい」

　妹は手に持ったお盆を差し出した。その上の丼はふたがされていて、中身はわからない。

「……なに、これ？」

「おかゆ。たまたま食材余ってたから、作った」

「……お前、が？」

　俺たちは兄妹そろって、コンビニ弁当に頼らなきゃいけないぐらい、料理が出来なかったはず。

「なに、その嫌そうな顔。私だって、料理ぐらい出来るし」

「いや、でも俺の記憶だと」

「昔は昔でしょ。……食べんの？　食べないの？　何となく作ってみただけだから、別に食べなくてもいいけど」

　と、つまらなそうな仏頂面で、妹は言う。

「……た、食べなくても、いいのか？」

「食べないの？」

「ま、まあ、お前が食べなくても良いって言うなら」

「捨てろっていうんだ」

「い、頂きます！」

　俺に選択肢なんてなかった。

「……わ、わらわが作ろうと思ってたのに……」

　ルリファーが何か言っているが、今はそれを気にしてる余裕がない。

　目の前に置かれた、妹の作った、おかゆ。

　今から俺が、風邪を引いた俺が、これを完食しなきゃならないらしい……。

　……意を決して、丼の蓋を開ける。

「あれ」

　見た目は、綺き麗れいだ。つややかなご飯に、鮭さけと青菜が混じっている。

　もっと、魔女の鍋みたいなのが出てくるかと思ってた。

「……なに、その顔」

「あ、いや」

　よっぽど意外そうな顔をしていたらしく、怒られた。

　気を取り直して俺はレンゲでおかゆをすくって、口に運ぶ。

　…………。

「美う味まい」

　素直な感想が飛び出した。とても、コンビニ弁当に頼っていたやつの料理とは思えない。

「……そ、そう？」

「ああ、美味いよ。すごいな、練習してたのか？」

「は、はあ？　別に、これくらい普通だし」

　と言って、妹が髪をかき上げる。

　……あれ。指に、絆ばん創そう膏こうが貼ってある。

　怪け我がでもしたんだろうか。

「にしても、本当に美味いな」

　言って、食を進める。思えば、こいつは昔っから、なんでもやればすぐ出来る子だった。料理だって、やってなかったから出来なかっただけで、ちょっとやり始めれば、これぐらい楽勝ってことなんだろう。

　ほんと、俺の妹とは思えない優秀さだ。

「……ま、魔王さまぁ」

　ルリファーが涙目になって、俺のパジャマの袖を引っ張ってきた。

　……あー、忘れてた。

「わ、わらわが食べさせないと、ダメなのじゃ」

　妹が、怪け訝げんそうな顔をする。

「食べさせないとって……ルリファーさん、いきなり何言って」

「じゃ、じゃあ頼むわ、ルリファー」

「はあ!?」

　俺の言葉に、妹は驚いた声を上げた。

　でも、ここで引き下がる訳にもいかない。いまここで看病クエストをクリアしておかないと、次はいつ風邪をひくかわからないんだから。

　俺がルリファーにレンゲを渡すと、ルリファーの顔に笑顔が浮かんだ。そのままルリファーは丼の中にレンゲを突っ込むと、おかゆを少量すくい上げて──。

「はい。あーん、なのじゃ」

「ん、ちょ、ちょっと待て」

　レンゲの上のおかゆからは、もうもうと湯気が立っている。これって、間違いなくアツアツに違いない。なのに、ルリファーは俺の制止にも止まらず──。

　じゅう。

　唇に直撃した。

「あっちーっ」

「はわわわ。ま、魔王さま。ごめんなさいなのじゃ。だ、だだだ、だだだだだ」

「大丈夫だから、そんな泣きそうになるな、な？」

　むしろ泣きたいのは俺なんだけど。

　再チャレンジしたルリファーは、今度は「ふー、ふーっ」と一生懸命に冷ましてくれた。ちょっとやりすぎて、砕けたごはん粒が吹き飛んで、床に落ちていたけど。

　……あと、それはともかくとして、何な故ぜだろう。妹の機嫌がみるみる悪くなっている気がする。















「は、はい。今度こそ、あーん、なのじゃ」

「……お、おう」

　食べさせられる。妹の視線が、一段と鋭くなる。

「あ、熱くないのじゃ？」

「ん、ふぇ、ふぇいきだ」

「よかったのじゃあ。じゃ、じゃあ、もう一回」

　二回目の『あーん』が、投入される。

「……ルリファーさん。ちょっと、甘やかしすぎ」

　妹が、ルリファーの細い手首を掴つかんだ。

「で、でも、魔王さまは病人じゃから」

「いいの。こんなのてきとうに与えとけば、勝手に食べるから」

　ひどい言い草だった。

　まあしかし、ここで『あーん』をやめる訳にはいかない。……俺の趣味嗜し好こうじゃなくって、クエストのために。

「まあまあ。せっかくルリファーが、やってくれるって言うんだから」

「甘えないで、お兄ちゃんのくせに」

「酷ひどくない!?」

「と、とにかく、こんないかがわしい行為は終わり。ね、ルリファーさん」

　妹にそう言われて、ルリファーは──、

「だ、ダメじゃ！　これは、わらわのクエストなのじゃ！」

　頑なな声で、涙目になりながら言った。俺も、涙目になりたい気分になったけど。

「……クエスト？　授業がいま、何の関係があんの？」

「ち、違うって！　授業っていうか、今のは……ご、ごっこ遊び！　お前が来る前に、看病ごっこしようって話になったんだ！」

「ごっこって、本物の病人でしょ。……っていうか、なに？」

　妹の目が、刃物のように鋭く尖とがった。

「看病ごっこって理由で、ルリファーさんにナース服着せたって訳？」

　あれ、なんでさらに怒ってんの!?

「私が学校に行ってる間に、ナース服着せて看病ごっこしてたんだ。へー、すごいね。仲睦むつまじいね」

「え、えと……なんで、怒ってんの？」

「怒ってるように見えんの？」

　見えるけど!?

「は、はい、魔王さま。あーん、なのじゃ」

　ルリファー、ちょっと空気読んで！

「……なにしてんの。看病ごっこなんでしょ。食べればいいじゃん」

　じゃあお前は、なんで親の仇かたきでも見るような目で睨にらんできてんの!?

「ほら、早く」

「……は、はい」

　鬼でも殺しそうな妹に急せかされて、俺は、ルリファーの『あーん』を享受した。胃の中は満たされていくのに、胃に穴が開きそうな感じ……もう、味なんて分からなかった。

「ご、ごちそうさま」

「よかったね。ルリファーさんに食べさせてもらって」

「は、はい」

「へえ、本当によかったんだ。デレデレして、バカみたい」

　どう答えればいいんだよ……。

「で、でもお前のおかゆ、美う味まかったぞ。ありがとな」

　妹の顔が、なぜだか赤く染まった。……風邪、うつったかな。

「……あ、あ、当たり前でしょ。ばか」

　妹がそっぽを向く。

「それより、体温とか計ったの？」

「え？　あ、起きてからはまだ」

「なにやってんの、まったく。……待ってて」

　言うや否や、妹が立ち上がって、部屋を出て行く。

　数分後。

「必要なの、これくらい？」

「……お、おう」

　妹が、体温計、氷枕、新しいタオルにパジャマまで持ってきた。

「いつまでも風邪引かれてても面倒なんだから、さっさと治してよね」

　そう言って、テキパキと妹が俺の看病を進めていく。

　……って、それじゃマズイんじゃないか？

「る、ルリファー。氷枕、氷枕」

「あ、そ、そうだったのじゃ！」

　妹の手際のよさに見み惚ほれていたルリファーが、はっとして言う。

「い、妹さま！　氷枕は、わらわが替えるのじゃ！」

「…………」

　ルリファーの申し出に、妹が一瞬、チラリとルリファーを横目で見た。

「……そう。じゃ、よろしく」

「は、はい！」

　大きくうなずくとルリファーは、妹が差し出した氷枕をスルーして立ち上がった。そのままドアをあけて、廊下に出て行く。

「ん？」

　俺と妹は顔を見合わせる。

　なんなんだろうか？　よくわからないが、いやな予感がする……。

「おい、ルリファー？　いったい、なにをする──」

「大丈夫なのじゃ、今回は上う手まくいったのじゃ」

　すぐにルリファーは廊下から顔を出した。

　得体の知れないぷよぷよした物体を大事そうに抱えて。

　直感的に俺は悟る。

　あれはなんか、人間界に存在してはいけない物体だ！

「うおおおお！　妹よ！」

「な!?　なに!?　お兄ちゃん」

　俺は妹の肩をつかんで振り向かないようにする。その背後では、ぷよぷよした物体が、うにょんうにょん動いている。

「いや。ちょっと具合が悪くてな」

　正確には、いま、お前に振り向かれると、とっても具合が悪い。

「ちょっと、大丈夫？　お兄ちゃん。吐くんだったら、洗面器を」

「うわあ、大丈夫だから。お前の顔を見ていたら、なんとかなるから」

　だから振り向かないでくれ。

「え、ちょ……へんなこと言わないでよ、ばか」

　妹はなんとなく嬉うれしそうな顔をした。よくわからないが、とりあえずはごまかせたらしい……が、そんなことより、ルリファー！　なんだそれはぁぁぁ！

　俺の心のツッコミに応えるように、ルリファーはえへんと胸を張ってみせた。

「魔界からスライムを召喚したのじゃ。氷枕といえば、これに限るのじゃ。ひやひやしていて、それでいて低反発。頭の形にほどよく沈み込んでくれるのじゃよ」

　たしかにみるからにひんやりしてそうだけど。それに頭は乗せたくないなぁ。

　そして妹は、またも不機嫌に。

「なに？　魔界？　スライム？　また中二病みたいなことを言って」

「うおおお。振り返るんじゃない！」

　俺は必死に妹を押さえつけながら、ルリファーに懇願する。

「頼む、それをしまってくれ」

「でも」

「言い忘れていたが、俺はスライムのような低俗な魔物とは肌をあわさないと決めているんだ。だ、だから早く片づけてくれ。な？」

　すぐにこんないい訳が出るあたり、さすが、昔とった杵きね柄づかならぬ、昔わずらった中二病。ぜんぜん嬉うれしくないけどな。

「こ、これは失礼したのじゃ。そんなことも気付かずに、これは失礼をしたのじゃ」

　幸いにもルリファーはすぐに聞き分けてくれた。スライムを抱えて廊下に戻っていく。きっと廊下に魔法陣とかあるんだろうな。妹が見つける前に消せるといいけど。

　で、その妹は。

「お兄ちゃん？　やっぱりまた中二病にかかってるんじゃないの？」

　視線が痛い。

「いやいや、違う。違います。……あー。えっと、なんだ……。あー、いま、俺は何を言っていた。熱に浮かされて、よく覚えてない」

「本当に？　もう。すぐに計りなさいよ」

　妹に渡された体温計を、俺は脇に挟む。

　なんてやっている間にルリファーも戻ってきた。

　無事にルリファーに、普通の氷枕に替えてもらう。

　ああ。これでようやく二つ目のミッションクリア。

「じゃあ、お兄ちゃん。次はタオルも交換して。あと、ここにパジャマ置いておくから、後で着替えて」

「ああ、悪い」

　妹の看病スキルが、ものすごい高かった。なんでこんなに、よく気がつくんだ？　ほんと、何やらせてもそつがないのな、こいつ。

「わ、わらわだって、魔王さまの役に立ちたいのじゃ」

　見ると、ルリファーがわなわなと震えて、妹の作業を見ている。

「──こんなとこ、かな。お兄ちゃん、汗かいてるんだから、ちゃんと着替えてよね」

「あ、おう」

「ん。ほらルリファーさん、出てくよ」

　そう言って、妹が立ち上がって部屋を出て行こうとする。

　促されたルリファーは、動かない。

「……ルリファーさん？　もう、あっちで休も？」

　妹の問いかけに、ルリファーはまだ、身体をわなわなと震わせている。

「ま、まだ、残ってるのじゃ……」

「……なに？」

　妹が怪け訝げんそうにルリファーを見つめる。

　そして──ルリファーが、タオルを手に取った。その決意の表情に、俺はさとった。

　まさか、いまここで、クエストをやる気か!?

「ル、ルリファー、待て」

「わ、わらわには、まだ、魔王さまのお身体を拭くという仕事が残ってるのじゃ！　……ん？　なんなのじゃ？　魔王さま」

「……いや。なんでもない」

　もう遅いよ。

「では妹さま。先に休んでてほしいのじゃ。魔王さまの看病は、残り全部、わらわがやるのじゃ！」

「いやいや、そんな訳にはいかないでしょ！」

　慌てた様子で、妹が俺を指差す。

「こいつ、着替えるんだよ!?　裸になるの！　そこにルリファーさんを残してなんかいったら……えと、そう！　危険よ危険！　男はみんな狼おおかみよ！」

「平気なのじゃ。狼男なら、魔界に沢山おったしの。慣れっこじゃ」

「なに言ってるんだ、おまえは！」

　俺がつっこむも、ルリファーはきょとんとしている。一方、妹はルリファーではラチがあかないと思ったのか、俺を見やる。

「お兄ちゃんだって、まずいと思うでしょ」

「あー、えーっと……。いいんじゃないか？」

「はあ!?」

　妹の頬ほおが引きつった。

「おにいちゃーん？　自分がなに言ってるか、分かってるのかなー？」

　うわ、能面のような笑顔が怖い。

「あー、えっと、熱のせいかなー、関節が痛くて、うまく身体が拭けそうにないなー……」

　だがこっちも引くわけにはいかない。こんなふうに気苦労しながら看病してもらうのは、今回限りにしたいんだ！

「いやいや。ありえないでしょ。二人して、いったい何を言って」

「い、妹さま。あとは、任せてほしいのじゃ」

「任せられるわけないでしょ!?　それだったらまだ、身内の私が」

「わ、わらわの方が、魔王さまのこと、分かってるのじゃ。妹さまは、家でしか顔を合わせないから、分からないこともあるのじゃよ」

　そこでルリファーは、どこか確信に満ちたような表情を浮かべた。

「わらわは、ずっと魔王さまのことを見てきたのじゃ。……だから、魔王さまのことだけは、誰にも負けないのじゃ」

　そしてルリファーは妹の目の前で、俺にかかった布団を、そっとめくった。

「そ、それでは魔王さま。お身体、拭かせて頂くのじゃ」

「あ、ああ」

　まるでビンタを食らったように唖あ然ぜんとしている妹の顔が気にならなくもないが、俺はルリファーが拭きやすいよう身体を起こした。

「でも、見える部分だけでいいぞ？　いま体温も測ってるところだし、あとで服を脱いで、自分で拭くから」

「わ、分かったのじゃ」

「ほ、本当か？　見える部分だけだぞ？　絶対だからな？」

「りょ、了解なのじゃ！」

　力強く肯定されるほど不安になるのは、今までの経験ゆえだろうか……。

　しかしルリファーは、丁寧かつ正確な動作で、俺の腕や足、首元にタオルを這はわせて、汗を拭ってくれた。ルリファーの細い手が、俺の腕や足、首周りなんかをぺたぺた触ってくるのは、ちょっと緊張したが……特に、変なミスは起こらなかった。

　と、大体見える部分を拭き終わったところで、体温計が鳴った。

　表示を見てみると……『36．２℃』と出ている。

「もう、完全に平熱だな」

「ほ、ほんとなのじゃ？」

「ああ、ほら」

　ルリファーに体温計を見せると、歓喜の表情を浮かべられた。

「よ、良かったのじゃあ……」

　そのまま、へなへなとその場にへたり込む。

　俺の完治を知った安心からか、クエストを成功出来た感動からか……それとも、その両方か。何はともあれ、無事に済んでよかった。

　ルリファーは俺を見上げて言った。

「さすが魔王さまの秘術なのじゃ」

「そうだな。魔王ってアダ名の医者の民間療法的秘術なんだよな」

　俺はあわてて、言い訳をする。妹に聞かれるとうるさいと思ったからなのだが、その妹はあらぬ方向を見つめて、何かをぶつぶつつぶやいていた。どうやらそもそも聞いてなかったらしい。

「……お兄ちゃんのことなら、誰にも負けないって……私だって、十四年間、ずっと見てきたのよ……？　中二病になったのだって……きっと私のせいだって……それなのに、いきなり、横から入ってきて……なによ……」

「……おい？」

　俺が声を掛けても、何も反応がない。

「……妹さま？」

　俺に続いて、ルリファーが声を掛ける。

　その時だった。

「る、ルリファーさん。別に、私はルリファーさんが、お兄ちゃんのことどれくらい知ってても、関係ないんだけどさ」

「ふぇ？」



「でも私は、十歳までお兄ちゃんとお風呂入ってたんだからね」



　俺とルリファーが噴き出したのは、ほぼ同時だった。

「え、ええっ!?」

「ぶはっ！　お、お前、いきなり何を」

　俺たちの問いに、妹はそっぽを向くだけで、答えない。

「十歳なんて、そんな、もう大人なのに……」

　と、そこでルリファーの視線と俺の視線が、バッチリ合う。

　途端、ルリファーの顔が、かぁぁぁっと赤くなった。

「ご、ごめんなさいなのじゃ……」

「へ？」

「わらわ……一緒にお風呂は、まだ無理なのじゃあああ！」

　そう叫んで、ルリファーはダッシュで部屋から脱出していった。

　残された俺は、もう一度妹の方を見て、

「お、お前、なんでいきなり、あんなこと」

「……うるさい」

「あ、あんなの、もう四年も前の話だろ？」

「うるさいって言ってんでしょ。……私だって、言ったの後悔してるわよ……」

「え？」

「もう、ムキになってバカみたい。お風呂入ってくる。……お兄ちゃんは、大人しく寝ててよ」

　ぶっきらぼうに言って、妹も部屋から出て行った。

「……な、なんなんだよ、いったい」

　今日の妹は、何だか変な感じだったな……。俺が風邪を引いてたから、思考が働かなくて、変に見えただけなんだろうか。

　なんて、俺が考えていると、ピンポーン……と、家のチャイムが鳴った。

「……あいつ、風呂に入るって言ってたっけ」

　それにルリファーも、あの調子じゃ、来客を迎えられるとは思えない。

　仕方なく、俺が出た。玄関で待っていたのは、佐さ藤とうくんだった。

「……佐藤くん？」

「よ、よお。明日までの宿題があったから、届けに来たんだけど」

「え……」

　佐藤くんが、手に持ったプリントを差し出してくる。

　クラスメイトが、休みの俺に、プリントを届けにきてくれた──。

　なに、これってまるで、俺に友達がいるみたい！

「なんか、お前と一番話してるのは俺だって話になって……ははは、俺とお前には、圧倒的な差があるのにな」

　それは、まったくだ。俺の方がずっと、クラスに溶け込めてないっていうのに。一緒にしたら申し訳ない。……でも。

「でも、う、嬉うれしいよ！　なんなら、ちょっと家に上がっていっても」

「ま、魔王さまあ」

　そこで、ルリファーが階段を下りてきた。

　うおっ。佐藤くんが来ているいま出てくるか!?　ルリファーが家にいるなんて噂うわさになったりしたら、どうするんだよ。

「ご、ごめんなさいなのじゃ……わらわ、いつか魔王さまと一緒にお風呂に入れるよう、頑張るのじゃ……」

「なに言ってんのルリファー!?」

　もっとヤバい噂が立つだろ！

　佐藤くんを見てみると、肩をわなわな震わせて、俺とルリファーを見比べていた。

「お風呂に入るって──え？　なに、いまから、そんな……あんなことや、こんなことしようってことだったのか！」

「違う！　なにを想像したのか知らないけど、絶対に違う！」

　いま絶対、お風呂どころじゃないこと、想像してた！

　佐藤くんはあからさまに疑念のまなざしを俺に向ける。

「えー？　じゃあ、なんでルリファーさんが、三み道どうの家に？」

「ふぇ？　わらわ、人間界には住む家がないので」

「人間界？」

　うおお、さらにマズい事態に。

「に、日本のことを、人間界って呼んでるんだよ、ルリファーは！　それでウチにいるのはえっと……いろいろ事情があって、置いてやってるだけ！」

「ああ。ホームステイってやつか」

「そうそう！　ほんっとルリファーは、日本語がまだおぼつかなくて！」

「そうか……」

　どうやら、納得してくれたらしい。

　佐さ藤とうくんは、合点がいった様子で、苦笑を浮かべる。

「……それで、一緒にお風呂か。あはは、そうだよな、三み道どうだもんな。女の子と同居したら、そりゃあ風呂くらい一緒に入るよな」

　そこは誤解したままかよ！

「佐藤くん、話し合おう。大丈夫、僕らはきっとわかりあえる」

「いや、そんなの無理だよ。邪魔したな、三道」

「待て。上がっていけよ」

「……俺、もうこれ以上、眩まぶしいものは見たくないから。じゃあな……」

「ま、待って！　俺の話を聞いてくれーっ」

　俺の叫びも虚むなしく、佐藤くんはじつに爽やかな笑みを浮かべて、うちに上がることなく帰っていった。

　俺の手には学校のプリント。

　クラスメイトがプリントを届けてくれるなんて、願ってもない嬉うれしいことのはずなのに、なんでだろうな。こんなに涙が出るなんて、あははははは。


























「わらわ、このクラスの支配者になりたいのじゃ！」

　朝のＨＲ前。教室のど真ん中で、ルリファーが声を張り上げた。

　自然と、クラス中の視線が俺とルリファーに集中する。

「い……いきなり何を言ってるのかな？　ルリファー」

「は、はわ!?　かか、勘違いしないでいただきたいのじゃよ!?」

　俺の無言のプレッシャーを感じ取ったのか、ルリファーはちっちゃな両手をわたわたさせた。

「このクラスのみならず、この世界全てが魔王さまの支配下にあることは、もちろんわかっておるのじゃ！」

「いやいやいや！　支配とかしてないから！　あと魔王さまでもねーから！　も、もうルリファーったら、ゲームのやりすぎだゾ？」

「魔王さま……目が怖いのじゃ……」

　縮こまって、おっきな瞳をうるうるさせながら、ルリファーは黒革のノートを開いて差し出してきた。

「わらわはその……かつて魔王さまがやったように、クラスの支配者になってみたいだけなのじゃ……。け、決して魔王さまに牙を剥むこうだなんて思ってないのじゃよ!?」

「クラス委員のことか！　クラスの支配者じゃなくて、クラス委員な!?　日本語は正しく使おうルリファー！」

　みんなに見られる前に、俺は見るに堪えないノートを閉じてルリファーに突き返した。

　慌てて周囲を見回す。……幸いみんな、ルリファーが日本語を言い間違えただけだと思ってくれているようで、俺たちに集まっていた視線は、散り始めていた。

　ルリファーは豊満な胸にノートを抱きしめて、しゅんとうつむく。

「やはり……わらわ程度では、まだその器ではないかの……？」

「……いや、やりたければやっていいんじゃないかな」

　ルリファーがクラス委員になったら、フォローしなきゃいけないことが格段に増えるだろうし、その点では頭が痛いが……クラス委員になること自体は、別に難しくないと思う。

　こういう面倒な役職には、そうそう希望者なんていないだろうから。

　ルリファーが安心したように息を吐いて、微笑ほほえんだ。

「よかった……魔王さま、怒っておられないのじゃな……？」

「怒ってない怒ってない。ついでに魔王さまって呼ばないでくれたら、俺はさらに心安らかになれるんだけど」

「一時的とは言え、わらわを支配者としてお認めくださるなんて……やっぱり魔王さまはお優しいのじゃ」

「うん、相変わらず俺の話は全然聞いてねえのな」

　やがて担任がやってきて、朝のＨＲが始まった。今日のＨＲでは、委員会やクラス内での役職を決めるらしい。ああ、だからルリファーは、クラス委員になりたいとか言い出したのか。俺の話は全然聞かないのに、担任の話はよく聞いてるのな……。

「では、まず最初にクラス委員長から決めちゃいましょうか」

　ルリファーの華きや奢しやな肩が、うずうずしだした。今にも手を挙げたくて仕方がないみたいだ。まあ、クラス委員なんて希望者いないだろうし、ルリファーが手を挙げればすぐ……、

　その時、ひとりの女子がすっと手を挙げた。

「クラス委員は北きた白しら川かわさんがいいと思います」

　勢いよく手を挙げようとしていたルリファーが、ぴたりと止まる。続けて、もうひとり。

「わたしも、北白川さんがいいと思います」

　女子二人が、はっきりとよく通る声で言った。名前の挙がった彼女……北白川さんは、どこでセットしてくるのだろうか、バネのように見事な縦ロールをぶるんと揺らした。

「もうお二人とも、おだてるのはおやめになって。確かにこのわたくし、成績優秀、眉目秀麗、運動神経抜群のこの北白川綾あや音ねがクラス委員に適任なのは周知の事実ですけれど」

　ふふん、と北白川さんは笑った。……眉目秀麗とか自分で言うか。

　彼女の名前は、まだクラスメイトの……特に女子の顔と名前が全然一致していない俺でも覚えている。うちのクラスでは、おそらくルリファーに次いで目立っている子だ。

「だからといって、なんでもできるこのわたくしがクラス委員までやってしまったら、ほかの皆さんのお仕事がなくなってしまいますわ」

　心底嬉うれしそうに謙けん遜そんする北白川さんを、女子二人がおだてた。

「向いてる人がクラス委員になるのは当然のことじゃない」

「謙遜しなくていいのに。……そう思うよね？」

　北白川さんを推薦した女子の一人が、近くの席の女子に視線を向けた。水を向けられた女子は、ちょっと慌てたように「え？　あー、うん。いいんじゃないかな？　……ねえ？」と、また近くの女子に同意を求めた。じわじわと、女子を中心にして、クラスに賛同が広がっていく。「うん……北白川さんでいいと思う。……だよね？」「そ、そうだねー。……ね？」「う、うん。北白川さん、こういうの向いてそうだし……ね？」

　みんな、別に心の底から彼女が適任だと思っているわけではないだろう。

　そもそも、みんなはクラス委員なんて誰でもいいのだ。ただ、この面倒な役職がさっさと決まってくれさえすれば。だから、名前が挙がった北白川さんを、みんながなんとなく推して……そういう空気が、出来上がりつつある。中学時代、俺がまるで読めなかったせいで孤立した……クラスの、空気が。

　いまここで、余計なことを言うのは……すごくまずい。

　変に対立候補が立って、話が長引くようなことになれば……あとから手を挙げたほうが悪者だ。

　俺はルリファーの肩を、そっと叩たたいた。

「……あのさルリファー、今回は」

「分かっておりますのじゃ魔王さま！」

「マジで？　よかった……ルリファー、意外と空気読めるんだな」

「もちろんなのじゃ。わらわ、必ずや彼女を下し、支配者の座を手に入れてみせるのじゃ！」

「いやちょっと待」

　ルリファーが、高々と手を挙げた。……挙げてしまった。

「先生！　わらわも立候補するのじゃ！」

　ルリファーが元気に声を張り上げた……その瞬間、クラスに、ふっと沈黙が満ちた。

　誰もが慌てたように口をつぐむ中、北きた白しら川かわさんが、鋭い横目でルリファーを見た。

「あら、ルリファーさん。いらしたの。もうとっくにマカイとやらに帰ったのだと思っていましたわ」

「はい？　いえわらわは、立派な魔王になるまで魔界には」

「ルリファー!?　ゲームの話はあとにしような!?」

　慌ててルリファーを黙らせる。ルリファーは「げえむ？」と、首をかしげた。

「まあ、ルリファーさんは毎朝マカイから、遠路はるばる登校していて大変でしょうし？　多忙な役職はわたくしにお任せくださいまし」

「いえ、わらわはいま、魔王さまの家」

「ルリファー！　ＨＲ中だから！　私語は慎もう！　な!?」

　ただでさえ教室が微妙な空気になってるのに、これ以上妙なこと言わないでくれ！

　俺たちの方を見ながら、北白川さんが勝ち誇ったように笑った。

「あらあら、なんでも面倒見てくれる方が近くにいてよかったわね」

「えへへ。はいなのじゃ」

　いやいや、何笑ってんの。お前今馬鹿にされてるんだけど!?

「でも、誰かに面倒を見てもらっているような方に、クラス委員なんて務まるかしら？」

　ふん、と北白川さんが鼻を鳴らした。

「おとなしく、みなさんに迷惑のかからないところで「リッパナマオー」でも目指していたらいかがかしら？」

　ルリファーが、突然、何かに気づいたように振り返った。キラキラした澄んだ瞳で、衝撃の新事実でも口にするように、問うてくる。

「魔王さま……もしかして、わらわは馬鹿にされているのじゃ？」

「お前、今気づいたの!?」

「や、やっぱり……!?　そういうことなら、魔王さまの弟子として、黙って馬鹿にされているわけにはいかないのじゃ！」

「いやちょっと待て黙ってたほうがいいってば……」

　ルリファーは、決意に満ちた眼まな差ざしで北きた白しら川かわさんを見た。

「北白川さん！　わらわは」

「先生。ＨＲ中に言い合うのもなんですし、この結論は帰りにしませんこと？」

　北白川さんが、ルリファーの言葉を一瞬でぶった切った。完全にあっちの方が上手だ。

　呆ぼう然ぜんと口をぱくぱくさせるルリファーを見て、北白川さんを推薦した女子たちが笑う。

「帰りのＨＲで、どちらがクラス委員にふさわしいか、演説して皆さんに投票していただきましょう？　ま、結果はわかりきっていますし、時間の無駄でしょうけど？」

　ふふん、と顎をそらした北白川さんに、ルリファーはぐぎぎと歯は噛がみするばかりだった。



　昼休み。いつものようにルリファーと二人で屋上に来たものの、俺はルリファーお手製の弁当に手をつける気にもなれず、腕を組んでいた。

　クラス委員の件、ルリファーにこのまま立候補させ続けるのは、まずい。

　クラスのみんなは、ＨＲが無駄に長引くことを望んでない。せっかく北白川さんに決まりかけていたのに、ルリファーがここで意地を張り続ければ……面倒な奴やつだと思われる。

　一度貼られたレッテルが、そうそう剥はがせないのは、中学時代に経験済みだ。俺の中学時代のような経験を、ルリファーにさせるのは、ちょっと……かなり、嫌だ。

「ルリファー、あのさ」

　俺は長い思考を終えて、顔を上げた。ルリファーは、赤々と輝く魔法陣の中心に立っていた。……魔法陣？

「古いにしえの盟約に従い、我が呼びかけに応えよ冥めい府ふの守人……」

「いつ見てもカッコイ……じゃなくて、なにやってんのルリファー！」

「魔王さまの弟子として、北白川さんにこのまま侮られているのは許されないのじゃ。ここはわらわの力で、魔王さまの威厳を示しますのじゃ！」

　真っ赤な魔法陣の中から、ずるり、と、タコの触手のようなものが這はい出でてきた。

「いやいや！　威厳なんか、もともとねーから！　つーか、なに呼び出してんだよ！」

「地獄の番犬・ケルベロスなのじゃ！　魔王さまの弟子として、わらわの魔力と威厳を見せつけるためにうってつけの召喚獣なのじゃ！」

「お前の足元にいるやつ、明らかに犬じゃねーけど!?」

「ふえ？」

　ルリファーは、ちら、と足元を見た。ルリファーの足に絡みついた無数の触手が、魔法陣の中にルリファーを引きずり込んでいく。

「はわ？　ひゃ、ひゃああああ!?　なななな、なんなのじゃ魔王さま！　ぬぬ、ヌルヌルするのじゃ!!　この魔物はなんなのじゃー!?」

「俺が知るか！」

　俺は慌ててルリファーを引っ張り上げ、魔法陣を足で踏み消した。以前の化け物と同様、無数の触手は、幻のように掻かき消きえた。

　俺にぎゅうっとしがみついたルリファーが、涙目になってふるふる震えていた。

「し、死ぬかと思ったのじゃ……」

「お前、もうむやみに魔法使うのやめろよ……」

「はう……」

　ルリファーはぺたん、とその場に座り込んで、ぐしぐしと涙を拭った。

「でも、わらわは悔しいのじゃよ……。魔王さまの弟子として、わらわは誰からも敬われるような存在でなくてはならないのに……馬鹿にされて、言い返すこともできないなんて」

「言い返すどころか、馬鹿にされてるのに気づいてさえいなかったからな」

　しょんぼりとうつむいたルリファーの顔を、俺はしゃがみこんで、覗のぞき込こんだ。

「なあ、今回のクエストは、やめといたほうがいいんじゃないかな」

「ふえ？」

「ほら……委員長になるなら、来年だってあるんだし」

　正直、ルリファー残留決定は避けたいところだが……今回ばかりは、仕方ない。

　ルリファーはしばらく黙っていたが、やがて、頷うなずいた。

「……わかりましたのじゃ」

「わかってくれた？　それじゃあ」

「魔王さまはクエストを強制なさらない。自らの意思で挑み、自らの意思で乗り越えろ、そういうことじゃな？」

「いや違うけど」

「身が引き締まる思いなのじゃ。このルリファー、たとえ勝ち目の薄い戦いでも、諦めず最後まで戦い抜きますのじゃ！」

「やめてってお願いしてるんだけどなぁ!?」

　俺はルリファーの肩を掴つかんで、決意に輝く瞳をまっすぐ覗き込んだ。

「いいかルリファー、クラス委員ってのは責任ある役職だからな、軽々しく立候補するのはやめよう！　な？　一年力をつけてからやりなおそう！」

「……つまり、わらわにはまだこのクエストをクリアする実力はないと？」

「いやだから、そもそもブログに書いてあったのはさ、勝手に立候補した挙句、自分の入れた一票しか入らなかったとかいう恥ずかしい記録だから！　真ま似ねする必要ないから！」

「なるほど、立派な魔王になるには、そのような謙けん遜そんも必要じゃと」

「謙遜じゃねーよ真実だよ！」

　なんで俺はこんな大声で黒歴史を暴露しなきゃなんねーんだよ！

「……魔王さま」

　ルリファーが、俺を見据えた。間近に迫った美貌に、ちょっと気け圧おされる。

「魔王さまがご心配くださる訳も分かるのじゃ。わらわは先ほど、既に一度北きた白しら川かわさんに負けておるのじゃし、勝ち目が薄いこともわかっておるのじゃ。……それでも」

　ルリファーの眼まな差ざしは、決意に満ちていた。

「わらわは諦めたくないのじゃよ。一度諦めてしまったらもう……これからいろんなことを、諦め続けてしまうような気がするのじゃ」

「……ルリ、ファー」

　ああ、こいつは本当に、いつもいつも、まぶしいくらいに真まっ直すぐだ。

「それにわらわは、クラス委員になって、もっとみんなの役に立ちたいのじゃよ。だって……」

　言いかけたルリファーは、しかし、照れたようにうつむいて、ぼそっとつぶやいた。

「……ううん。これは、魔王さまにはヒミツなのじゃ」

「今、なんて言った？」

「いえ、なんでもないのじゃ」

　ルリファーは、俺を見上げていう。

「魔王さま。わらわは、逃げないのじゃよ」

「……そっか」

　ああ、そうだな。俺に言われて、考えを変えるような奴やつじゃないよな、こいつは。

「……わかったよ。やろう」

　みんなが満場一致で投票するような、最高の演説にすればいいんだろ。……ていうか、ルリファーが立候補を取り下げないんなら、そうするよりほか、ない。

　ああもう、やるしかないか！

「じゃあルリファー、まずは演説の内容を……」

　その時だった。突然勢いよく、屋上のドアが開いた。

「あら、昼休みはいつも屋上にいるというのは、本当でしたのね！」

　北白川さんだ。後ろに、先ほど彼女を推薦した女子二人を引き連れて、足音高くこっちに歩いてくる。……上履きで、なんであんなヒールみたいな音が出るんだよ。

　ルリファーが表情を引き締めた。北白川さんがコツコツとルリファーの方に歩み寄ってきて……その豊満な胸で、ルリファーを弾き飛ばした。

「ふぎゃっ!?」

「あら？　そんなところにいましたの？　小さすぎて気が付きませんでしたわ」

　尻餅ついたルリファーを、北白川さんが見下した。取り巻きの女子二人が、くすくすと笑う。ルリファーが唇を真一文字に引き結んで、立ち上がった。

「なんの用なのじゃ!?　わらわたちは演説の内容を考えるので忙しいのじゃ！　スパイは立ち入り禁止なのじゃよ！」

「もうちょっと背伸びして言ってくださる？　声が遠くて聞こえづらいのだけれど」

　北きた白しら川かわさんが、指先でルリファーのおでこをこつん、とつついた。

「わたくしはただ、あなたにありがたーい忠告をしに来ただけでしてよ」

　北白川さんは、指先で何度もルリファーを小突きながら言った。

「いたいっ、いたいっ、いたいのじゃっ！」

「あなた、立候補取り下げなさいな」

「い、いやなのじゃっ！」

　ルリファーは、手のひらで北白川さんの指をガードし始めた。

「わたくしは親切で言ってあげていますのよ？　転入当時から思っていましたけど、あなた、ちょっと悪目立ちしすぎですわ。このわたくしより目立っているのだから、相当よ」

　北白川さんの指をなんとか防ぐルリファーと、そのガードを掻かい潜くぐろうと四方から攻める北白川さん。……だが、口も指も、北白川さんが優勢だ。

「これ以上、このわたくしより目立ってご覧なさい。クラスの和は乱れるし、あなたもいい目には遭わないわ。だからわたくしが、このあたりで目立つ役職を引き受けてあげるって言ってるの。感謝して引き下がりなさいな」

「ふにゃっ！」

　北白川さんのデコピンが、ルリファーをとらえた。再びルリファーが尻餅をつく。

「マオーだのマカイだの、おかしな話でみんなの気を引きたいのはわかるけれど、そろそろ分相応に、わたくしの陰にでも縮こまってはどうかしら？」

　わかったぞ、つまりこの人は……自分より目立ってるルリファーが気に食わないだけだ！　心底くだらねえ！

　……だが、まさかそんなことを面と向かって言えるはずもなく、俺はなおも北白川さんに食ってかかろうとするルリファーの肩を掴つかんだ。

「やめとけって、ルリファー」

「じゃが魔王さま！　ここで引き下がっては、魔王さまの名前にまで傷がつくのじゃ！」

「俺の名前とかどうでもいいから！　あと魔王さまじゃねーよ！」

　ふふん、と北白川さんが笑った。

「大変ね山王くん。ルリファーさんの面倒をつきっきりで見なきゃいけなくて」

「いや別に面倒見てるわけじゃ……っつーか、山王くんって俺のこと!?」

「あら？　違ったかしら……？　……も、もちろんわざと間違えただけよ？　えーと、サンバカーニバル……？」

「三み道どうだよ！」

　まるで他人に興味ねえんだな、この人！

「ええ、そうそう。サンドウ……ミドウくんね。わたくしはじめからそう言わなかったかしら？　……とにかく、ずっとこの子の面倒見てきたあなたならわかるでしょ？　わたくしと、この子と、どちらの方がクラスのまとめ役に向いているか」

　そりゃあもちろん……自分にしか興味ない上に、目立ちたいからクラス委員になりたい人より、『みんなの役に立ちたい』ルリファーの方が向いてると思うんだけど。

　だが、北きた白しら川かわさんと、取り巻きの女子の、値踏みするような視線を前にすると……本心が、喉の奥に引っ込む。

「わたくしに投票するわよね？」

　ここではっきりノーと言ったらまずいことになるってことくらい、俺にもわかる。その程度のことがわかるくらいには、中学時代より……俺は空気が読めるようになっていた。

「……か、考えとく」

　グレーな返答に、しかし、北白川さんは満足したらしい。勝ち誇ったように笑った。

「ふふ、覚えておくわ。み……えっと、みたらしくん？」

　ダンゴかよ。

「ま。ルリファーさんが立候補を取り下げてくれたら、結果の分かりきった無駄な選挙もしなくて済むのだけどね」

　北白川さんは、最後にルリファーのおでこをぺちんと小突いて、ルリファーに「うにゃっ!?」と悲鳴を上げさせると、取り巻きを引き連れて満足げに屋上を出て行った。

　あとには、呆ぼう然ぜんとつっ立った俺と、赤くなったおでこを押さえて目をうるうるさせているルリファーだけが残された。

「す……すみませんのじゃ、魔王さま……。また、やり込められたのじゃ……」

「まあ……ここで言い負かされても、投票には関係ないから、気にしなくていいだろ」

「はう……」

　悔しげにうつむいたルリファーの肩を、俺はぽんと叩たたいた。

「大丈夫だって。今ので分かったよ。やっぱ、お前の方がクラス委員に向いてる」

「ほ、本当なのじゃ……？」

　ルリファーが、今までの落ち込みようが嘘うそのように、ぱあっと笑顔になった。

「もちろん。……さ、じゃあ演説の内容、一緒に考えようぜ」

「はいなのじゃ！　魔王さまは全然めげなくて、さすがなのじゃ！」

「ははは」

　ルリファーに尊敬の眼まな差ざしを向けられて、ふと、さっき北白川さんに詰め寄られて「ノー」と言えなかった自分のことが頭に浮かぶ。……胸の奥が、チクリと傷んだ。



　※



　帰りのＨＲ。ついに、演説の時間がやってきた。

「やや、やってやるのじゃ魔王さまっ！　見ててくださいなのじゃっ！」

「うんうん。教卓にたどり着くまでコケるなよ」

　俺とふたりで作った原稿をお守りみたいに胸の前で握り締め、かちこちに緊張したルリファーが教卓の前に立つ。

　みんなの前に立ったルリファーが、深々と一礼した。ぱらぱらと拍手が聞こえたが、北きた白しら川かわさんの取り巻きがクラスを見渡すと、すぐにやんだ。俺も、拍手しようとして持ち上げた両手を、叩たたかずに下ろすしかなかった。

　ルリファーが深く息を吸って、意を決したように、話し出す。

「わら……わたしが、クラス委員になりたいと思ったのは、もっとみんなと、仲良くなりたいと思ったからなのじゃ……です」

　二人で作った原稿では、わざと一人称を「わたし」にし、語尾の「なのじゃ」を削ってある。少しでも、変な奴やつっぽさを消すために。

「そもそも、学校とは勉強をする場所というだけではなく、スポーツや行事を通して、みんなの仲を深めることが……」

　真面目っぽいことを言って、頼れるクラス委員長であることをアピール。魔界とか魔王とか言ってた、今までのルリファーのイメージを払拭して、みんなの信頼を集める。

「クラス委員になった暁には、クラスのまとめ役として責任をもち……」

　……だが、なんだか、おかしなくらいに、ルリファーの言葉は胸に響かなかった。

　当たり障りのない、うわべだけの言葉を並べているみたいだ。

　クラスのみんなも、だんだんとルリファーから視線を外し、時計を気にしだした。この演説は、ＨＲを延長してやっている。本当なら、みんなはもう下校できている時間なのだ。

　……なんでだ、こんなはずじゃなかったのに。

「ほかの委員会の役割も、人手がなければ率先して助け……」

　しらけていく空気の中で、ルリファーだけが、かすかに震えた声で、必死に演説を続けている。諦める様子も、くじける様子もない。

　……だが、一枚目の原稿を読み終え、緊張に震える指先で、ページをめくった瞬間。

「ひゃわっ!?」

　原稿が、ルリファーのちっちゃな手から滑り落ちて散らばった。みんなの足元や、椅子の下に滑り込んだ原稿を、ルリファーは慌ててかき集め始めた。

　演説が止まる。いよいよ、みんなの視線が時計に向かう。

　北きた白しら川かわさんの取り巻きたちが、くすくすと笑い出した。

　……くそ。もう、ここまでだ。これ以上引き延ばしても、みんなに迷惑がられるだけだ。

　このへんでストップをかけたほうがいい……と、ルリファーを見て、俺は言葉を失った。

　ルリファーは決意に満みち溢あふれた目で、一枚一枚、原稿を拾い直していた。目にはじんわり涙が浮かんでいるものの……諦めた様子は、まるでない。

　そうだ。こいつが、諦めるはずがない。

「……ああ、そうか」

　いま、やっとわかった。

　諦めようとしているのは……俺だ。ルリファーに諦めて欲しいのは……俺なんだ。

　ルリファーがみんなに迷惑がられないためとか、そんなの、いいわけだ。ただ、俺自身が、クラスの空気に逆らうのが怖いだけ。ルリファーのとばっちりを食いたくないだけ。

　そんな理由で、ルリファーの足を引っ張った。

　演説が心に響かないはずだ。「わらわ」も「なのじゃ」もやめさせて、聞こえのいい言葉ばかり選んで、俺が……ルリファーの言葉を奪ったんだ。

　北白川さんが、勝ち誇った顔で俺を見た。……ああ、そうだ。彼女に負けたのは俺だ。クラスの空気に負けたのは俺だ。普通の高校生活が送りたくて、口をつぐんだんだ。

　……でも。

「……──れ」

　気づいたら、俺は声を出していた。涙に揺れて、それでもまだ決意に満ちたルリファーの目が、俺を見る。

「頑張れ、ルリファー」

　クラス中の視線が、俺に突き刺さってくる。戸惑ったような視線、非難するような視線、意外そうな、北白川さんの視線。……正直、怖い。今すぐ黙りたくてたまらない。

　……でも、ここで黙るのは、俺が望んでいた高校生活じゃないんだよ！

「原稿なんてなくたって平気だ！　お前が思ってることを、お前の言葉でちゃんと言えればそれでいい！」

「はわ……ま、魔王さま……？」

「クラス委員に一番ふさわしいのはお前だって……俺は、信じてるからな！」

「……っ！」

　ルリファーは、ぎゅっと唇を引き結んで、頷いた。拾っていた原稿を教卓の上に置き、強い眼まな差ざしでクラスを見回す。スカートの前できゅっと組み合わされた手は、もう、少しも震えてはいなかった。

「……わらわはっ、とっても遠いところから、この世界に来たのじゃ！」

　叫ぶような声に、みんなの視線が、驚いたように、ルリファーに集中する。

「この世界は、分からないことがいっぱいで、できないことがいっぱいで、どうしていいかわからなくて……っ、そんなわらわに、魔王さまが手を差し伸べてくださったのじゃ！」

　クラスの誰もが、黙って聞いていた。「この世界」とか「魔王さま」とか、ツッコミどころはたくさんあったが……誰も、俺も、口を開かなかった。

「わらわは本当は……魔王さまに、恩返しがしたいのじゃ。でも、わらわは未熟で……なんのお役にも立てなくて、だから……だからせめて、だれかの役に立ちたいのじゃ」

　それは、俺さえも初めて聞く……ルリファーの気持ちだった。

「魔王さまがわらわを助けてくれたおかげで……わらわも、誰かのためになれるひとになれたのじゃと、そう……そう、思ってもらいたいのじゃ！」

　ルリファーが、大きな瞳からこぼれそうな涙をぐっとこらえて、クラスを見渡した。

「自分勝手な理由かもしれないのじゃけど……どうか、みんな、わらわをクラス委員長にして欲しいのじゃ」

　きゅっと目をつむって、ルリファーは深々と一礼した。

「わらわを……みんなの役に、立たせて欲しいのじゃ……っ！」

　ルリファーの声が、長く余韻を引いて……クラスに、静寂が満ちた。

　ルリファーの言葉は、クラスのみんなに響いたのか。クラスの空気は、変えられたのか。……正直、俺はルリファーの言葉に胸を打たれて、それを推し量るどころじゃなかった。















　自然と手が持ち上がる。ルリファーの言葉に、誰よりも早く、拍手してやりたかった。……だが、周囲からぱらぱら上がりだした拍手に、先を越された。

　俺は慌てて、周囲を見回す。クラス中のみんなが、ルリファーに向かって拍手を送っていた。まばらだった拍手は、やがて教室を揺るがさんばかりに大きくなっていく。

　笑顔で手を叩たたきながら、みんなが口々に言う。

「なんか、涙出てきた」「入学からこっち、ずっと自分のことで手一杯だった気がする」「ああ、その点、ルリファーさんはすげえよ。外国でひとりで頑張って、みんなの役にも立ちたいだなんて」「だな。それに、ルリファーさんの面倒をずっと見てた三み道どうも……」

　背後から、突然肩を叩かれた。斜め後ろの席に座っていた佐さ藤とうくんが、俺の肩を掴つかむ。

「三道……俺、あのさ……」

　佐藤くんの声は、涙で潰れて、ほとんど言葉になっていなかった。涙を拭いながら、佐藤くんは笑う。

「いや、いいや……。とにかくお前、頑張ってたもんな。すげえよ」

「……いや、俺は別に何もしてないって」

　諦めなかったのも、頑張ってきたのも、いつもルリファーだ。教卓の方を見ると、ルリファーがみんなの拍手に気け圧おされて目を丸くして……それから、ふにゃっと笑った。細められた目元から、我慢していたのだろう涙が、一筋ぽろりとこぼれた。

　……ああ、よかった。あそこで、声を出して本当によかった。

　その時だった、突然席から立ち上がった北きた白しら川かわさんが、つかつかとルリファーに歩み寄った。ルリファーが背筋を伸ばして身構える。北白川さんはおもむろに手を振り上げて……ルリファーの肩をぶっ叩いた。

「ふぎゃっ!?」

「よくやったわねルリファーさん！　わたくしが仇かたき役やくになった甲か斐いがあったわ！」

「……ふえ？」

「ふふん。このわたくし、北白川綾あや音ねがあえて憎まれ役を買って出ることで、あなたの演説を引き出したというわけよ！　あなたがどれほど本気でクラス委員になりたがっているのか、みんなの前で表明させるためにね！」

　……憎まれ役を買って出るもなにも、ルリファーより先に推薦されてたじゃん。

「よくやったわルリファーさん！　このわたくしが太鼓判を押してあげる！　クラス委員になりなさい！」

「……は、はあ。どうもありがとうなのじゃ……」

　さすがのルリファーですら、きょとんと首をかしげている。

　クラスからは、呆あきれたような苦笑が上がっていた。誰もが、彼女の言葉が嘘うそだと気づいているのだ。だが不思議と、文句はひとつも上がらない。あれだけ徹底して自分の都合しか考えてないと……確かに、怒る気も失うせるな。それも一種の人徳か。

　なんにせよ……これでルリファーは、晴れてクラス委員。

　──クエスト、クリアだ。



　俺の前の席で、ルリファーが華きや奢しやな肩を震わせていた。

「ま、ま、魔王さま……ありがとうございますなのじゃ……。わらわ、やったのじゃ……」

「いや、俺は何もしてないだろ。頑張ったのはお前だよ」

　ルリファーはふるふるとかぶりを振った。涙で赤くなった瞳で、まっすぐに俺を見る。

「そんなことないのじゃ！　魔王さまが……魔王さまがあのとき、頑張れと、そう言ってくださらなかったらわらわ……きっと、だめになってたのじゃ……」

「……そっか」

　少しでも、こいつの役にたてたなら良かった。今は素直に、そう思えた。

「さて、では残りの委員ですが」

　担任が、決まった委員の名前を並べた黒板を見渡しながら言った。……残りの委員？　クラス委員長で最後だったはずだけど。

「あとは、クラスの副委員長を決めなくちゃいけません。委員長がルリファーさんだから、なるべく男の子がいいんだけれど……ルリファーさんに、決めてもらっちゃおうかな？」

　クラスの視線が、ルリファーに集中する。ルリファーは涙を拭いながら、何の迷いもなく、口にした。

「わらわ……魔王さまが副委員がいいのじゃ」

　クラスの視線が、今度は一斉に俺に集中する。非常に不本意なことに、ルリファーが俺のことを「魔王さま」と呼んでいるのは、もう周知の事実なのだ。

「え、いや、でも俺は……」

　みんなの視線に気け圧おされて、俺はかぶりを振った。だって、そんなみんなの中心みたいな役職、やったことないし、俺は去年まで友達もいなかったようなやつで……。

「だめ、なのじゃ……？」

　ルリファーが、うるむ瞳で上目遣いに俺を見る、……反則だよ、その目は。

　ごつん、と斜め後ろから肩を殴られた。振り返ると、佐さ藤とうくんがいたずらっぽく笑っていた。

「ルリファーさんの補佐だろ。お前以外に誰がいるんだよ」

　北きた白しら川かわさんも、声を上げた。

「あら、あれだけルリファーさんに発破をかけておいて、自分は逃げるおつもりですの？」

　二人の声を皮切りに、クラス中からパラパラと拍手が上がりだした。

　え、なんで、いいの？　こんな、まともに友達もいない、元中二病で……？

　みんなの温かい笑顔を、俺はしばし呆ぼう然ぜんと見回してから……言った。

「つ、謹んでお受けします……」

　頭を下げたら、下げすぎて机にぶつけた。……ルリファーか、俺は。

　ぶつけた額をさすりながら顔を上げると、目の前にはルリファーの笑顔があった。

　ちっちゃな両手で、俺の手をとる。

「魔王さまと一緒に、委員長のお仕事までやれるなんて、わらわは幸せ者じゃ」

「……大げさだよ」

　なんだかルリファーの顔を見ているのがやたらと恥ずかしくなって、俺は、顔を背けた。

「これからもよろしくお願いしますのじゃ、魔王さま！」

　ルリファーの手のぬくもりを、感じる。周囲には、クラスのみんなの温かい視線と、拍手があふれていた。

　ルリファーが来て、高校生活がめちゃくちゃになって、最初はもう終わりだと思ったけれど……なぜだか俺は今、こんなにみんなに認められている。

　ずっと欲しかったもののかけらが、今確かに、俺の周りにある。

　温かいルリファーの手を、そっと握り返しながら、俺は、こいつと出会えてよかったかもなと、思っていた。


















「わらわ、魔王さまにラブレターを書こうと思うのじゃ」

　昼休みの教室。ルリファーのその発言に、俺は箸を落っことした。

　今日は風が強いため、屋上で昼食をとるのは諦めて、教室で食べることになった。いつもと違って、今日は周囲にクラスメイトたちがいる。ルリファーには、発言に十分気をつけてもらわないと……と、思っていた矢先にこれだ。

「────」

　周囲を見回す。幸い、誰もこっちは見ていない、ルリファーの爆弾発言は、誰にも聞かれていない。……でも今のは、誰にも聞かれてないからと言って、ああよかったとホッと出来るような話じゃない。

　ルリファーは、無む垢くな顔をして、こっちを見つめてきている。顔がみるみる火照ってくるのが、自分でもわかった。

「ら、ラブレター？」

「なのじゃ」

　聞き間違いじゃなかったらしい。

「ま、待ってくれ。いきなりそんなこと言われても……」

「ダメ、なのじゃ？　魔王さまに、わらわのラブレターを受け取ってほしいのじゃが」

「い、いや、でも……そもそも、ラブレターを受け取って欲しいってなんだよ。それってもう、本来の目的は果たしてるようなもんだろ!?」

「ほえ？」

　ルリファーが無邪気に首を傾かしげる。

「ラブレターを渡さなくても、クエストは成功なのじゃ？」

「そりゃ……え、クエスト？」

「はい。えと、このクエストなのじゃが……」

　ルリファーがいつものように、例の写本を見せてくる。

「今回のクエストは、わらわと魔王さまがお互いにラブレターを書いて、相手に読ませることが出来たら、成功だと思うのじゃ」

　あー、クエスト。なるほど、クエストね。そうだよね。ははは。本気でラブレター書くわけないよね。ルリファーが本気で俺に惚ほれてるわけないもんね。うん、わかってた。

　深く頷うなずいて、俺は言う。

「とりあえず、俺はプールに飛び込んでくればいいか？」

「ふぇ!?」

　ルリファーが俺に向けているものすごい好意は、全部『三千世界の魔王・終焉の創手ラグナフオール』に対するものだ。だというのに……どんだけ痛々しい勘違いしてんだ、俺……。

　……いや、でも待てよ。

「ルリファー」

「はい？」

「お前、ラブレターの意味、分かってるのか？」

「はい、大丈夫なのじゃ！」

　いつかのクエストみたいに、ルリファーが元気よく挙手して言う。

「ラブレターというのは、下げ駄た箱ばこに入れる『ありがとう』を伝える手紙のことを指すのじゃ！」

「素敵なことを言うね、お前は」

「はいなのじゃ！」

「はいなのじゃ！　じゃなくて！　その認識は間違ってるから！」

「ふえ？」

　ルリファーはきょとんと首をかしげた。

「いいか、ルリファー。ラブレターっていうのは、恋文のことだぞ？」

「こいぶみ？」

「異性に、あなたのことが好きですって告白する手紙だってこと」

「…………」

　ルリファーの顔が……突然、ぼっと赤くなった。

「え、え、え？　あ、愛の告白をする手紙、なのじゃ？」

「そうなるな」

「そ、それは……その……えと、あの……」

　ルリファーが下を向いて、もじもじと身体をよじる。

「だ、大丈夫か、ルリファー？　なんなら別に、ラブレターじゃなくっても」

「いえ！　やるのじゃ！」

　妙に力強い口調で、ルリファーが言った。

「大丈夫なのじゃ！　魔王さま、放課後はよろしくお願いしますなのじゃ！」

「お、おう」

　ルリファーの気迫に押されるように、俺は頷うなずいた。

「……魔王さまに、告白、なのじゃ」

「ん？　何か言ったか？」

「な、なんでもないのじゃ！　頑張るのじゃ！」

　……気合いが入りすぎな気がするけど、大丈夫だろうか。

　窓の外を見ると、風が強く吹き荒れている。……なんだか、不吉な予感がする。

　……考えすぎか？



　※



　それから、二つの授業とＨＲを終えて、俺とルリファーは昇降口へ向かった。

「何度も書き直してるようだったけど、手紙、ちゃんと入れてきたんだろうな？」

「は、はいっ！」

　ルリファーのやる気は、昼休みからずっと持続されている。

「ちゃんと、入れたのじゃっ！　魔王さまへの、ら、らら、ラブレターっ！」

「声、抑えような？」

　いや、声だけじゃない。真っ赤な顔と、泳ぎまくった目。また緊張してるんだろうか。まあ、クエストでルリファーが緊張するのは、もはやお約束みたいになってはいるけどさ。

「あんまり気張るなよ？　そんなに難しいクエストじゃないんだし」

「ふぁい！」

「全然ダメそうだぞ……？」

「だ、大丈夫なのじゃ！　……ちゃ、ちゃんと、わらわのラブレター、魔王さまに読んでもらうのじゃ」

　ルリファーの顔は、なぜだか真っ赤だった。



　昇降口へ行くと、女子数人が、竹ぼうきを持って大慌てで掃除をしていた。

「う～。砂すな埃ぼこりたまってるね……。掃いても掃いてもキリがないよ」

　俺とルリファーは、女子たちが隣の下げ駄た箱ばこ掃除に移るのを待ってから、クエストを始めた。なにせ、ラブレタークエストだ。他人に現場を見られたら、騒ぎになるのは明白だ。

「じゃあ、お互いの、読むか」

「な、なのじゃ」

　ルリファーと分かれて、自分の下駄箱の目の前に立つ。アルミ製の簡素な扉を開けようとして……ルリファーが、こっちを凝視していることに気づいた。俺が手紙を手に取るのを、今か今かと待ち構えている。

　爆弾でも仕掛けたのか、お前は。

「ど、どうかしたのか？」

「はわ、な、なんでもないのじゃ！　あ、あー！　魔王さまからの手紙なのじゃ！」

　わざとらしい。

　ルリファーはそのまま俺の手紙を開くと、中身を読み始めた──が、その実、注意はこっちに向いている。チラチラと、手紙を読むフリをしては、俺の方に視線を放ってくる。

「……よし」

　俺も意を決して、下駄箱の扉を開いた。

「……ん？」

　手紙らしきものは、どこにも入っていなかった。俺は靴を取り出し、靴の中を調べ、下げ駄た箱ばこの中も端から端まで探ってみた。……だが、見当たらない。

「ルリファー」

「は、はいなのじゃっ、魔王さまっ！」

「手紙、ないんだけど」

「ふぇ？　そ、そんなはずないのじゃ！」

　ルリファーが慌てたように、俺の下駄箱を覗のぞき込こんだ。だが、ないものはない。

「そ、そんなっ！　間違いなく入れたはずなのじゃ！」

「……本当に、ほんっとーに、俺の下駄箱に入れたんだろうな？」

「は、はわっ」

　ルリファーが、俺から視線を逸そらす。

「その、実は……ドキドキしすぎて、入れた時のこと、あまり覚えてないのじゃ」

「……ってことは」

　俺は、目の前の下駄箱を、右から左まで見渡す。

「もしかして……どこか、別の下駄箱に間違って入れた、とか？」

「あうう……ご、ごめんなさいなのじゃ……」

　ルリファーが、しゅんと肩を落とす。

「……まあ、仕方ないか。探そうぜ。ひと様の下駄箱を一つ一つ開けていくのは、ちょっと気が引けるけど」

　ルリファーは、ぽろぽろと涙をこぼしながら言う。

「わらわの、魔王さまへの気持ち……一生懸命書いたのに……」

　……あれ？　ちょっと待てよ。

　俺のことを『三千世界の魔王・終焉の創手ラグナフオール』として尊敬してるルリファーが、その気持ちを一生懸命書いた手紙……？

「──うっ、うわぁぁっ！　まずい！　それはまずい！」

　きっとその手紙には、魔王とか三千世界とか、中二病ワード満載だ！

　そんなもの、間違っても誰かに読まれるわけにはいかない！

　俺の高校生活が、理想への階段を一段も登れないまま、破綻する！

「ルリファー、手紙を探すぞ！」

「ま、魔王さま……。わらわの気持ち、探してくれるのじゃ？」

「当たり前だろ！」

　入学してからこれまでの努力を、手紙一つで水の泡にされてたまるかよ！

「とにかく、片っぱしから下駄箱開けて──」

　その時、すぐ後ろの下げ駄た箱ばこで、女の子の「きゃー」という、興奮気味の悲鳴が上がった。

「ど、どうしよう！　下駄箱に手紙入ってる！」

「うそっ！　ラブレターじゃん！」

　声がした方を振り返ると、そこにいたのは上級生の女子ふたり。目をキラキラさせて、手の中のラブレターを今にも開こうとしている。

「す、すみませんのじゃ！　それはわらわの手紙なのじゃ！」

　急に叫ばれて、びくりと女の子たちが肩を跳ねさせた。

「わらわが、入れ間違えたのじゃ！」

　女の子達は怪け訝げんそうな顔で封筒を見たが、そこに、『ルリファーより』と書いてあるのを見て、納得したように頷うなずいた。

「あー、ホントだ。女の子の字だわ。えっと、ルリファー、さん？」

　ルリファーはこくこく頷いた。

　女の子は苦笑して、ルリファーに手紙を差し出してくる。

「気をつけなよ？　ラブレターの入れ間違いなんて、恥ずかし──……きゃっ!?」

　瞬間──ゴウッと強い風が吹き、女の子の手から手紙を奪い去っていった。

「うわぁ！　追うぞルリファーっ！」

「はいなのじゃ！」

　俺たちは靴を履き替え、風に舞う手紙を追った。



　それから、三十分後。

「み、見つけたぁ……っ！」

　手紙があったのは、体育館裏の木の上だった。太い枝の先に、かろうじて引っかかっている。早く取らないと、またすぐに飛んでいってしまいそう……なのだが。

「……と、届かないな」

「な、なのじゃ」

　手紙が引っかかっている枝は、見上げるほど高かった。俺がジャンプしても、ちょっと届きそうにない。

「脚立か、何かがあれば……」

「魔王さま！　ここはわらわを踏み台に！」

「……いや、俺が乗ったら潰れるだろ、お前」

「でも……あっ！」

　風が再び、ゴウッと吹いた。手紙が枝の先でバタバタと揺れる。また飛ばされるんじゃないかと、二人でヒヤヒヤして見守ったが、何とかその場にとどまってくれた。

「こうなったら、仕方ない……」

「ふ、踏み台なのじゃ？」

「ああ。けど、踏み台になるのはお前じゃない」

　俺は、ルリファーの両肩に手を置いて、言う。

「俺がお前を肩車する。お前がとってくれ！」

「……ええ!?　わ、わらわが!?」

「頼む！　あの手紙を取り戻したいんだ！」

「そっ、そそそっ、それはもちろん、わらわもそうなのじゃが……。でも、それでは魔王さまに、ま、跨またがることになるのじゃっ」

　ルリファーは耳どころか首のあたりまで真っ赤になって、ぶんぶんとかぶりを振る。

「わ、わらわ、そんなの恥ずかしすぎて」

「馬鹿！　そんなこと、気にしてる場合か！」

「ふぇ!?」

　もう一度、俺は真まっ直すぐルリファーを見つめて、言う。

「俺は気にしない！　あの手紙さえ取り戻せれば、それでいい！」

「そ、それほどまでに……わらわの書いた手紙を……」

「当たり前だろ！」

　あれが人目に触れたら、俺の高校生活はジ・エンドなんだから！

「さ、早く。また風で飛んでったら、大変だ」

　俺は身をかがめ、ルリファーが肩に乗るのを待つ。ルリファーは、それでもしばらく躊躇ためらってる様子だったが、

「……わ、分かりましたのじゃ」

　やがて、俺の背中に手をついた。

「もともとは、わらわが下げ駄た箱ばこを間違えたせいなのじゃ……」

　ちょっと涙目になり、唇を引き結びながら、そっと俺の肩に、足を掛ける。

「し、失礼しますのじゃ」

　柔らかい感触。ほんのりと感じる温かみ……。

「…………」

　あ、あれ……？　気にしないって言ったけど、いざやってみると、やばいぞこれ。

　スカート越しとはいえ、ルリファーの太ももに手で触らなきゃいけないし、顔の両側に生足があって、ちょっと頭を動かせば、頬ほおと内うち腿ももが触れてしまいそうだ。

　意識した途端、自分の顔がみるみる熱くなっていくのを感じる。

「ま、魔王さま、乗りましたのじゃ」

「お、おう……。いくぞ！」

　俺の頭に、ルリファーがちょこんと手を置いた。

　俺も、ルリファーを支えるために、肩にのせられたルリファーの太ももに手を置く。

　柔らかくて温かい、肌の感触──いやいやいや！　俺は、ぶんぶんとかぶりを振った。

「ひゃわあっ、ま、魔王さまっ！　髪の毛がくすぐったいのじゃっ！」

「ご、ごめん！」

　顔の赤さを悟られないよう、無理やりその場で立ち上がった。

「あ、ひゃわっ」

　ルリファーがぐらりと揺れた。瞬間、落ちまいとしたルリファーの足がぎゅっと閉じられる。俺の両頬ほおにスベスベで柔らかな感触が押しつけられた。

「──っ!?」

　頭の中が真っ白になる。でも、ここで下ろす訳にはいかない！

「る、ルリファー。届きそうか？」

「あう、も、もう少し、なの、じゃ……っ！」

　ルリファーの苦しげな声が、頭上から降ってくる。……やがて。

「ん、えいっ」

「あ、あれ？　ルリファー？」

　不意に、ルリファーの太ももの感触が消えた。

　頭上を見上げると、ルリファーが、枝にぶら下がっていた。

　片手で枝につかまり、もう片方の手を、必死に手紙へと伸ばしている。その必死な表情や、セーラー服の隙間から覗のぞくおへそや、純白の下着が、下から丸見えだった。

「る、ルリファー？　お前、そこまでしなくても」

「あ、あとちょっとなのじゃ！　もう少しで、わらわの書いた魔王さまへのラブレターが、取り戻せるのじゃ！」

　そう言ってルリファーは、ふるふると震える指を手紙に向かって伸ばす。

　俺は俺で、見えてはいけない物が見えてしまってるんだけど、その危なっかしさに目を逸そらすことが出来ない。

「き、気をつけろよ？　下とか、絶対見ちゃダメだぞ？」

「ふぇ？　下、なのじゃ？」

「あ、バカ」

「──あっ」

　ルリファーの視線が、自分の下に広がる光景を捉える。

　その瞬間、ルリファーが顔を真っ青にして、両手で枝を握った。

「ま、まま、魔王さま。わ、わらわ、こんなところから落ちたら、し、しし、死んじゃう」

「死なねえよ！　巣立ち前のヒナ鳥か、お前は！」

「あ、あわあわわ……魔王さま、た、助けて……っ！」

　ぎゅっと枝を掴つかんだ手を、ルリファーは離せなくなったようだった。

　ああもう、こいつは……。

「安心しろルリファー！」

「……ふぇ？」

「落ちそうになったら、必ず俺が受け止める！　だから安心して、手紙とってこい！」

「……ま、魔王さま……」

　小刻みに震えていたルリファーの目に、決意が宿る。

「わらわ……魔王さまを、信じるのじゃっ！」

　ルリファーが、再び片手を枝から離す。真摯な瞳で手紙を見据え、震える指を、めいっぱい伸ばす。

「ああ、でも、気をつけろよ？　枝が折れるってこともあるんだからな!?」

「魔王さまが受け止めてくれるから、何も怖くないのじゃ！」

「出来れば落ちて欲しくないんだけど!?」

　瞬間、ゴウッ！　という強烈な音と共に、周囲の木が一斉にガサガサと騒ぎ、枝が大きくしなった。

「はわっ!?」

　ルリファーの身体が揺らいで──枝を掴んでいた手が、滑る。

「ルリファーっ！」

　咄とつ嗟さにその下に滑り込み、両腕を差し出した。

「ひゃん！」

「うおっ……!?」

　二人揃そろって倒れそうになるのを、何とか堪えた。俺はルリファーを、背中に左腕を、膝の裏に右腕を回す形で、受け止めることに成功した。

　いわゆる、お姫様だっこというやつだ。

「だ、大丈夫か？」

「は、はい。……え、えへへ。やっぱり魔王さま、助けてくれたのじゃ」

　何やら顔を赤くして、ルリファーは自分のホッペに手を当てる。

　その右手には、しっかり手紙が握られていた。

「その手紙」

「あ、そ、そうじゃ。やったのじゃ、無事、手紙を奪還したのじゃ！」

　ルリファーが腕の中で無邪気に笑いながら、俺を見上げてくる。俺もルリファーを抱きかかえたまま、安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「ああ、よかった……」

　そんで、疲れた……。ほんっと疲れた。

「あ、あの、魔王さま」

「ん？」

　ルリファーは、なんだかそわそわしていた。もじもじと体をよじったり、俺に視線を向けたり逸そらしたりして、何かを言いあぐねている。

「どうしたんだ？」

「そ、その……手紙、下げ駄た箱ばこに入れないと」

「え？」

「く、クエストの、続きなのじゃ」

「ああ、そっか」

　手紙を取り戻すのが本題じゃなかったんだった。今回のクエスト成功条件は、俺とルリファーが、互いの手紙を読み合うこと。残りは、俺がルリファーの手紙を読むだけだ。

「……じゃ、戻るか」

　その場でルリファーを降ろして、俺たちは下駄箱へと戻った。



「…………」

　ルリファーが固唾を呑のんで見守る中、俺も、自分の下駄箱の前に気合いを入れて立つ。

　この中に、ルリファーが手紙を入れた。

『三千世界の魔王』についてルリファーが熱く語っているであろう、俺が羞しゆう恥ちのあまり死んでしまうんじゃないかと心配したくなるような、ラブレターという名の爆弾。

　……正直、読みたくねえ。でも、読まなきゃクエストは終わらない。

「……よ、よし」

　俺は沈む気持ちを何とか奮い立たせて、ルリファーが下駄箱に入れた手紙を、開いた。



『親愛なる魔王さまへ

　魔王さま。いつもわらわのことを助けてくださってありがとうございますなのじゃ。

　ブログを読んで、魔王さまのことを知ってから、わらわはずっとずっと魔王さまのことを考えていたのじゃ。

　いつかきっとこの人に会って、立派な魔王になるための修行をする。

　それが、わらわの夢だったのじゃ。

　……でも、わらわは自分で思っているより、ずっとワガママみたいで。

　魔王さまの一番弟子になって。そればかりか、ご自宅にまで住まわせてもらっているのに、もっと先を、欲しがってしまっているのじゃ。

　マラソンの時、わらわの手を引く魔王さまは、とっても格好良かった。

　妹さまの方がわらわよりも魔王さまと親しく見えた時、とっても悔しく思った。

　それに、選挙の時。

　魔王さまが、わらわのことを庇かばってくれて、ほんとに、ほんとに、嬉うれしかったのじゃ。

　勘違い、かもしれないけど。

　初めて、誰かに認めてもらえた気がしたから。

　魔王さま。

　お慕い申し上げておりますのじゃ。

　わらわみたいな落ちこぼれが、こんなこと言うなんて、生意気かもしれないけど。

　これから魔王さまのこと……もっともっと、お慕いしても、よろしいかの？

　ルリファーより』



「……あれ？」

　なんか、俺が想像してたのと、全然違う。

　俺が手紙から顔を上げると、ルリファーが近寄ってきた。

「魔王さま。どう、じゃったのじゃ？」

「ど、どうって？」

「わらわの、ラブレター。一生懸命、魔王さまのことを想おもって、書いたのじゃ」

　俺を見上げてくるその瞳は、潤んでキラキラしていた。まるで本当に、愛の告白をするように。















「それがわらわの、気持ちなのじゃよ」

「……っ！」

　息を呑のんだ。

　ルリファーは、瞳を潤ませて、頬ほおを赤くして……こんなの、本当の告白──。

「ああぁぁっ！」

　叫ぶと同時に、自分の両頬に、思い切り両手を叩たたき付つけた。

「魔王さま!?」

「わ、悪い。ちょっと、危なかった」

「ふぇ!?」

　いやいや、本当に。俺は、自分で自分に呆あきれてしまう。

　とんだ勘違いをするところだった。

「ルリファー」

「は、はい？」

「お前、ラブレター書くの上う手まいなぁ」

「……ふぇ？」

「クエストのためとはいえ、こんなに気持ちの入った手紙を書けるなんて。驚いたよ」

「…………」

　そうだ。これはあくまで、クエストのために書かれた手紙。ラブレタークエストに則のつとって書かれた、かりそめの気持ちなんだ。妙な勘違いをしてどうする。

　ルリファーは『三千世界の魔王・終焉の創手ラグナフオール』を尊敬しているだけで、俺に恋愛感情を持ってるわけじゃない。そこをはき違えたら、俺はまた……他人のラブレターを自分宛てだと勘違いするような、痛い中学時代に、逆戻りしてしまう。

　そんな俺の言葉に、ルリファーは目を丸くして無言になった後、かあっと顔を赤らめた。

「わ、わらわ、魔王さまがクエストのことを考えてくださってるのに、一人で勝手に、余計なこと考えて……」

「え？」

「ご、ごめんなさいなのじゃぁぁぁ」

　頭を抱えて身もだえするルリファー。

　何の話だろう。さっきのラブレターが、今更恥ずかしくなってきたんだろうか。

　かりそめとは言え、一生懸命にルリファーが考えた、『ありがとう』と『大好き』が詰まった手紙。

　……俺だって、感謝してるんだけどな。

　最初は迷惑だと思った、俺の中二病を露呈させかねない存在。

　だけど最近は、マラソン大会で活躍出来たり、クラスメイトに感謝されたりして……ルリファーが来たおかげで得られたものが、たくさんある。まあ正直、迷惑の方が多いんだけれど。

　けれど……こんな生活も、悪くないかもしれない。

　俺はふと、不覚にも、そんなことを思ってしまったのだった。


















「魔王さま。覚えておられるかの」

　昼時。いつもの通りに、屋上で弁当を食べながら、ルリファーが言った。

　きちんと正座したルリファーの太ももの上には、ぼろぼろに擦り切れた黒革のノートが、開いて置かれていた。ルリファーは繊細な指先で、今にもちぎれてバラけてしまいそうなノートのページを、そっとめくっている。

「魔王さまが、わらわを弟子と認めてくださったのは、この場所じゃったの。時間もちょうどお昼休みで……なんだか、ずっと昔のことのようじゃが」

「なんだよ、今度は思い出話クエストでもやるのか？」

　ルリファーは、はにかんでかぶりを振った。

「違うのじゃ。ただ、思い出しておっただけ」

　ルリファーがページをめくっていく。

　所々のページの角が、折られているのが見えた。今まで俺と一緒に挑み、成功させたクエストのページを、ルリファーはそうして、折っているのだ。

　これからもルリファーは、はた迷惑なクエストを提案しては、俺を振り回して、そのたび、あの折り目は増えていくんだろう。

「わらわ、最近思うのじゃ。この写本のページが、無限にあったらいいと」

「なんでだよ」

「そうしたらわらわ、ずうっと、ずうっと、魔王さまと一緒に、クエストできるのじゃ」

「……勘弁してくれよ。俺はさっさと、そのノートのページを折り目だらけにしたいし、お前だって、さっさと全部のクエストをこなして、立派な魔王になりたいんだろ」

「……そうじゃな。わらわ、世よ迷まい言ごとを言ったのじゃ。忘れて欲しいのじゃよ」

　ルリファーがまた笑う。俺はノートのページから顔をそらした。

　ああ、危ないところだった。危うく、頷うなずいてしまうところだった。

　クエストが無限にあったらいいと言われたとき、俺も、ほんのちょっとだけ、それもいいかな、なんて思ってしまったのだ。

　こんな訳のわからない状況は、とっとと終わって欲しいはずなのに。

　だいたい、ここで弟子入りを認めた時だってひどかったじゃないか。空から、明らかに人を食いそうな化け物を召喚しかけて……あんなもん見せられたら、弟子にしてやると頷くしかないだろ。

「……ん？」

　ぽつりと、鼻の頭に雨粒が落ちてきた。そうそう。あの時もこうやって、雨が降りだしたんだった。

　空を見上げる。さっきまで晴れ渡っていたはずなのに、いつの間にか暗雲が立ち込めている。……そして。

　たった一粒の水滴を皮切りに、バケツをひっくり返したような雨が降りだした。

「はわ。お弁当が濡ぬれちゃうのじゃ！」

　ルリファーが慌てて弁当をかばう中……俺は、空に釘くぎ付づけだった。暗雲がうずを巻き、その中心から、夜空より黒い何かが、今まさに落ちてきているからだ。

「る、る、ルリファー!?　お前またなんか変な魔法発動させたのか!?」

「はわ!?　わ、わらわ、何もしてないのじゃよ!?」

　ルリファーが、俺の視線を追うように空を見る。

　──瞬間。

　視界を真っ青に塗りつぶすようなまばゆい雷が、目の前に落ちた。

　屋上の床を焦げ付かせ、轟ごう音おんが耳をつんざく。強烈な光に目をつむっていた俺とルリファーが、ゆっくりと目を開く。

　目の前に、先ほど空から降ってきた闇の塊がわだかまっていた。闇はだんだんと形を成して、やがて闇褐色のドレスに変わる。

　……女の子だ。夜の闇をそのまま纏まとったような、現実離れした黒いドレス姿の女の子が、いつの間にか、目の前に立っていた。

「はわわ、あ、あ、あ……魔王さま……っ」

　突然、腕に柔らかなものが押し当てられた。ルリファーが俺の腕にしがみついて、がたがた震えていたのだ。ルリファーはもともと白い頬ほおを青ざめさせて、瞳にいっぱい涙を溜ためて、俺を見上げていた。















「魔王さま、あれは、あの方は、ま、魔王さま……魔王さま……っ！」

　すがるみたいに、ルリファーは俺の肩に顔を押し付ける。正直俺だって、誰かにしがみついて震えたい気分だった。

　前に、あの禍まが々まがしい魔界の化け物──キングベヒモス？　が召喚されたのと、まったく同じ現象を起こして降ってきた女の子なんて、どう考えても普通じゃない。

　女の子は血色の眼まな差ざしで、真まっ直すぐに、こっちを睨にらんだ。

　思わず言葉を失うほど、綺き麗れいな女の子だった。

　まばゆいほどの金の長髪に、切れ長の真紅の瞳。透けるように白い肌と、露出度の高いドレスから垣かい間ま見みえる、豊満な胸。身長は……俺と同じか、少し高いだろうか。女の子はルリファーをまっすぐ見据えたまま、澄んだ声で言った。

「探したぞ、ルリファー」

　女の子の呼びかけに、ルリファーが震える声で応える。

「しゃ、しゃ……シャロン、義ね姉えさま……」

「ねえさま……って、確かどっかで……あ！　マラソン大会の時に言ってた、お前のお姉さん!?」

　がくがくと、震えるようにルリファーは頷うなずいた。

　たしかあの時ルリファーは、よく気にかけてくれた優しいお姉さん、とか言ってたはずだけど……シャロンさんの刃物じみた視線と無言のプレッシャーは、優しいなんて言葉、到底似合わない。少しでも下手に動いたら、冗談抜きで殺されそうな気さえする。

　シャロンさんが、一歩こっちに歩み寄ってきた。ルリファーがびくっと震え、俺も足がすくむ。……だが。

「元気にしておったか、ルリファー。突然魔界を出て行ったと聞いたときは、心配したぞ」

　シャロンさんはしなやかな手で、ルリファーの頭を優しく撫なでた。……あれ？

「そちらは三千世界の魔王様だな。噂うわさはかねがね伺っている。ルリファーが迷惑をかけたであろう」

　シャロンさんが、俺に視線を向けて微笑ほほえんでくる。……なんだ、物々しい登場のせいでびっくりしたけど、優しそうじゃないか。

　シャロンさんの柔らかな声に、ルリファーもちょっと落ち着いたようで、おずおずと、シャロンさんを見上げた。

「お、お久しいのじゃ……義姉さま」

「ああ。久しいなルリファー。そちらの魔王様に弟子入りしたと聞いたが、修行はうまくいっておるのか？」

「は、はいなのじゃ……。もう、いくつも試練を乗り越えたのじゃよ」

「ほう。どんな試練を乗り越えたのか、我に教えてみてくれ」

　ルリファーは、まだちょっとびくつきながら、シャロンさんに黒革のノートを開いてみせる。シャロンさんは、ノートのページを指先で繰っていく。

「なるほど。ふふ、なるほどな。思ったとおりだ」

　シャロンさんが微笑ほほえむ。ルリファーも、ぎこちなく笑い返して……、

「──思ったとおり、くだらぬ」

　ノートを投げ捨てた。

「あ」

　さらにシャロンさんのかたわらに突然、ぽっかりと闇色の穴が口を開いて、その黒革のノートを飲み込んでしまった。穴は瞬く間に消えてしまう。

「あ、あああああぁぁぁぁ！　魔王さまの写本が!?」

「次元の狭間に消してやったわ」

「な、なんてことをするのじゃ！」

「ばか！　ルリファーやめろ！」

　シャロンさんが笑った。

「お前を惑わすくだらない妄言なぞ、消えてなくなった方が良かろう？」

「妄言なんかじゃないのじゃ！　あのノートは、わらわと魔王さまが、頑張って、ちょっとずつ達成したクエストの証なのじゃ！」

　ルリファーがまたも食ってかかった、その瞬間。

　バンっ、と破裂音がした。

　シャロンさんの指先からほとばしった雷撃が、ルリファーの頬ほおをかすめた。

「妄言であろうが。我の魔法を前に一歩も動けぬなど、欠片かけらも成長しておらぬ証ぞ。お前に無為な徒労を強いるだけの試練など、くだらんまやかしだ」

「違うのじゃ！」

「何が違う。……のう、三千世界の魔王様」

　シャロンさんが、俺を見た。

　情けないことに俺は震え上がっていて、一言も、声を発することができずにいた。

「ルリファーを惑わすのもいい加減にしてくれんか。見たところ、ルリファーは魔王として少しも成長した様子はない。試練も無為だ。あなたはルリファーを騙だましておる」

「義ね姉えさまっ！　魔王さまを愚ぐ弄ろうするなんて、義姉さまと言えど……」

「お前は黙っておれ、ルリファー」

　シャロンさんに睨にらまれた途端、ルリファーはまるで息が詰まったように喉を押さえて、うずくまった。なにか魔法でも使われたのか──それとも、睨まれただけで何も言えなくなるくらい、ルリファーがこの人に怯おびえているのか。

「さて、魔王様よ。ルリファーはこうも情けないとはいえ、魔界を預かる大事な身だ。ここで遊ばせておく訳にはいかぬ」

「……どうする、つもりだよ」

「無論。連れ帰る。異論はなかろうな」

　シャロンさんの眼まな差ざしが、俺を射貫く。……その時だった。

　背後で、ガンガンとドアを叩たたく音がした。同時に、教師らしき大人の声が聞こえる。

『おい、屋上に誰かいるのか!?　落雷だ！　避難するぞ！』

　その声に、俺は少し安あん堵どした。ただの人間が、魔王の娘であるシャロンさんをどうにかできるかは分からないが、大人が来てくれたなら、警察なり、あるいは自衛隊なり、助けを呼んでくれるかも……。

「五月蝿うるさい人間めが」

　シャロンさんが、ぱちんと指を鳴らした。瞬間、背筋に寒気が走る。

　冷気がひやりと、頬ほおを撫なでた。教師の声とノックが、ぴたりとやんでいた。恐る恐る、ドアの方を振り返ると……ドアは、巨大な氷柱つららに閉じ込められていた。

　ドアだけじゃない、学校全体……いいや、周囲を見回して、俺は絶句した。

　街全体が、氷漬けになっていた。

「話の邪魔をされるのも癪しやくなものでな、人間どもを黙らせた。配下に対する非礼は詫わびよう。だが魂ごと凍らせたゆえな、あなたの力なら、あとで元通りにできるであろう？」

　こともなげに、シャロンさんは笑った。

「さて、話の続きだ、三千世界の魔王様。ルリファーを連れ帰ることに、異論はなかろうな？」

　何も、反論できるはずなかった。断れば、俺も氷の中だ。

「それとも、あなたにはルリファーを立派な魔王に育て上げる自信があるとでも？」

　俺は、答えられない。だって俺は、三千世界の魔王なんかじゃない。

　ルリファーを立派な魔王にする方法なんて、本当は、これっぽっちもわからない。

「ねえ……さま……。それ以上、魔王さまを侮辱しないで欲しいのじゃ……」

　よろよろと立ち上がったルリファーが、まっすぐ、シャロンさんを見据えた。

「魔王さまは、立派な魔王さまなのじゃ。わらわはご迷惑をお掛けするばっかりなのに、魔王さまは、呆あきれずに付き合ってくださったのじゃ！」

「内心、お前を嘲あざ笑わらいながらな」

「違うのじゃ！　魔王さまのおかげで、わらわはちゃんと立派になれてるのじゃ！」

　シャロンさんの眼差しが、すっと細まる。

「ほう。では見せてみよ」

　瞬間、雷がほとばしって、ルリファーの小さな体が吹っ飛んだ。屋上の床を転がったルリファーは、ふらつきながら立ち上がる。俺はそれを、ただ見ていることしかできない。

「どうした。立派になったのだろう？　見せてみよ、くだらぬ妄言で鍛えた力とやらを」

「魔王さまを、悪く言うな、なのじゃっ！」

　轟ごう音おんが響く。吹っ飛ばされたルリファーが、床を転がり、背中からフェンスにぶつかる。

　額からは血を流し、制服は破けて、ひどい有様だ。それでもルリファーは、立ち上がった。蒼あおい瞳でちらと俺を見て、笑う。

「見ていて欲しいのじゃ、魔王さま。わらわ、証明しますのじゃ。魔王さまのお手をお借りしたことで、どれほどわらわが、強くなれたか。どれほどわらわが、救われたか」

　ちょっと転んだだけで泣き出すような、あの泣き虫のルリファーが、ぐっと涙をこらえて、シャロンさんを見据えていた。

　どうして、そこまで俺を信じるんだ。俺はいつだってお前に、早く帰って欲しいと思っていたのに。

「ふん。つまらぬ意地など張らずに、そこな魔王に助けを求めたらどうだ」

「魔王さまにご迷惑は、おかけしないのじゃ」

「よかろう。では、すこし痛い目を見て、反省するがいい」

　シャロンさんが片手をあげた。血の色をしたひと振りの剣が、その手に握られる。

「四肢を引き裂かれれば、嫌でも己の未熟さを知るだろう。なに、心配せずとも、魔界に帰ったらきちんと治してやる。我に一言、ごめんなさいと言えればな」

「絶対に言わないのじゃ……っ。魔王さまを侮辱した義ね姉えさまなんかに……っ」

「いつまでその強がりが続くか、見ものだな」

　シャロンさんの目は、本気だった。……まずい、あの意地の張りようだと、ルリファーは本当に、死ぬまで俺を信じ続ける。俺の嘘うそを信じ続けたせいで、ルリファーが死ぬのは……さすがに……。

　ふらりと、俺はシャロンさんの前に歩み出ていた。

「なんのつもりだ、三千世界の魔王」

「え、いや、えっと」

　正直ノープラン。俺のせいでルリファーに死なれると寝覚めが悪いとか、そんな情けない理由だ。それでも……ええい、歩み出ちまったんなら仕方ない。俺がうそっぱちの魔王だってバラしてでも、ルリファーにおとなしく魔界に帰ってもらおう。

　それならひとまず、ルリファーが死ぬことはないはずだ！

「その、えっとさ。そもそも俺は、三千世界の魔王なんかじゃ……」

「退け。これは魔界の問題だ。そなたの預かり知るところではない」

　シャロンさんが、俺をただ退かすかのように、剣を振るった。

　……それだけで、血色の刃が深々と、俺の腹に突き刺さった。

「……え？」

　刃を伝って、血が溢あふれ出だす。シャロンさんも、まさかそうやすやすと刺されるとは予想していなかったようで、目を見開いた。

「なんのつもりだ、三千世界の魔王様よ」

　シャロンさんが剣を引き抜く。支えを失って、俺は前のめりに倒れた。

　腹をおさえる。ぽっかり穴があいていて、壊れた蛇口みたいに血が溢れ出しているのがわかった。痛み、というより、焼け付くみたいな熱さが、腹に広がっていく。溢あふれ出でる血は熱いくらいなのに、体はどんどん、凍えるみたいに寒くなっていく。

　やばい。これ、死ぬ。

「ふ……ふふふ。なるほど、そういうことか……ふはははははははは！」

　シャロンさんが、愉快で堪たまらないとでも言うみたいに、笑い出した。

「なんだそのザマは！　ええ？　三千世界の魔王！　っははははは！　これは傑作だ！　てっきり、まやかしの試練でルリファーを弄んでいるだけかと思っていたが、まさか、貴様自身がまやかしだったとはな！」

　ルリファーが慌てたように駆け寄ってきて、俺の体を抱き起こす。それだけで、腹が焼け付くように痛んで、俺はうめいた。

「ま、魔王さま!?　ご無事かの!?　なぜ、なぜそんなやすやすと刺されたのじゃ!?　力をお使いになれば、義ね姉えさまの剣くらい、防ぐのはたやすいじゃろうに！」

「ふはははは！　酷なことを言ってやるな、ルリファー。そやつはただの人間ぞ。なんの力もない、ただのひ弱な人間ぞ！　そやつは力もないのに自らを魔王と称して、お前を嘲あざ笑わらっておっただけだ！」

「違うのじゃ！　魔王さまは、わらわを騙だましたりしないのじゃ！」

「バカを申すなルリファー。我の剣に、こうもやすやすと貫かれて死にかけているのがその証であろうが！」

「違う！　きっと魔王さまはなにかお考えがあって、それで、それで……っ」

　涙で頬ほおを濡らしたルリファーの、言葉が途切れる。そりゃそうだ、ルリファーがどんなに俺のことを信じようとしたって、当の俺はみっともなく、ルリファーの膝の上で死にかけている。

　シャロンさんが、ルリファーの手を引いた。

「いい加減にせぬか、見苦しいぞ、ルリファー。どうせその男は、じき死ぬ」

「嫌……嫌なのじゃ、魔王さま、魔王さまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ルリファーの声が、もうぼんやりとしか聞こえない。

　……ああ、俺はいつもそうだ。いつだって、本物にはなれない。俺は魔王だって馬鹿みたいな虚勢を張って。それをやめたら、今度は平凡な高校生に憧れて、でも挫折つづきだ。

「魔王さま！　魔王さま！　魔王さまには、まだまだ教わりたいことがあるのじゃ。だから、だから……こんなところで……」

　違うんだ、ルリファー。俺はそんなにすごくない。俺は諦めて、挫折してばっかりだ。

　むしろ、すごいのは、ルリファー。お前なんだ。

　何度失敗しても、何度否定されても、絶対諦めない。俺の、バカみたいな妄言を、ずっと信じて、頑張って。

　お前は俺よりも、ずっと……、

「離すのじゃ、義ね姉えさま！」

「聞き分けよルリファー。我がいなければ、お前は何もできん」

　ずっと……、

「失敗を恐れて怖おじ気けづき、身の丈にあわぬ言葉を吐いてはつまずき、あと何度、無様にあがけば気づくのだ？」

　ずっと……、

「お前は、生まれついての弱者なのだと」

　ずっと……強かったんだ！

　俺は、震える足で立ち上がった。

　今しも、ルリファーを魔界に連れ帰ろうとしているシャロンさん……いいや、シャロンの背中を、見据えた。

「──待てよ」

　唸うなる俺の声にルリファーが顔を輝かせて振り返った。シャロンが鋭い眼まな差ざしで俺を見た。

「魔王さま……っ！」

「今更何の用だ、まやかしの偽魔王」

　シャロンが、路傍のゴミでも見るような目で、俺を見る。

　ああ、別にいい。俺は別に、蔑まれたって構わない。けどな……、

「俺の弟子に、手を出すなよ！」

　──ルリファーを、俺の弟子を、蔑むような目で見られるのは、我慢ならねえ！

　ルリファーは、ふらつく俺の体を、温かい手でぎゅっと支えた。

「魔王さまっ。お怪け我がは、お怪我は大丈夫なのじゃ!?」

　気遣うように俺の顔を覗のぞき込こむルリファーを背後に隠し、俺は、シャロンを見据えた。

　シャロンが、俺に歩み寄ってくる。

「ルリファーが貴様の弟子だと？　笑わせるな」

「俺の弟子なんだよ、そいつは」

「貴様が、ルリファーを育てられるとでも抜かすつもりか？」

「ああ、そうだ。少なくとも、お前には絶対に無理だ」

「ほう？」

　シャロンの目に殺気がこもる。

　これは、どうあがいても殺されるな……だが、後悔はない。嘘うそを言ったつもりもない。

「貴様とてずっと見てきただろう。ルリファーは弱い。なんの力もなく、自信もなく、だれかの陰に隠れて震えているしかない。貴様と同じようにな」

「……弱いからなんだ。力がないからなんだ。ルリファーをそんな風に見てるから、お前にはルリファーを育てられないって言ってんだ」

　俺はシャロンを、真っ向から睨にらんだ。

「挫折しても挫折しても諦めないこいつは……お前なんかより、ずっと、強いんだよ！」

「世よ迷まい言ごとはそれだけか、偽魔王」

　シャロンが、ぱちん、と指を鳴らす。瞬間、シャロンさんの周囲に、無数の火球が出現した。

「そうまでして、我に止めを刺されたいというならそれもいい。ルリファーを欺あざむき、我に楯たて突ついたことを後悔しながら、塵ちりも残さず、消きえ失うせるがいい」

「後悔なんて、死んでもしねえよ」

「その気概だけは褒めてやろう。……さらばだ」

　無数の火球が、放たれた。

「……俺は」

　俺は、中二病であった自分が恥ずかしい。あんな、「逃げた」過去は、否定したい。

　けどルリファーが、あの頃の俺に憧れてくれているなら。

　たとえ偽物でも、あんな俺を、なりたい「魔王」の理想に、してくれるなら。

「俺は……」

　最期かもしれない今、ルリファーのためにできることは。

　それは、お前の理想は間違いなんかじゃないんだと、信じさせてやることだけだ。

　ルリファーの理想。ルリファーが憧れた──かつての俺を。

　だから、叫ぶ。

「俺は、三千世界の大魔王！　終焉の創手ラグナフオールだああああああッ！」

　無数の火球がひとつに束ねられ、炎の竜巻になって、屋上を根こそぎ崩壊させながら俺に迫ってくる。あまりにも巨大な、俺にはどうしようもない力。

　けどまだ、俺の背後にはルリファーがいる。死ねば、俺が「偽物」だってバレるかもしれない。それでもできれば最期まで、この子の前では……俺は──「本物」で、いたい。

「うぉおおおおおおおおおおおッ！」

　できる限り、「本物」っぽく。カッコよく死んで、カッコいいこと言い遺のこして、ルリファーに俺が「本物」だったって、信じさせてやるッ！

　最も早はややけくそで、俺は両腕を、炎にむかって突き出す。

　その、瞬間。

　俺の目の前に、まばゆく輝く魔法陣が浮かび上がった。

「……へ？」

　半透明の魔法陣が、まるで鏡のように、炎の竜巻を弾はじき返かえす。

「なにっ!?」

　驚きよう愕がくしたように目を見開いたシャロンに、炎が直撃した。火炎が舞い散り、轟ごう音おんと熱風が弾ける。

　炎と煙が、もうもうと立ち込め、視界を覆おおい隠す。

　やがて……ふらりと、煙の中からシャロンがあゆみ出てきた。

　闇褐色のドレスをボロボロに焦がし、こぼれかけた豊満な胸を腕で隠しながら、真紅の瞳が、俺を見据えた。

「やりおったな……」

　シャロンはにやりと笑い……そのまま、屋上の床に倒れた。

　……いま、何が起きた？

　俺は、じっと自分の手のひらを見た。

　俺が……俺がやったのか？

　シャロンの魔法を、打ち返したの……か？

　なんだかよくわからないけど、俺、やったぞ！

　もしかして、アレか！　俺の隠されていた力が目覚めちゃったとか、そんな展開か!?

「魔王さまっ！」

　いきなり背後から、ルリファーが抱きついてきた。

「魔王さまっ、魔王さまっ！　ありがとうなのじゃっ」

「お、おお！　ルリファー見てたか？　今の──」

「はいっ！　魔王さまのおかげで、わらわは初めて、義ね姉えさまの一撃を、打ち返すことができたのじゃ！」

　おお、そっかそっか。そりゃめでたい。

　シャロンの一撃を、ルリファーが──。

「ええと、打ち返したの？　その、ルリファーが？」

「はいなのじゃ！　魔王さまのお言葉と雄姿に励まされた直後、力がみなぎってきての！」

　……あ、そうですか。うん。いやわかってたけどね？

　俺にそんな力があるわけ、ないもんね。

　気にしてないよ？　わかってたわかってた。ずいぶん前に、思い知ってたもん。

　……けどちょっとだけ、泣いてもいいかな？

「あ。魔王さま……そんな、わらわの成長を、目に涙を浮かべて喜んで下さるなんて」

　頬ほおを赤らめるルリファーは、いつも通り、勘違い全開だった。

　まったく、結局俺は、最後まで締まらないな……でも、まあ。

「お前が無事だったし……まあ、いいや」

　俺は、ルリファーのサラサラした銀髪を、そっと撫なでた。ルリファーは猫のように、心地よさそうに首をそらして、微笑ほほえむ。

「全部全部、魔王さまのおかげなのじゃよ」

「そっか、そりゃ、よかった……」

　ルリファーの銀髪が、じわじわと赤く染まっていく。俺の手についた血のせいだ。

　ああ、そろそろ、限界かもしれない。忘れていた痛みが、腹を焼くように蘇よみがえってくる。

「ま、魔王さま？　魔王さまー!?」

　ルリファーの叫び声を最後に、俺の意識は途絶えた。


















　なにか柔らかなものが、俺の胸に「むにゅん」とあたっていた。

　たまらなく甘い匂いがする。無意識に抱きしめると、それは俺の腕の中にすっぽり収まり、「んん……」と濡ぬれた呻うめきを漏らした。

「……？」

　目を開いてみると、目の前に、まばゆいばかりの銀髪があった。

　あれ、これは、ルリファー？　周囲を見回してみると、そこは見慣れた俺の部屋で、俺とルリファーは、二人して、ベッドに横になっていたのだった。

「……魔王、さま？」

　ルリファーはゆるゆると顔を上げて、ぼんやりした寝ぼけ眼で俺を見た。

　見つめ合っていると、ルリファーの目の焦点がだんだんと合っていき、みるみる、瞳に涙が溜たまっていく。

「ま」

「ま？」

「魔王さまぁああああああっ！」

「うおっ!?」

　俺の首に腕を回し、ぎゅううっと、ルリファーはきつくしがみついてきた。

　胸に当たった大きな膨らみが、むにゅむにゅと形を変える。

「ちょちょ、ちょっとルリファー!?」

「魔王さま！　魔王さまぁっ！　ご無事で、ご無事でなによりなのじゃぁぁぁぁぁぁ！」

「わかったから！　わかったからちょっと落ち着けって！　いろいろその、当たってるから……」

　サラサラと首筋を撫なでる銀髪に、むせ返る程甘い女の子の匂い、胸に当たる柔らかな膨らみと、絡みついてくる温かな太もも。俺はなんとかルリファーを引ひき剥はがそうとするが、ルリファーはがっちりと俺の体を掴つかんで離さない。

　そんな時だった。ドアが開く音がして、まばゆい金髪を舞わせながら、シャロンが部屋に入ってきた。

「おお、魔王様。目が覚めましたか！」

「げっ、シャロン……さん!?」

　俺は慌ててルリファーを引き剥がし、背中に隠した。ルリファーはかたくなに俺にしがみつき、今度は背中に膨らみが当たる。だが、今はドギマギしてる場合じゃない。

　氷漬けになった街や、俺の腹にあけられた風穴が脳裏に蘇よみがえって……って、あれ？

　シャロンさんに突き刺されたはずの腹を触ってみた。傷は跡形もなく、痛みもない。

「ああ。腹の傷なら治療させていただいた。街も既に元通りにしてある。余計な気遣いかとも思ったのだがな、せめてもの謝罪のしるしだ」

「え、治療って……ていうか、謝罪って……」

　戸惑う俺を見下ろして、シャロンさんは姿勢を正し、跪ひざまずいた。

「この度は、誠に申し訳ないことをした。三千世界の魔王・ラグナフォール様」

　片膝をつき、こうべを垂れるシャロンさん。……なにごと？

「我は、貴殿の崇高なお考えにも気づかず、数々の無礼を働いてしまった。この罪、万死に値しよう」

「す、崇高なお考え？」

「またまた、ご謙けん遜そんなさらなくてもよい。貴殿はルリファーのために、わざと力のないフリをなさったのであろう？」

「いや、違うけど」

「わざと我に刺されてみせ、ルリファーに本気を出させるとは……自らの身の危険も顧みず、ルリファーの成長を促すその姿……いやはや、感服致しました」

「だから違うんだけど!?」

「それに気づかず、暴言を吐いて貴殿の名を貶おとしめた我は、何なりと罰を受けるつもりだ。ご所望とあらば、この両腕、切り落として献上しても……」

「いらないから！」

「なんと寛大な……。さすが、三千世界を統べる魔王様。我などとは器が違う……！」

　全然俺の話聞いてねえ！　さすがルリファーのお姉さん！

　シャロンさんは立ち上がり、俺の背中にしがみつくルリファーを見た。

「我も、ルリファーを立派な魔王に育て上げようと努力してきたが、稽古を付けるたびに萎縮させるばかりで、まるで成長させられなかった。ルリファーに、我の魔法を弾はじき返かえす程の力が眠っていることにも、気づいてやれなんだ」

　ルリファーに稽古を付けるシャロンさんの姿が、ありありと目に浮かぶ。

　多分、さっきみたいな剣けん幕まくでルリファーを叱るのが日常茶飯事だったんだろう。そりゃあ、ルリファーが萎縮するのも、失敗を恐れてビクビクするようになったのも、わかる。

「……完敗だ。魔王の血を引く者としても、そして、ひとりの師としても、貴殿は我より、ずっと優れておられるようだ」

「は、はぁ……じゃあもう、そういうことでいいです……」

「貴殿になら安心して、ルリファーを任せられる。これからも、不ふ肖しようの妹をよろしく頼む」

「……あ、やっぱりルリファーは、残るんだな」

「何か、ご不満でも？」

「あ、いや」

　無事に才能を開花させたって言うから、もしかしたら、これで修行は終わりなのかなって、ほんの少し思っただけ。そう言おうとしたら、背後からルリファーに、腕を掴つかまれた。

「ま、魔王さまっ？　やっぱり、わらわは破門なのじゃ!?」

「は？」

「不ふ甲が斐いないわらわに、これ以上つける修行はない、という目をなさっておるのじゃ！」

「どんな目だ、それ」

「いいやルリファー、我のせいだろう」

　そこでシャロンさんが、悔しそうに歯は噛がみして言う。

「三千世界の魔王様に刃向かった狼ろう藉ぜき者ものの親族になど、つける修行はない……そういうことだな、魔王様？」

「あの、だから俺は」

「やはりここは、我の両腕をこの場で切り落として」

「やめて！」

　どんだけ腕切り落としたいんだよこの人は！

「し、しかし、こうでもしなければ、ルリファーの修行続行は」

「大丈夫だっつの！　俺は帰って欲しいなんて、全然思ってないから！」

「……ほ、本当なのじゃ？」

　魔王姉妹にすがるような目で見られて、俺は溜ため息いきをついて答える。

「本当だよ。まあ、こんな俺に何が出来るかなんて、未いまだに疑問だけど」

「ルリファー、お前の師匠は、本当に謙けん遜そんが上う手まいな」

「そ、そうなのじゃ。魔王さまはいつも、決して威張ったりしないのじゃ」

「ふふふっ。そうか。……あ、そうだ。これ、返しておくぞ」

　そう言ってシャロンさんは、見覚えのある黒革のノートをルリファーに差し出した。

「こ、これは……次元の狭間に消えたのではなかったのじゃ!?」

「だから我が、そこから取り戻しておいた」

「お姉さま！」

　ひっしとルリファーは、シャロンさんに抱きついた。

　あーあ。いっそあんな写本、消えたままで良かったのに。

「まあ、いっか。ルリファーの気が済むまでいればいいよ」

　そして俺は振り返ったルリファーと目をあわせた。

「それにお前が来て、良かったこともあったしな」

「ホントなのじゃ!?」

「ちょっとだけな！　ほんのちょっとだけだけどな！」

　ルリファーは輝くような笑顔を見せて、気合い充分に言う。

「これからも、お家の掃除、洗濯、お食事は、全てわらわに任せてほしいのじゃ！　わらわも、魔王さまの身の周りのお世話が出来て、嬉うれしいのじゃよ！」

「いや、そういう意味じゃないんだけどな」

「ふぇ？」

　首を傾かしげるルリファーを見て、俺は苦笑した。

　──俺は、普通の高校生になりたかった。

　中学時代に「俺は魔王だ」と息巻いて、友だちがひとりも出来ず、周囲から奇異の目で見られて……自業自得の暗黒時代を送ったからだ。

　だからこそ、俺は高校生活における最も重要なことを、『クラスで浮かないこと』だと決めつけた。

　中二病をやめて、周囲に合わせれば、きっと人並みに友だちは出来るはず。

　それが、俺が目指すべき道だと信じていた──。

　だけど。

「俺はこの生活、嫌いじゃないよ」

　そう言って、俺はルリファーの頭をポンポンと、優しく叩たたいた。

「……魔王、さま？」

　不思議そうに、上目遣いで俺を見上げてくる、本物の魔王に向かって。

「これからもよろしくな、ルリファー」

「──は、はいっ！」

　俺の言葉に、ルリファーは頬ほおをほんのり赤くしたまま、笑顔を浮かべる。

「こちらこそ、よろしくお願いしますのじゃ。三千世界の魔王さまっ！」

　その笑顔は、今までのどの笑顔よりも、輝いているように見えた。

　こうして。

　俺とルリファーの魔王クエストは、これからも続くことになった。










　それから



　そして、また新しい一日が始まる。

　いつの間にか日常になった、魔王の娘と過ごす一日が。

　部屋を出てリビングに降りると、ルリファーの姿がなかった。いつもなら、一番に起きて朝食の支度をしているのに。……寝坊かな、と思ったその時。

「ひゃああああああああああああああっ!?」

　突然、悲鳴が聞こえた。

「ルリファー!?」

　慌ててルリファーの部屋に向かい、ドアを開けると……ルリファーが、ベッドに押し倒されていた。

「ま、魔王さま……っ！　たた、たすけ……ひゃうっ！」

　突然目の前に現れた、あまりに理解不能な状況に、俺はしばらく動けなかった。

　桃色のボブカットが、ルリファーの顔にかかっている。らんらんと輝く桃色の瞳が、愛いとしげにルリファーを見下ろし、しなやかで白い指先がルリファーの胸元をまさぐり、すらりとした太ももが、ルリファーの両腕をしっかりと押さえつけている。

　……ルリファーが、桃色ボブカットの美少女に襲われていた。

「魔王さまっ……助けてなのじゃっ……ひゃっ、そこ触っちゃヤなのじゃ……！」

「うふふふふ。耳まで真っ赤ですよ。……ぱくっ」

「ひゃああああああっ！」

　美少女に耳たぶを噛かまれて、ルリファーが悲鳴を上げた。その声で、俺ははっと我に返る。慌ててベッドに駆け寄り、美少女からルリファーを引き離した。

　美少女が、形のいい眉を不満げに寄せる。

「あ。ちょっと邪魔しないでくださいよぅ！」

「寄るなヘンタイ！」

「ヘンタイじゃありません！　崇高なる女体の探求者です！」

「十分ヘンタイだよ！　つか、誰だお前！」

　ルリファーを背中に隠したまま、美少女から距離を取る。美少女は「にひっ」と笑った。

「さて、誰でしょう？」

「魔王さま……お気をつけくださいなのじゃ……」

　俺の背中に隠れ、シャツを掴つかんで震えていたルリファーが、そっと顔をのぞかせた。

「その人は……魔界の者じゃ」

「魔界!?」

　ルリファーが俺の背中におでこをぶつけながら、こくこくと頷うなずく。あっけらかんとした美少女の笑みが……ふっと、消えた。

「……なーんだ。バレちゃってるんですか。つまんないの」

　ゆらり、と彼女がベッドから立ち上がった。端整な顔立ちから、不意に笑顔が消える。

　つい先日……シャロンさんに殺されかけた時のことが脳裏をかすめて、ぞっと、背筋が凍った。

「る、ルリファー……魔界の者ってことは、また知り合いか!?　やばいヤツか!?」

「し、知り合いじゃないのじゃ……けど、何者かは分かるのじゃ。そいつは……」

　ルリファーは細い指で、びしっと美少女を指差した。

「──サキュバスなのじゃ！」

　──サキュバス。

　男性を誘惑し、その精を搾り取る悪魔。

　主に夜現れ、男性の理想とする姿となり、性交を強要する。

　まあ、もし我の前に現れたら、逆に骨抜きにしてやるがな。ククク……。

　──とある魔王のブログより。

「俺の知ってるサキュバスと違う！」

「ふえ？　なんでなのじゃ!?　やつは正真正銘サキュバスなのじゃ！」

「嘘うそつけ！　あいつ心底嬉うれしそうにお前の胸揉もんでただろ!?」

「はう!?　そ、そのことは忘れて欲しいのじゃあ……」

　ルリファーが顔を真っ赤にして、両手で豊満な胸を覆おおった。

「いや……そもそも、なんでサキュバスがうちにいるんだよ」

　美少女が、不本意そうに唇を尖とがらす。

「サキュバスとか呼ばないでください。あたしにはエヴィっていう名前があるんです」

「……サキュバスであることは否定しないのな」

「まあ不本意ながら。あ、ちなみに男の人には髪の先ほども興味ないんで。あたしに惚ほれないでくださいね割とマジで」

「惚れるかヘンタイ」

　俺の言葉に、美少女……エヴィの眼まな差ざしがすっと細まった。

「なんですかさっきからヘンタイヘンタイって。女好きの女の子がそんなにおかしいですか？」

　今までとは違う冷えた声。俺は反射的に、かぶりを振っていた。

　にっこりと、エヴィが再び笑う。

「じゃあ、その子襲っても何の問題もないですね！」

「なくねーよ！　無理やり襲ったら同性でも犯罪だ！」

「むー。人間界の法律は狭きよう量りようですね」

「魔界ではオッケーなのかよ」

「いえ、牢ろう屋やにぶち込まれます」

「やっぱ犯罪じゃねーか！」

　話が通じなさすぎる……。俺は頭を抱えた。

　だいたいなんだよ、女好きのサキュバスって。またわけわかんねぇ奴やつが来た……。

「ま。実はあたし、そっちの美少女じゃなくて、あなたに用があって来たんですけどね」

「……俺に？」

「ええ、不本意ながら」

「じゃあもう帰れよ……」

「そうはいきませんよ。……三千世界の魔王さま」

　びくっと、俺の背筋が勝手にはねた。なんで、こいつ、その名前を……？

　エヴィはいたずらっぽく笑いながら、歩み寄ってきた。息がかかるほどの近さで俺を見上げる。桃に似た甘い匂いが鼻をくすぐった。

「魔王さま。あのですね」

　ひと呼吸おいてから、エヴィは言った。

「あたし、魔王さまに恋しなきゃいけないんです」


















あとがき



　最後までお読みいただいて、ありがとうございますなのじゃ！

　もとい、皆様初めまして、青あお弘ひろ幸ゆきと申します。このあとがきを読んでおられる全ての方が「誰こいつ……？」と思っておられることでしょう。はい、お気づきの通りド新人です。

　初めてこのように立派な本を出させていただき、正直ドキドキしております。

　楽しんでいただけているといいのですが。



　さて、この物語は、中二病をやめたい主人公のもとに、本物の魔王の娘がやってきちゃうボーイミーツガールです。

　千ち秋あきとルリファーは、一見、魔界がどうのとか、立派な魔王がどうのとか、浮世離れした世界の中でドタバタしています。

　ですが実は、彼らは「クエスト」という形を通して、学校で起きるあらゆるイベントに、くだらないものも面倒くさいものも、全てに全力で取り組んでいるのです。

　そういう意味で、実はふたりは、誰よりも普通の高校生らしい生活を、誰よりも全力で謳歌しようとしているのだと、私は思っています。



　あとがきに頂いたページも少なくなってきましたので、このへんで少々、謝罪を。

　私は色々な本のあとがきを読むにつけ、みんな謝罪と感謝の言葉でいっぱいだな、作家さんはみんな腰が低いなと常々思っておりました。

　ですが、同じ立場に立ってみて初めてわかりました。……謝りたいことでいっぱいです。

　この本が完成するまでに、様々な方に掛けたご迷惑……っ！　全部書いたら本編より長くなるので割愛しますが、大変ご迷惑お掛けしまして、申し訳ございませんでした!!

　……謝罪だけでは誠意がないので、ここからは謝辞を。

　ＭＦ文庫Ｊの編集者様方、この本が出版されるまでに尽力してくださった全ての方々へ、本当にありがとうございました。

　素敵なイラストを描いてくださった希望のぞみつばめさま。ルリファーも妹もシャロンも、ていうか千秋まで、みんなとっても可愛かわいいです！　ありがとうございました！

　そして、執筆に協力してくれた友人や仲間たち。みんながいなければ、この本は出来上がらなかったと思います。

　なにより、この本をお手にとってくださった皆様へ、最大級の感謝を。

　かけてくださったお金と時間に見合う作品であれたなら、これ以上の幸せはありません。

　それでは皆様、また次巻でお会いできることを願っています。

２０１３年初夏　青弘幸　拝










　著者

　青弘幸（あお・ひろゆき）

　　皆様、初めまして。青弘幸と申します。初・単行本です。ドキドキです。ちなみに私も、昔、中二病なサイトを作っていたことがあります。作中に出てくるブログを見ていると、在りし日の美しい思い出が蘇ってきます。

　　……まだ中二病を卒業できていないのかもしれません。

　　頭を抱えて身悶えられるようになったら、私のところにも美少女が来てくれるでしょうか？



　イラスト

　希望つばめ（のぞみ・つばめ）

　　１９８９年生まれ、神奈川県在住のイラストレーター兼原画家。ロングの髪や金髪、狐耳が大好物。

　　最近、運動不足が気になり筋トレを始めました。テニスをしに行きたいのですが、行きたいなぁと思うまま早幾年…。来年こそは。
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